









ム ラ ー ダ ー バ ー ドの 宗 教 施 設
プシュペーン ドラ 。ウメーシュパール .ヴァルナワール
今 日 、 われ わ れが 見 る こ とので きる宗教 施設 は 、時代 の 社 会 的 要 請に応 え る
た め に 、 優 れ た人 物 た ちが 伝統 に従 い つ つ生 み だ して き た もの で あ る。 こ うし
た場 所 に参 詣 した り、喜捨 等 を通 じて これ ら施 設 を援 助 す る こ とは社 会 的 に必
要 欠 くべ か ざ らる こ と とな って い る。 参 詣 に来 る人 々の 数 は、 現在 も変 わ って
い な い 。社 会 を一 定 の 規範 の もとに維 持 す る こ とは 、 こ う した 施設 の 責 任 で あ
る 。社 会 に備 わ る最 良 の 美 質 もこれ らの 場所 な く して は 考 え られ な い 。知 識 と
信 仰 につ いて社 会 は こ うし た祈 りの場 所 で 時 に応 じて学 ん で きた 。これ らの宗
教 施 設 に対 す る迷 信 か ら社 会 組織 が 形 骸 化 し、 複 雑 な もの にな る時 はい つ も優
れ た人 物 が現 われ て礼 拝 を簡 素 な もの に し、 新 しい 宗 派 を生 み だ し たの で あ る。
い ろい ろ な 樹 木 の生 えて い る森 は 成 長 す る が、 た だ一 種 類 の草 木 しか 生 え て
い ない 森 は 成長 しな い とい うの は 一 つ の 自然 の 摂理 で あ る 。生 まれ や宗 派 の 違
い に対 して寛 大 で な く因 襲 に囚わ れ た社 会 で は 、 物 質 的発 展 の可能 性 が非 常 に
限 られ る 。人 々 が寛 容 で 別 の 社会 と も接 触 す るよ うな社 会 で は、 芸術 、文字 、
文 化 、科学 等 の 分野 が発 展 し、 成果 を挙 げ る こ とが で き る 。 なぜ な ら、 違 い は
考 え 方 に あ って ダル マ 自体 には ない か らで あ る。 ダル マ とい う語 の意 味 は把 握
す る、 とい う こ とで あ る 。何 か を掴 む た め、 もし くは理 解 す る ため に大 切 な の
は 、 布施 ゃ寄付 よ り も、献 身 の 気 持 を 持 つ こ とで あ る 。献 身 か らこ そ、 敬虔 、
愛 、 信 仰 、 そ して 祈 りが生 まれ たの で あ る。
イン ドの カ シ ミール地 方 の シ ュ リーナ ガ ル とい う町 に シャ ン カ ラー チ ャール
ャ(galkarlclrya)という名の山がある。シャンカラーチャールヤ(1)はケ
ー ラ ラ 、 即 ち、 イ ン ドの最 南端 の地 方 の 人 で あ った 。 1200年前 、現 代 と違
って 旅 の便 宜 も、 道 もな く、一 般 の人 々に と って旅行 に身 の 安 全 もま ま な らな
か った頃 、 この 若者 はケ ー ラ ラか らシ ュ リー ナ ガ ル にや って 来 て 、 近 くの 山 に
自分 の 信 仰 す る シ ャ ン カ ラ°)の像 を安 置 し た。 ケ ー ラ ラで 生 まれ た 彼 は、 ヒマ
ー ラヤ で 亡 くな った。 この よ うに ヒ ン ド ゥーに と って は全 イ ン ドが 一つ で あ り、
至 る所 が 彼 らの死 に処 とな った 。 コ ー ラ ンに は神 は一 つ と あ る。 しか し、 今 は
新 しい唯 ― 主 義 、即 ち人 間 は一 つ とあ るべ きで あ る。 ヨ ー ロ ッパ 人 、 そ して ア
ジア人 だ け で はな く、 全 世界 の人類 が 一 つ で あ る 。 この こ とは 世界 中 の 宗 教 書
に説 か れ て い る。 し か し、 われ われ は 、聖 典 を読 まず に、 祭 り上 げ てい る だ け
で あ る。実 際、 人 と人 を結 ぶ ため の もの をわれ わ れ は それ とは逆 の もの に して
しま った。俺 は コ ー ラ ンの 信者 、 お 前 は パイ ブル の 信者 、俺 は それ 、 お 前 は あ
れ と 。
31
ム ラ ー ダ ー バ ー ド市 の 正 統 派 ヒン ドゥー寺 院
1)ホー リカ ー・ デ ー ヴィ ー・ カ ー・ タ ー ン(3)(Holik=Devi k=Th二n)
ボ ーグ プ ル・ ミ トゥー ニ ー (Bhogpur Mithin■ )地区 ;ヒン ドゥー
教 の伝統 に は家 族 ぐるみ で 行 な う礼 拝 の慣 習 が あ る 。パ ール グ ナ(Ph:lgun a)
月に)の満 月の 日に ホ ー リ ー (EOI T)とい う名の 祭 が祝 わ れ る。 夜 中 に 四 ツ
辻 ご とに 薪 を集 め て、 家 庭 で 用意 した 食物 をお供 え して 、 ホ ー リ ーと呼 ばれ
る そ の積み 上 げ た薪 に 向 って ヴ ェ ーダの マ ン トラ を唱 えつ つ 、一 同揃 って 礼
拝 す る 。それ か ら皆 の 前で ホー リーに火 が つ け られ る 。 これ を ホ ーリ カー・ ダ
ハ ン (Ⅱoliktt Dahan )と言 う。 この 時 、男 た ち はそ の 年 に収 穫 し た Jヽ麦.
大 麦 の穂 を砂糖 黍の 先 に結 ん だ もの を、 そ れ ぞれ 手 に 持 っ て火 に か ざ しな が
ら七 回火 の 回 りをまわ る 。 め ぐ り終 え た後 、火 の 一 部 を家 に持 ち帰 り、そ こ
で も同 じ様 に して ホ ー リーカ ・ーダハ ンを 行 な う。この 時 に 女 た,ち は家 族 ご と
に集 ま ぅて砂 糖 黍 に穂 を結 ん で焼 く。男 た ちは それ ぞれ知 り合 い の 家 の 女 た
ちに ア ー カ ト(Akhat)(5)を与 え に 、そ して 男 た ちに会 うた め にでか け る 。
ア ー カ トは ァ ク シ ャ タ (Aksata)の訛 った もの で「 不 壊 」 とい う意 味 が あ
る。 ア ー カ トを与 え る時 、互 いの縁 が い つ まで も切 れ る こ との な い よ うに と
の 願 が 口に され る。 これ が ホ ー ラ ーシ ュタ カ ( Ⅱolぃtaka )(6)の最 後 の
日で あ る 。翌 日、 色 粉 、色 水 を互 い に か け あ って 祭 りを楽 しむ 。 色 水 遊 びの
翌 日、 チ ャ イ トラ (Caitra )(7)月の 黒 半 の 2日か ら15日間 にわ た っ て、
ム ラ ー ダー バ ー ドで は ジ ャ ー ト( Jit)とい う行 事が行 わ れ る。市 民 は皆 、
この 15日間の どの 日か に ホ ー リカ ー を燃 や した場 所 に ジ ャー トの た め に や
って くる。 夫 婦 で きて 、 創 造 の 女 神 に花 、 果物 、 食 物 等 を供 え て拝 む しきた
りで あ る 。 ジ ャ… 卜とい う語 の意 味 は ジ ャーデ ィャ (111ya即ち無 慮 、不
覚 とい うこ とで あ る。 この 行 事 は 子を生 すた め の 夫 婦の 交 わ りの際 の 不 覚 を
捨 て、 家 庭 人 と しての 義務 の 誓 い を立 て るた めの もの で あ る 。 この行 事 が い
つ 、 どの よ うに して 始 ま ったか につ い ての 伝 承 は不 明 で あ る 。
寺 は 古 い と考 え られ て い る。 昔 は こ こに供 犠 の た め の祭 壇 が あ っ た の だ が 、
50年程 ま えか ら女神 が 安 置 され て い る 。毎年 ホ ー リー祭 の後 15日間 、 こ
こに何 10万人 とい う人 が 参 詣 に来 て、 市 が 立 っ た よ うに な る。人 々 は家 族
連 れ で弁 当 を持 参 して 、 一家 揃 って礼拝 を した後 、 そ この 神 聖 な地 面 に腰 を
下 ろ して 食 事 を してそ れ ぞ れの 家路 につ く 。
2)マナサ ー・ デ ー ヴ ィー ・カ ー・ マ ト(8)(Man as.De vl k,Math );
この マ トは市 の キ ス ロー ル (KisrOl )地区 の 、ラ ー ム ガ ン ガ ー(Rttg aig5)
川 の岸 辺 の 古い ダ ス ワー ン・ ガ ー ト (Daswごgh五!)の近 くに 今 では憐 れ な
状 態 にあ る。近 くに掃 除人 カ ー ス トの人 た ち の居 住 区 が あ って 、汚 れが ひ ど
くな って き た ため に 、礼拝 を しに く る ヒ ン ドゥーは 誰 もい な くな って しま っ
た。 聖 典 に は マナ サ ーは ア ー デ ィ・ ナ ー ト (■di N=th)9シヴ ァ・ シ ャ ン
カ ラの娘 とされ て い る 。 この 女神 はか た くな な性格 の 持 ち主 と言 わ れ 、 シヴ
ァ寺 院 で シヴァ ・ リンガ の上 につ る さ れ た水 瓶 は女 神 の その か た くな さの 象
徴 に 他 な らない 。 マ ナサ ー は蛇 の 支配 神 で あ る 。 マナ スィ (man asi)とい
う言葉 には「 心 の中 で」 とい う意 味 もあ る っ。0従って 、 心 に生 まれ た情 とい
う ことか ら、 マ ナサ ー を愛欲 の 女神 と考 え る こ と もで きる。
3)ヴィ シ ュヌ 。マ ンデ ィル (Vil,u Mandir):ムラー ダ ーバ ー ド市 の西
南 の 境 に あ る ロ ーデ ィー・ プル (LOdT Pur),ヴィ シ ャン・ プル (Vi san
P ur)地区 に 旧式 」ヽ形 レ ン ガ造 りの 三 階 建 の 寺 が あ って 、 ヴ ィ シ ュ ヌ寺 院 と
呼 ば れ て い る。 美 しい形 を してい る 。寺 に は神 像 は一体 もない 。 ただ 、イ ン
ドの ニ ル グン・ サ ン ト(Nirgu,San t)派α》に おい て伝統 的 に師 の 象 徴 と
され る足 跡 が 刻 ま れ てい る 。
かな り昔か らこの寺 はヴィシュノーイー (Vi ζnor).クシ ャトリヤ° たち
と結びつきがある。ヴ ィシュノー イーの人々は元来 ク シャトリヤで 、ヴィシ
ュヌ派 に属 して い る 。 ミヒル クル (Mihirkul Pとぃ ぅ名 の王 が攻 め て きた
時 、 ここで は神 像 の 礼拝 が 禁 じ られ た 。 それ 以 降 今 日ま で 、像 が安 置 され る
度 ご とに 、寺 へ の 信 仰 が 減 じた 。 ミヒル クル は 6階紀 の 人 で あ る 。 しか し、
この 寺 の 基 壇 に使 わ れ て い る レ ンガ は ラ ー ジ プ ー ト時 代 の もの で あ る 。寺 の
様 式 もラー ジプ ー ト風 で あ る。 しか し、 部 屋 の 造 りは仏 教 寺 院 の もの に 似 て
ぃ る 。
ィ ン ドで は神 像 を持 たない ヴ ィ シュ ヌ寺 院 が普通 で あ つた。 こ うした場 所
は イン ド菩 提 樹 の下 に あ り、 そ こで 天上 の 先祖 へ の礼 拝 が され る 。そ こに は
ヴ ィ シュヌ神 の履 き物 が 刻 まれ て い る 。仏 陀 が ボ ー ダガ ヤ ーで悟 りを得 たの
も こ う した と ころで あ った 。
4)チョウラ ー ス ィ ー・ ガ ン タ ー・ カー メー シ ュワル・ ナー ト・ カ ー・ マ ン
ディル (C aurtts■ Gh ant=Kb■e`var Nith kl Mandir );スィッダ
・ ナー ト派° そ して ハ タ
・
」― ガ派① の時 代 に 左道 シャ クテ ィ派 G。の活 動 に と
って 、愛 欲 の 神即 ち カ ー マを従 え た神 シヴ ァの リ ンガの 持 った 重要 性 を 今 日
に伝 え てい るの が 、 この カ ーメ ー シュ ワル 寺 院 で あ る。言 い伝 え によれ ば、
こ こで カ ーニ ーパ ー・ ス ィ ッダ"の時 に 84人の ス ィ ッダた ち の 集 会 が開 か
れ た とい う。ハ タ コ ー ガか ら出 た左 道 派 の 五 つ の マの 字 の行 法° の伝 授 も従
って行 な われ てい た。 シ ヴ ァ・ シ ャ ンカ ラ は ス ィッダ そ し て ハ タ ヨ ーギ ー た
ち の ア ーデ ィ・ ナ ー トと言 わ れ てい る。
カ ー メ ー シ ュ ワル寺 院 は市 の 古 い寺 で あ る。 シ ュ ラ ー ヴ ァナ (S rttv a.a)
月① の間 中 、信心 深 い人 々 が 大麻 、山 査 子、 つ たか ず らの葉 、 ギ ンバ ィ カの
葉 そ して 牛亭しを リ ン ガ に注 ぐため に早 朝 にや って く る 。シ ヴァ派 の 信 徒 は、
ガ ン ジス川 の 水 を入 れ た、 カ ー ン ワル (Kttv a r)と呼 ぶ 竹籠 を持って、歩 い て 、
シ ュラ ー ヴ ァナ月 の最 後 の 月曜 日に シヴ ァ・ リ ンガに 水 を供 え に く る。 これ
は シ ュラ ー ヴ ァ ナ月 の他 に も、パ ー ルグ ナ 月 の 黒 半の 13日、 マハ ー シ ヴ ァ
・ ラー ト リ (Mah」Siva Rtttr i)の祭 ① の 時 に も行 なわ れ る 。人 々 は願掛
け を して 、 それ が 叶 うと現 在 で も歩 い て遠 くガ ン ジスリ||の水 を カ ー ンフル に
入 れ て 持 って きて シ ヴ ァ に捧 げ るの で あ る。
1979年11月29日の 夕刻 、 寺僧 が勤 め を終 えて門 を閉 め た 後 、 何者
かが 侵 入 して住 職 を殺害 して、 神 像 の装 身 具 を奪 うとい う事 件 が あ った。 お
そ らく、 20万ル ピ ー程 の もの で あ った と言 う。大 部 分の 装 身具 が 金 製 で あ
った 。
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シヴ ァ派の 人 々 は マハ ー シ ヴ ァラ ー ト リの大 祭 の 時 、 シ ヴ ァ 。リン ガの ル ド
ラ灌 頂.D(Rudribhi,cka)の餞式 を行 な う。 ル ドラは ヴ ェー ダの 神 で あ る。
シ ャンカラ の 姿 は ま さ に ル ドラ の それ で あ る。 自 らが 知 識 であ り、 また知 識
を授 け る者 で あ り 、彼 こそ は ル ドラ とも プラ フマ と も言 われ る。 こ の 時 、 ヴ
ェー ダー ン タ派 (Vedlnti)2派そ して その 他 すべ て の シヴ ァ派 の信徒 は ル
ドラー シ ュターデ ィヤ ー イー (Rudr=pょ五dh yFyT )°を読誦 す る。
シ ヴ ァの 礼 拝 につ い て は特 に 重要 な マ ン トラが あ る 。 この マ ン トラは二 つ
にわかれてお り、前半部分 はム リ トゥユ ンジャヤ・ マン トラ (Mrt wごjaya
Mantra)°と呼ばれ る。、このマン トラの前にウーン・ホーン 。ジューン・ サ
ハ(7 ho jl sah)とぃぅビー ジャ・マントラ②(BIja Mantra)があ
り、 最 後 に もこの マ ン トラ を付 け加 え る と、 マハ ー・ ム リ トゥユ ン ジ ャヤ・
マ ン トラ と言 わ れ る。 不 時 の死 か ら人 を守 る この 霊 験 あ らたか な マ ン トラ は
殊 に 有 名 で あ る 。 後 半 部 分 は娘 た ちに大 を授 け るマ ン トラで あ る。 長寿 を得
よ う とす る者 は、 三 日間断 食 を して予L粥を百度 、火 に献 じな けれ ば な らない 。
こ うすれ ば百 歳 まで生 きよ う。 この マ ン トラは あ らゆ る病 い と災 い を除 くた
め に 唱 え られ る。
5)ヴィア ー コー ン ・ カ ニ・ マ ンデ ィル (Vi=ro k=Man dir);市の カ ン
ジャリニ・サラーイ(KaFjari sartty)地区にヴィアールたちの居住区が
あ る 。 ヴ ィア ール とい うの は織 工 、 す なわ ち布 を織 る人 々の こ とを 言 っ た 。
今 日 、この 人 た ち は様 々 な 職 業 に従 事 して い る 。彼 らの居 住 区 にあ り、 かつ
彼 らの先 祖 に よ っ て建 立 された ため に この 寺 は ヴ ィアー ル たち の寺 とい う名
で 呼 ばれ て い る。
寺は 古 く、 旧式 」ヽ形 レン ガ造 りで あ る 。寺 内 に は東 面 して 立 つ ヴ ィシ ュヴ
ァカル マ ー (Viζ vakarm三 )ωの壁像が一体あ る。ブ ィシュヴァカルマ ー
は工 芸の神で あ る 。この神 は一面で ダク シ ャ・ プラ ジャーパ テ ィ(Dak,a
Pr aj=pati )°と同義 でもあ る。またブラフマー神 と も同一視 されて いる。
寺の中央 にシヴ ァ・ リン ガがあ る。北 面 しているハ ヌマ ーン② の立像 もあ る。
ヴィシュヴ ァカル マ ーの像 は下穿 きを身 につ けてい る。四本 の腕 には水入
れ° 、三叉 戟等 を持 ってい る。正面入 口の部屋 の上 部に は古い アル プナー
(AlpnI)°が描かれてい る 。寺の基壇 は方形だが 、上 の塔の 基部 は八面に
な ってい る。
寺のす ぐ近 くに もう一 つの新 しい寺が 5年程 前に建 て られ た。そこに はい
豊fi!>71路:｀TfT雰冒1lfilなる)そ②{稔↓l子ヾ] し1}[:1・llall:|:。「②
な どで あ る 。
6)ジャール・ キ ー・マ リーω (」hこr ki Ma:hT):この場所 は もとは カ
ーニーパ ー・ キー・ ガテ ィャ… (KInTptt kr Ghatiy五)の一部であ った。
ここにジ ャール とい う名 の行者の墓 があ って、 シュラ ー ヴァナ月のナ ーガ・
パ ンチ ャミー(Niga PaTcamr)∞の日に牛乳が供え られ る。牛乳を入れた
器にこの場所の土を入れて持ち帰 り、ラクシャー 。バンダン(R3k8=
Bandhan)の祭 り00の時 の た め に大 麦 の 種 を植 え る。祭 りの 日に な る と女 た
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ち は 自分 の 兄 弟 の腕 に ラク シ ャー・ スー トラ (Rak,,Sitra)即ち ラ ー キ
ー (Rakhi)を結 び 、兄 弟 の耳 に大 麦 の 収 穫 の 象 徴 と して 10日前 以 内 に芽
ぶ い た大 麦 の芽 を置 い て 彼 の輝 か しい将 来 を願 う。
ク リ シュ ナ 。ジ ャナ マ~シュ タ ミー (K=,pa」 nm■Ⅲ ami pの翌 日、
この 寺 に ス ィ ッダ ・ ナー ト派 の コ ー ギ ーた ちが集 ま って旗 、傘 、払 子等 を地
面 に立 て るoバル タ リー (Bharthar T)、ゴー ピ ー・ チ ャン ド(GOpr
Ca nd)09、ゴ ーラ ク ナー ト (Gor a khnttt h)④らス ィ ッダの 讃 歌 をサ ーラ ン
ギ ー (Sttr a lg l)①の音 に合 わせ て歌 う。 人 々 は 子供 の 輝 か しい将 来 を願 って
墓 の上 に 子供 た ち を捧 げ る 。行者 た ち は孔 雀 の羽 根 扇 で 子供 に 触 れ て幸 せ を
祈 る。 この 時 、お供 え物 として 子安 貝 、 菓 子をお金 と一 緒 に 墓 に供 え る。
7)ジャ ー ルカ ン デ ィ ー・ カ ー・ マン デ ィル (Jharkhall■kヨ Ma nd ir)
;ジャール ヵン ドは現在 の ビハ ール 州 の一 地 方 の 名 前 であ る。 ビハ ール の 古
′
い 住 人 は シ ャク テ ィ派 (S=kt a)であ る。 昔 、 あ る時 に この地 域 の人 々が 何
らか の理 由 で この地 区 にや って き たの で あ ろ う。その結 果 、 お そ らくラ ー ジ
プー ト時代 に こ こに シ ャ クテ ィの 祭 壇が 築 か れ た 。 ラー ジプ ー ト族 は シ ャ ク
テ ィ派 で あ る 。 この 様 に こ こは女神 を祭 る とこ ろであ る。 現 在 は パ ー ル ヴ ァ
テ ィー (PttrvaCl)°女 神 の寺 と言 わ れて い る 。
毎 週 月曜 日は特 別 の礼 拝 が 行 な わ れ る。 40日間欠 か さず この 女神 の ネL拝
を 行 な え ば願 い 事 が叶 う と信 じ られ て い る。 この 寺 はキ ス ロール地 区 とバ ン
グ ラ ー・ ガ ー ンオ (Bang itt Gttv)の中間 の市 の主 要 な居 住 区 の近 くに竹 藪
に囲 まれ て立 って い る。
8)ガンガ ー・ マ ン デ ィル (Gaig,Mandir);市内の キス ロール地 区 に大
きい ガ ンガ ー・ マ ンデ ィルが あ る 。古い 寺 で あ る 。 ア ーユ ル ヴ ェー ダ (イ ン
ド医術 )の学 匠で 、 サハ スプル (Sah aspur)藩王 国 の 国師 で あ っ たマハ ン
ト(僧院 長 もし くは住 職 )の故 ミ シ ュ リー・ ラ ール (Miζri Lil)氏は 、 こ
の 寺の 占 さにつ い て あ る ム ス リム の 高官 の ワ クフ (Waqf)°に よる基金 で 建
て られ た と私 に 語 った 。 他 の 何人 か の老 人 の話 によ る と 、 この 寺 は古 く、 音
ム ガル皇帝 ア ウ ラ ン グゼ ー プ (Aurangze b)°に よ っ て寄 進 され た土 地 もあ
る との こ とで あ る。 マ ハ ン ト・ ミ シ ュ リー・ ラ ー ル氏 に よれ ば、 寺 内 の井 戸
か ら見 つ か った ガ ンガ ー 女神 の像 を 1918年マハ ン ト・ ク リシ ュナ ー ナ ン
ダ (Kぃ,inanda)氏の 時 に 寺 に安 置 し たの だ と言 う。
市 中で も格 別 、 大 き く美 しい 寺 で あ る。 女 た ちの楽 しみ の た め の 唯 一 の 祭
り、 シュ ラー ヴ ァ ナ月 の ハ リヤ ー リー・ テ ィー ジ (Hariy=1■ Tij)°の 時
には市 内 の 女 性 の た め に こ こに ブラ ンコが しつ らえ られ る。 この 時に は 寺 の
内外 に大 きな市 が た つ 。
この 寺 で は ジ ェー シュ タ (」e,!ha)月の ガ ン ガ ー・ ア ヴ ァ タラ ナ 。ダ シ
ュ ヴ ィー ン (Gaig=Avat ara,a Daζvi平)①の 日 に特 別 な礼 拝 が と り行
な われ る 。 普段 は早 朝 と夕刻 に ガ ンガ ー女神 、 ヴ ィシ ュヌ、 そ して シヴ ァヘ
の ア ール テ ィー (Arti)°等 の 礼 拝 が され る だ け で あ る。
9)ター クル・ ジャ ガ ンナ ー ト・ カ ー・ マ ンデ ィル (Thakur Jagannttth
k=Mandir ):市中 の 大 きい寺 の 中で もこの 寺 は特 に 重要 で あ る。 この 寺
35
は副 徴税 官 (Deputy COllector)のラー イバ ハ ー ドゥル・ ター ク ル ・ ジ
ャガンナート(R=y Bahttdur Thttkur」a ga nnttt h)、息 子の郡長.
(Tahsildttr)タークル・ヴァルヴァターワル・スィンハ (Th=kur
Varvat=war Si■h)、そして孫の騎馬少佐(Ris51dar Ljor)、サルダ
ー ル・ パ ハ ー ドゥ ル ・ タ ー ク ル・ ジ ャ ワ ー ハ ル・スイ ンハ (S ard=.Bah■dur
Th5kur Jawihar Si■h)らが1906年に建立した。元はヴィシュヌ寺
院 で あ り、他 の 神 々 の 像 もあ る。化 身の 信 仰 に従 って すべ ての 化 身像 が あ る。
非 常 に広 い境 内 と大 きい 本堂 を持 つ 寺 で あ る 。 その ため 壮 麗 な 印 象 を与 え る 。
一般 の 人 々は この 寺 を デ ィ プ テ ィー・ サ ー ハ ブ (⊇ipti Stthab)の寺 と呼
ん でい る 。
10)ハー テ ィ ー・ ワ ー ラ ー・ マ ン デ ィル (H3~thi Wttl=Mandir);こ
の 寺 は上 記 の デ ィ プテ ィ ー・ サ ー ハ ブ寺 院 よ りも もっ と大 きい 。 中 には南 イ
ン ド様式 の 、 もし くは最 古 の イ ン ド建 築 様 式 の唯 一 の 例 で あ る大 き くて 広 い
シヴァ神の祠堂がある。これは植民地時代ごあるイン ド人領主とタージプル
(Ttt j pu r)藩王国の王の所有になっていた。現在は ある財団が管理 してい
る 。 毎 年 、 ジ ャ ナ マ ー シ ュ タ ミ … (」a rIIIIlい,am r)の祭 り の 日 に は ラ ー マ 、
ク リ シュナに ゆ か りの 芝居 が 演 じ られ る。 基 本的 に は この場 所 は 今 日ヴ ィ シ
ュヌ派 の 信 仰 が中 心 で あ る。あ らゆ る神 、 女神 の 寺 院が こ こに はあ る 。二体
の大 きい象 の 石 像 が ぁ る 。 その ため人 々 は この 寺 を ハ ー テ ィー・ ワ ー ラ ー・
マ ン デ ィル即 ち象 寺 と呼ん で い る 。この 寺の ガル バ・ グ リハ は シ ヴァの祠 堂
に な ってい る。
11)ハヌ マー ン・ ジー・ カ ー・ チ ャ タ リー・ ワ ー ラ ー 。マ ンデ ィル
(Ⅱanumi n」i ktt Chatari Wiltt Mandir);この 寺の 建 立の 正 確 な年
代 は不 明 で ある 。 しか し、 再建 され た の は 1938年で あ る。 マ ハ ン トは 4
代 目で あ る。 ラ ー マ信 仰 の ラ ー マー ナ ン デ ィー派 (R5mttn and i)%一派 の
信 徒 で あ る。 ヴ ィ シュヌ 派 の 所 有 にな る市 中 で唯一 の 寺 で あ る。 その 他 の 寺
は すべ てマ ハ ン トの 個 人 的 財 産 に な って しま ってい る 。 この 寺 は象 寺の 東 正
面 に あ る。 市 の 大 部 分 の 寺 は この カ ーヌ ー ン ゴーヤ ー ン (Kttnung oyln)地
区 、 もし くは カ タ ガ ル (Ka!haghar)そしてキ ス ロー ル地 区 に あ る。
12)ガンガ ー・ マ ン デ ィル ー …ハ ヌマ ー ン 。ガ リー (Hanuman G aFhi)
;キス ロー ル地 区 にあ る大 きい ガ ンガ ー・ マ ンデ ィル につ い て は上 に述 べ た。
この 寺 は ハ ヌマ ー ン・ ガ リー とい う名 の 占い聖 地 に あ る商 人 カマ ルナ ヤ ナ 。
カ ト リー (Kamilnayana Khatri)氏邸 に あ る。 こ こに は地 面 か ら高 くな
った ガル バ・ グ リハ (Garbha G:ha)④にハ ヌ マ ー ンの 有 名 な 像 が あ る 。
邸 内 に ガ ンガ ー女 神 の 美 しい像 とその 他 の神 像 を 奉 っ た ガ ン ガ ー・ マ ンデ ィ
ルが あ る。建 立 は ヴ ィク ラマ暦 1944年、即 ち西 暦 1887年で あ る。 こ
この 1本の 壊 れ た石柱 に は お よ そ 1500年前の人 物 像 が 刻 まれ て い る 。
13)マハープラーフマノーン・カー・マンディル(Mahi Br=hmanτ ka
Mandir):その 古 さ と、 ヒン ドゥー に と つて 葬儀 が 持 って い る根 本 的な 必
露皆[営:『:)、i写言う言じ霧言[121il:11:じi l ll」th:ldia)
と再 生 族 (バラ モ ン ,クシ ャ トリヤ ,ヴァイ シ ャ )の中 間 に位 置 す る。 ヒ ン
ドゥ ーの浄 法 にお い て は、 バ ラモ ン ,ナーイ ー(Ntt i=床屋 ),クムハ ー ル
(Kumh ar=壺作 り ),カハ ール (K ah=r=水汲 み人 ),マー リー (MIli
=植木 職 人 )が特別 な役 割 を果 す 。 しか し、火 葬 に つい て は マハ ー ブラ フマ
ン た ちの 管轄 とな る 。葬 儀 の際 、 バラモ ン僧 に言 わ れ て人 々の 差 しだ すお 布
施 その 他 は すべ て マ ハ ーブ ラ フマ ンた ちの もの とな る。 バ ラ モ ン ,ナー イ ー ,
カハ ー ル ,バンギ ー (Bhaigi=掃除人 カース ト )たちは受 け取 らない 。 寺は
古 く、 美 しい 。古 さにつ い て は疑 い が 残 るが 、建 築 様式 か らみ てお よ そ1000
年 程 前 の もの か もし れ ない。 昔 は壁 画 が あ っ たが 今 は剥 落 して し ま った 。
14)アス タル・ カ ー ●マ ン デ ィル (Asthal k=Mandi );寺に伝 わ る
記 録 によ る と、 ア ーサ フ 'ウッダ ウ ラー (Asaf Uddaul二)太守 の 時代 に
ラー ジャー・ バ グワー ン 。ダー ス (It i j=Bhagvin D五6)の庇 護 を うけた 。
これ以前にはイ スラム統 治へ の恐れ か ら、 この寺 には神 像 は置 かれ て いなか
った。 これ を見 ると、 イスラム支配 の時代 には ムラーダーバ ー ドの寺 には神
像 は隠 され てい たか 、それ とも始 めか ら置 かれ なか ったかの どち らかの よ う
で あ る。 この寺に はラーマ信仰の流れ を汲む ラーマ ーナ ンダ派 の、額にシュリ
_(3 ri)①,ラクシュミー (Lak,ml)6)またはスィー ター (Sit,)ω
へ の信 仰 を表 わ す 赤 い線 を描 い て い る ヴ ィシ ュヌ派 の行 者 た ちが住 ん でい る 。
ここにはアシュタダー トゥ(Asta dhitu)"興のラー マ(Rttma)の神像と
真 鍮 製 の像 が あ る 。広 い 寺の 外 に丼 戸が一つあ り、その 井 戸 の 壁 の Lに昔石 像
が い くつ か あ った 。そ の ため に 、 この 寺 をア スタル (地面 に非 ぎ る )・カ ー
・ マ ンデ ィル と言 うの で あ る。
15)チョウ ムキ ー ,マハ ーデ ー ブ ァ・ カ ー・ マン ディ ル (CaumukhT
Mahttdeva kl Mandir):これ は 占い 寺で ある 。 ロー ハ ー ガル (Loh=gaFh)
の近 くの大 通 りに あ る。 バ ー ドシ ャー ヒ ー・ バーザ ール (Bttd 61hi Bttz=r)
〔バ ル タ ン・ パ ーザ ー ルBartan B=zir ―一 ア ムロ ー ヒー 。ゲ ー ト
Aa■rOhi Gate〕にあ る。 ここの 寺僧 は力=ニーパ ーの信徒 でナ ート派であ
る。 この 寺には四 面 に シ ャンヵラ像 を刻んだ シヴ ァ・リンガが ある。
16)パンチャム キー・ マハ ーデー ヴ ァ (PalcttЩkhi Mah=deva);本来
は ヴ ィシュヌ派寺院で あ り、 ク リシュナ信仰の一派 と関係 が ある。 マハ ン ト
は 6代目で、 ラーダー・ ク リシュナ寺の 寺僧 であ る。外 に赤茶色 の石の上に
五面の シャンカラの リンガ像があ る。その ためパ ンチ ャム キー (五面の )マ
ハ ーデーヴ ァの名 で知 られ てい る。 キ スロール地 区にあ る。
17)ラー ダー° ・ ク リシュナ 。マンデ ィル (Rttd h■K「,■3 Mandir);
ここにはア シュタダー トゥ製の ラーダー・ クリ シュナの本 尊 と真鍮 その他 の
†冒号9∫li7ぞ:7il∫if3島:蓼i『:l:麗曇λ量:懲言畠[機:董
い 石 に 彩 色 され た ク リ シ ュナ 神 の もの で あ る 。彩 色 され た 石 像 芸術 の 分 野 で
こ れ は一 つ の 得 難 い 例 で あ る 。 こ れ は チ ョウ ラ ー ハ ー ・ ガ リ ー (Caurlhi
Gali)にあ る 。
18)チュー ン・ チ ュ~ン・ カ ー・ マ ン デ ィル (CI Ca k5 Mandir);
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この 名 前の 由 来 は不 明 で あ る 。以 前 は ク リシ ュナ を信 仰 す る一 派 の 信徒 が い
た が、 現 在 は ラ ー ダー・ ク リシ ュナ ,ラーマ ・ ス ィー タ ー ,シヴ ァ ,ハヌ マ
ー ンな どあ らゆ る像 が 安 置 され て い る 。 古 い寺 で はな い か もしれ ない 。 マ ン
デ ィー・ パ ー ス (Ma,4■B=S)地区 にあ る。
19)チョウ ガ ー ニ ー・ デ ー ブ ィ ー・ カ ー・ マ ンデ ィル (Caugttni DevT
ktt Mand ir );地元 の 古い県立 病 院 の 1901年の記 録 に 、 この 寺 を古い
寺 だ とし た記述 が あ る 。 こ こは 昔 、 青空 寺 院 が あ っ た。 これ はチ ョウ ラー ヘ
ー・ キ ー・ デ ー ブ ィー (Caurihe ki Devl)①の 場 所 そ あ った 。 こ ぅし
たチ ョウ ラ ーヘ 。キ ー・ デ ー ヴィ ーの 礼 拝 所 は市 内 に他 に もあ る。有名 な も
の で は 、 ナ ワー ブ・ プ ラ ー (Nawttb Pur五)のカ ハー ロー ン・ カ ー・ マ ン デ
ィル (K ah=rtt ktt Ma ndir)のもの 、そ して チ ョウラ ーハ ー・ ガ リー
(Caurihtt Gali)地区のものなどがあ る。
Ⅱ ムラーダーバ… ドのハヌマーン・マンディルとアカーラ… (Akha:■)
ムラーダーバー ド県では4種類の方言が話 されている。① カリー・ボーリ
8人,ljf_]yf()Tβ:異:こF曇あ芳二鼻4去:;こlIせthilfu[:最)地方のバーンフリ ー ( Bhttwarl )①方言、③,311::｀,こl二1;ij碁Bhい百)①、 そ し て④ ァ ヮデ ィー (A
と は行 政上 の 関係 が あ り、一 方 ブ ラ ジ地 方 は その 近 さの た め に、 そ れ ぞ れの
地 域 方 言の 影響 が 見 られ るの で あ る。 しか し、 アフデ ィ ー語 が用 い られ てい
:賃I?「8:夫こ:祭T,II『2111〔:力)あ総讐孔:talhfl「:l)と
で あ る。 トゥル ス ィー ダ ー スの ラー ム・ テ ャ リ ト・ マ ーナ ス (Rttm Carit
Manas)以前 に は 、 この地 方 に ア ワデ ィ ー語 の 影 響 はな か った に して も、
そ の執 筆 に よ って トゥル ス ィ ーは パ ク テ ィ信 仰 (Bhakt i)の新 しぃ 姿 を根
づ か せ て ク リシュ ナ信 仰 を この地 域 か ら追 い だ し た 。 今 日、 ブ ラ ジ語 地 域 と
端 を接 してい な が ら、われわれ は ア ワ デ ィー語 で 書か れ た ラー ム・ チ ャ リ ト
・ マ ーナ ス、 そ して ア ヨーデ ィ ヤ (Ay odhya)0の王 ラー マ 、 ま た理 想 と
規 範 を体 現 して い る彼 の一 族 の一 部 とな ってい る 。
バ ラモ ンの中 で は、 サ ー ラ スヴ ァ タ (S,rasvata)バラ モン の人 々 を 除
く と大 部分 の パ ラ モ ンは元 来 シ ヴ ァ派 で あ る。 ト ゥル スィ ー ダー ス もシ ヴァ
派 で あ った 。ハ ヌ マ ー ンヘ の 信 仰 を通 じて ラ ーマ に対 す るパ クテ ィ信 仰 の 有
名 な信 徒 の間 に地 位 を得 た 。 トゥル ス ィー ダ ー スの 頃 まで は シヴ ァ ーー シ ャ
ーク タ派 とヴ ィ シ ュヌ派 の 間 に は互 い に争 い が あ った 。 シ ヴァの 信徒 で あ っ
た トゥル ス ィ ーは ヴィ シ ュヌの 化 身で あ る に もか か わ らず ラ ー マ を己 の 信 仰
の 対 象 とした 。 その結 果 、 バ ラ モ ンた ちの 間で 広 範 な変 化 が 起 っ た。 シ ヴ ァ
派 と ヴィ シュヌ派 の 間の 信 仰の 違 い は そ の ま まに して も、 両者 の 間 の 敵意 が
ほ とん どな くな って しま った 。なぜ な ら トゥル ス ィ ーダ ー スは ラー ム・ チ ャ
リ ト・ マ ー ナ スの 中で ラー マ の 口か ら、「 シ ヴ ァに 背 い て私 の 僕 と言 う もの
は、私の心に夢適 うまじ」 と言わせたか らである。ヴィシュヌ派の寛大な、
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ま た不殺 生 の教 義 に 影響 され て 、 後 出の 社 会 は「 すべ ての 神 は一つ 」 の 信仰
につ らな り、 さ らに正統 ヒン ドゥ ー教 の この 信 仰 は今 日 もカ リー・ ボー リー
そ して その 影響 下 に あ る地 域 に の み 見 られ るの で あ る。 ア ワデ ィー方 言 の お
か げで こそ 、 カ リー・ ボ ー リーは国 家 的 レベ ル に まで 広 が る こ とが で きたの
で あ る。
シ ヴ ァ派 はハ ヌ マー ン を シ ヴ ァの化 身 と信 じ てい る。 シヴ ァ派 に は元 来化
]雰唇買El13[ギャ:ili:典;13あ源詈径奮:雪1'皐畠た貪:
マ ーン の 像 が安 置 され て い るの も、 ま った くこれが た め で あ る。
市 内 に はハ ヌマ ー ンを奉 った独 立 の 寺 もい くつ か あ る。 この中 で次 の 4つ
の寺が主だったものである。①カーヌーンゴーヤーン地区の象寺の前にある
ラーマーナンダ派のヴィシュヌ派のチャタリ ・ー ワーラー寺(既述 )。 ②ラ
ームガンガーリ||の岸のカー リー(K=lr)女神の寺の近 く、ラール ・バー グ
(Lil BIg)にあつて土中か ら出土 した古い像を安置 した寺。③ ダ リーバ
ー・ パ ー ン (Da r i btt Pin)地区 の デ ィ ッ リ ー・ ワ ー リ ー・ ガ リ ー (Dilli
Wa~1l Gali)の近 くの マ ハ ー ヴ ィ~ル・ ハ ヌ マ ー ン・ ジ ー・ カ ー ・ マ ン デ
ィル (Mah'vlr Hanumttn JT k' Mandir )そして④ ガンジ (GaFj )の
パーラージー・ハヌマーン(Bi lttjl Ha numttn)の大きい寺である。後の
三 つ の 寺 は独 立 後 に建 て られ た もので あ る(ダリーパ ー・ パ ー ン地区 の寺 は
お そ らく始 め は特 定 の家 の私 寺 で あ った もの で あろ うが 、今 は どの 寺 も一 般
の 人 々の た め に開 か れ て い る 。 この 四 寺 はすべ てハ ヌマ ー ンだけ を奉 る寺 で
あ って寺 内 に シヴ ァの祠 堂 は ない 。残 りは すべ てシ ヴ ァ神 と結 び つい た
ハ ヌ
マ ー ン寺 で あ る。
こ う した独 立 し た ハ ヌ マ ー ン寺院 の伝 統 を表 わ す も う一 つ の例 が レ ス リン
グ の修 行場 で あ る ア カ ー ラ ー (Akhi:■)であ る。 し か し、 道 場 に奉 られ た
ハ ヌマ ー ンの 像 の 前 で 日々 礼拝 が され る とい うこ とは ない 。 毎 週火 曜 日に行
な われ る レ ス リン グの 試 合 の た め に集 ま った際 、 夕刻 に礼 拝 が され る 。市 内
の二 つ の主 要 な道 場 は次 の と う りで あ る。
(1)カー ヌ ー ン ゴー ヤ ー ン地 区 の ウダ ー ス ィー ン・ マ ン デ ィル (Udisi n
Mandir)の背 後 にあ るア カーラ ー :これ は市 内で 一番 大 きい ア カー ラー で
あ る 。 レ ス リン グの 特 別 な競 技 大 会 が開 か れ る。
(2)シュリ ・ーラール・モーハッラー(毬ri Lttl Mauhall百)にあるアカ
ー ラー ,このア カー ラー は市 の ヒ ン ドゥー・ ム ス リム の争 い の 主 要 な原因 の
一 つ に な って い る 。元 来 、市 の 大 部分 の マ ス ジ ド(Ma sjid=モスク )はム
ス リム 支配 の時代 に、強 権 で ヒン ド ゥー を押 えつ け て建 て られ た もの で あ る。
この 道 場 に もマ ス ジ ドが 一つ くっつ い て い る。それ に つい ては よ く知 られ た
話 が あ る 。植 民地 時代 に 富裕 な商 家 の 青年 が 囲 つて い た ム ス リム の妾 の た め
に 、 この マ スジ ドが ま った くの ヒン ド ゥー居 住 区 の まん 中 に建 て られ た とい
うの で あ る。 この 地 区 に は現 在 もム ス リム は一 家 族 も住 んで い ない 。 この マ
スジ ドで そ の妾 は礼 拝 して い たo後に 彼 女 は この マ ス ジ ドをバ ー ド シャー ヒ
ー。マダルサ… (B ttd`■h■ Mad ra sE)①に寄贈したo何故なら彼女はヒン
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ドヮーの夫 や 腱間 を信 用 してい な か った か らで あ る 。 彼女 は 自分 の 肉体 と一
人 の ヒン ドゥーの 財産 に しか関 心 が な か っ たの で あ る。
Ⅲ ムラ ー ダー バ ー ド市 の 新 しい 寺 のい くつ か
独 立 後 イ ン ドで は 寺 の数 は あ ま り増 え て い な い 。 しか し、 い くつ か 重要 な
寺 を紹介 すべ きで あ ろ う。
(1)エー カー ダ シー・ マ ン デ ィル (Ek=da`I Mandir);ヒン ドゥー暦 で
は毎 月 2度の 11日は意 義 あ る 日 と され てぃ る。 そ こで この 日女 性 た ち は食
事 を と らず 、 ヴ ラ タの誓 い を して参 詣 に く る。 この 寺 は ラ ー ム ガ ン ガ ー川 の
岸 の 近 く、 カ タハ ルの パ ドー ラ ー (Bhadaur五)地区 内 の リ シクル・ パ リサ
ル (Rsikul Parisar)にあ る 。建 立 は 1964年で あ る 。
(2)マノー カ ー ム ナ ー 。マ ン デ ィル (ManOk■mntt Mand ir);心の 願 い
(Ma n o k ttlrln五)が叶 うよ うに と人 々 は この 寺 に お 参 に来 る 。 この 寺 は 古 い
パ ル ワ ー ラー ン 。ジャナ ジャ ー テ ィ地 区 にあ る 。 建立 は 1960年で あ る。
(3)サン トー シ ー ・マ ー タ ー・ カ ー・ マ ン デ ィル (SantosI M乱五 k百
Ma ndir);サン トー シ ー はプ ラー ナ 文 献 中 、、 シ ヤン カ ラの息 子 ガネ ー シ
ャ (Ga,e`a)の娘 の 名 とされ る想 像 上 の名 前で あ る 。毎 週金 曜 日に女 た ち
は この 女神 の た め に断 食 の 誓 い を た て る。 ブ ラタを 終 え る と女 神 へ の 祈 りを
完 うす るた め に、 娘 た ちに奇 数 の菓 子 を配 るoこの ヴ ラ タを守 る家 庭 で は金
曜 日に は 酸 味 の 食 物 は 口 に しな い。 毎 週金 曜 日に 、 ひ よ こ豆 、粗 糖 が お下 が
り (プラサー ド )として配 られ る 。 ラー ル・ パ ー グの ラ ー ム ガ ンガ ー沿 い に
あ る。 15年程 前 に建 て られ た 。
(4)ライ ダー ス・ マ ンデ ィル (Raidi s Mandir)これ は 、 ヒ ン ドゥー社 会
の 不 可 触民 制 を念 頭 に おい て、 チ ャ マー ル (Cam=r )ω・ 力_ストの 人 々 が
自分 た ちの 居住 区 ブ ー ラ ー (B httF西)にお よ そ 15年程 前 に建 立 した もので
あ る 。
(5)バー ル ミー キ ・ マ ンデ ィル (Brimiki Mand ir);バー ル ミー キ とい
う語はバンギー,マハタル(Mah atar)もしくはドーム (pom)と呼ばれ
る不 可 触 カ ー ス トの人 々に つ い て 使 われ る 。 ガ ー ン デ ィ ー・ ジ ー は あ らゆ る
不 可 触 民 を神 の子、 ハ リジ ャ ン と呼 ん だ 。 バー ル ミーキ た ち は ま った くの シ
ュ ー ドラで あ っ て、 溝 掃 除な どの 仕事 をす る奉 仕階 級 の人 々で あ る 。 ヒン ド
ゥ ーの 不 可 触思 想 が 原 因 で、 彼 らは 12年程 前、 市 内 に寺 を三 つ建 立 した。
この カ ー ス トの人 々 に とって マハ ー トマ ー・ ガ ーン デ ィー は 、ち ょうど他 の
社 会 の 人 々 に と って キ リ ス トや マ ホ メ ッ トが 持つ の と同 じよ うな意 味合 い を
持 ってい る 。
Ⅳ ムラダー バー ド市のヤジュナシャー ラー (Yajna gili ρ
ム ラーダ ーバ ー ド市 で は ヤ ジ ュナ シ ャー ラーの伝 統 的 な そ して現 代 的 な両
方 の 姿 を 見 る こ とが で き る。 シ ヴ ァハ ラ ー・ ゴー ヴ ィ ン ド(Sivahar百
Govind)地区の 、 今の カ タハル の 中央 、 パ チ ャペ ー ラー (Paca pe:五=
五 本 の 木 に 囲 ま れ た場 所 )とい う名 の場 所 に伝統 的 な 姿 を保 った市 で 最 も古
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い祭 壇 が あ る 。 占い祭 壇 を少 し高 くして 新 し く作 り直 した もの で あ る。 しか
し、 再建 の 際 、元 の 部 分 を壊 した り、取 り除 い た りは して い な い 。 も との祭
壇 は旧式 Jヽ形 レン ガ造 りで あ る。 従 って イ ン ド史の ラ ー ジ プ … 卜時代 、即 ち
紀 元 8整紀 か ら12世紀 の 間 に この祭 壇 が築 か れ て 、 カ タハ ル地 域 で供犠 が
行 なわれ て い た こ とは 明 らか で あ る。
1)バイ ラ ヴ ァ・ マ ンデ ィル (Bhairava Mandir)一一 ラ マサ ー ン
(Rama stt n);ィン ドの タン トラの伝 統 中 の 有名 な主 人 公 アーナン ド・ バイラ
ヴ ァ (inand Bhairava)のあ タ ン トラの 行 法 を修 め る市 の唯 一 の 場 所で あ
る。 こ こに火 壇 (Agni Vedr)が一 っ ぁ るが 、供 犠の 祭 壇 (YajTa
vedr)とは言 えない 。に もか かわ らず、 タン トラの行法の一種で あ るアグ
ニ・ プー ジ ャー (Agni Paja)の主要 な場 所 の一つで あ る。毎年 、チ ャイ
トラ月 とアー シュブィン (■ζVin)月のナ ヴァラー トリ(Navarltri)






名の タ ン トラの 女 神 た ち を ア ゴ ー リー
(Aghor■)派° の 人 々 は礼 拝 す る。 現 在 は パ ラ モ ンヘ の饗 応 は 非 常 に 」ヽ 規
模 な もの にな って い る。
2)カー リー・ マ ー ン・ カ ー・ マ ンデ ィル (KttlT MI k■andir);ラ
ー ム ガン ガ ー川 沿 い の 大 き くて 古 い 寺 で あ る 。 マハ ー シ ャク テ ィ
(Mah五
`akti)の
の祭 壇 (Pl■4■ )が地面 に あ って 、 その 礼拝 の ため に毎
日早朝 と夕 方 、 人 々 が お 参 に く る。 毎年 、 チ ャ イ トラ ,アー シ ュヴ ィン月の





ョウ ラ ー (Tuls■Caur■)の、 シ ヴ ァの祠 堂 、そ し て ヴ ァー スデ ー ヴ ァ
(Vttsud ev a)①,ハヌ マ ー ン他 の 神 々 も奉 られ てい る 。
3)ミシ ュ リー 。ギ リ・ カ ー・ テ ィ ーラ ー③ (Misri Giri ktt TTl=);
この テ ィー ラ ーには マ ハ ーカ ー リー ・ ア ー デ ィシャ クテ ィの大 きい土 製 の 像
が 昔 か ら安 置 され て い る 。 この 像 は中 空 に な ってい て、 19世紀 ま で この 像
の 腹 腟 と カ ー リー・ マ ー ン寺 とは トンネ ルを通 じてつ なが ってい た。 人 間が
一 人 、 この トンネ ル を通 つて像 に ひ そ ん で 神 の お告 げ と称 して 信 者 を悦 惚 と
させ て い た 。信 者 は頭 を重 れ て、 神 の 御 力 を 目の あ た りに して 自分 た ちの願
い事が叶うものと信じた。アーリヤ・サマージ(Arya Sam=j)⑫の創設者
ダヤーナンド①は、こぅした芝居がかった礼拝方法を暴露して、サティヤー
ルタ・ プラカーシャ(S at yttr tha Prak■6a)0の中で絵解をしてみせた。
この 寺 は 」ヽ 高い 丘 の上 に あ る 。 言 い伝 えに よ る と 、昔 、ナ ー ガ ー (Ntt g五)
派① の 代表 的 一派 で あ る ダ シャ ( Data  )  派 の行 者 た ちが 住 ん
で い た らしい 。彼 らの 礼 拝 の た めの火 壇 が 現 存 してい る 。 シ ュ リ ー・ ミシュ
リー・ ギ リとい う名 の ナ ー ガ ー派 の 行 者 が 19L紀の 始 め に 、 こ こに マハ ー
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カ ーリ ーの 像 を安 置 し た。 寺 内 に は た くさん の シ ヴ ァの 祠 堂 (SiV=13ya)
と一体 の パ イ ラ ヴ ァの 像 があ る。 中 心 的 な シ ヴ ァー ラ ヤに は市 内 の他 の シヴ
ァー ラ ヤ と同 じ様 に ハ ヌマ ー ンの 立 像 が 奉 られ て い る 。お そ ら く例 年 、ニ ケ
月の (チャ イ トラ 月、 及 び ア ー シ ュヴ ィン 月の こ とか ?  訳 者 註 )合わ せ
て 18日間 に 、お よそ 4万ル ピ ーの 金 、銀 の 装 身具 や現 金 が 奉納 され る 。 こ
の 他 に 、寺 の 毎 日の 収 入 とし て賽 銭 の形 で 約 50ルピ ー程 が入 る 。 さ らに 、
菓 子、布 、 女神へ の捧 げ物 と して 金 、銀 の 装 身 具 な ど も納 め られ る。
この 寺 の建 物 (Bh avan ヒン ド ゥー教 で は女神 の 住 まい を バ ヴ ァン と呼
ぶ )には マハ ン トの も とに 10人の人 間が働 いてい る 。 時々 、外 か らナ ー ガ
ー派の ダシャナー ミー派行 者 た ちがや って きて泊 ま っ てい く。 夕方 、早 朝 の ア




用 に使 った りす る 。
この 寺 に神 像 を安 置 し た シ ュリ ー ・ ミシ ュ リー・ ギ リは シャ ー ハ 。ブラ ー
キ ・ーサーハブ(`=h Buliki Sahab)の同時代の人だと伝えられている。
市 内 に火 の祭壇は他 に もごく」ヽ さい寺 にい くつかあ るが 、一 般の人 が 参拝 す
るとい う点 では以 上 に紹介 した場所が 重要 な ものであ る。
V ム ラ ーダ ー バー ド市 の マ ト(Malh)
ム ラ ー ダ ー バ ー ド市 に は マ トと して の 機能 が中 心 に な っ てい る昔か らの 古
い 礼拝 所 が現 在 も残 ってい る 。 こ れ らの マ トは礼拝 とい う点 か ら見 て 重 要 な
もの で あ る。 女神 の 住 い を バ ヴ ァ ンと言 うよ うに 、優 れ た才能 に 恵 ま れ た、
行 な い の正 しい理 想 的 な 女性 が亡 くな る と、あ る神 聖 な場 所 が 彼 女 た ち を奉
るた め に祭 壇 と して選 ばれ る 。 そ こ に 一本 の柱 、 ま た は 半 円 、円錘 形 の平 屋
の ガ ルバ 。グ リハ が 建 て られ る 。 この 内 部 に は像 は何 も置 かな い。 この他 に
も、 ど こ か、 何 か 自然 の 災害 など で 神の 怒 りが 下 っ た と ころ な どに礼 拝 の た
め に マ トを建 て た りす る。市 で 主要 な マ トは次 の と う りで あ る 。
(1)マナ サ ー・ デ ー ヴ ィ ー・ カ ー・ マ ト (既述 の ため 省 略 ,I-0)参照 訳
者 註 )
(2)ジャ ール カン デ ィ ー・ カー・ マ ト (これ も I―(7)で紹 介 され た ジ ャール
カ ンデ ィー ・ カー ・ マ ンデ ィル と同 じ寺 を指 して い る もの と思 わ れ る が 、
必 ず し も重複 して い る記述 ばか りで は ない の で訳 出 す る 訳 者 註 )ジャー ル
カ ン ド・ マ ハ ーデ ー ヴ ァ とは一 般 の 市 民 に とって は ア ー デ ィデ ー ヴ ァ・ シ ャ
ンカラの こ とで あ る。従 って ジ ャー ル カ ン デ ィー ・デ ーヴ ィー と言 う時 、 そ
れはアーディシャクティのシヴァー(`ivIン ヴ ァの女 性 形 )即ちパ ー
ルヴァテ ィー (P'rv atT)女伸を意味 している。毎年、 チャイ トラ、アー
シュヴィン月のナ ヴァラー トリの九日間、女神への外犠 がと りおこなわれる。
カーメー シュワルナー ト寺、そして ミシュリー 。ギ リ・ カー・ ティーラーと
関 係 の あ るカ ー リー寺 と同 じ様 に 、 信 心深 い市 民 ゃ 近郊 の 住 民 が 自分 の 願 い
事 が叶 うよ うに と参 詣 に や って く る。 信 じ られ て い る所 で は 、 この 寺 の女 神
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の 祭 壇 の 前 に毎 日夕 刻 に欠 か さず ギ ー (Ghi=精製 バ タ ー )の灯 明 を と もせ
ば ま ちが い な く満 願 成 就 す る との こ とで あ る。 たい てい 男 も女 も40日間の
この 行 を完 うす る こ とが で きない よ うで あ る 。
3)ナトワ ル・ パ ーバ ー・ カ ー ・ マ ト(Natwar B=b=k=Malh);この
場 所 は市 の 南 の チ ャー ワ ニ ー (Chawan■)地区 にあ る 。場 所 は 古い が 、 ナ
トワル・ バ ーバ ー とい う男 性 の 名 が 冠 せ られ てい な が ら、 何故 マ トと呼 ばれ
見『lT[〔23し予′:F畢憶III票|:F∵llチ)ャ ;T'111lf:き)32魯
が 行 なわ れ る場所 と関 係 してい る 。そ こで は毎年 、ナ ー ト ,コーギ ー派 の伝
統に従ってチャリーの集会がナーガパンチャミーの日に開かれる。°
この マ トは 、チ ャ ーワユ ー地 区 の 、シ ヴィル・ ラ イ ンズ の 鉄 道 職 員 居 住 区
に あ る、県 警 察 本 部 (Divi sional superitendent Office)の前の R。
P.F。(R3ilWay PoliCe FOr ce  鉄 道警 察 隊 )の音 の 駐 屯地 に あ る 。
独立 以 前 は人 気 の ない 所 で あ った 。 昔 か ら人 々は この マ トを バ ーバ ー・ ナ ト
ワ ル ,別名 メヘ タ ープ・ チ ョウ ダ リー (Maht=b CaudharT)のマ トと呼ん
で い る 。願 い が叶 うよ うに と人 々 は チ ラ ム (Cilamゞ0に大 麻 を載 せ て奉納
す る。 今 で は 、 ま わ りに家 が建 て 込 ん で きた ため と、 社 会 の 進 歩 の た め とで、
この 大 麻 や チ ラ ム を供 え る風 習 は良 くは思 わ れ な くな り、殆 ん ど 見 られな く
なっ て きてい る。 寺 に は い く つ か の 、 新 し く美 しい像 も安 置 され てい る 。
本 来の マ トは 今 も柱 の形 で 残 ってい る 。 その 近 くに シ ヴ ァの祠 が あ る。大 き
な通 りが通 じた た め に参 詣人 は再 び増 え始 めてい る。
4)ジュワ ーラ ー・ ジ ー・ カ ー 。マ ト (」v tt l= J■ktt Ma,h);カジ ヤ
リ ー・ サ ラ ー イ (Kajari Saray)地区 にあ る。市 に は昔 、 カ ッジ ャル
(Kajjal)とい う名 前の カー ス トの人 々 が 住 ん で い た 。 この人 た ちは テ ン
トを担 い で 穀物 の 行 商 を業 と して い た 。本来 の 職 業 は 象 使 い (P ilWin)
で あ った。 手 の空 い た 時 に は、 動 物 の 腱ゃ 、 ク シャ草 や J｀枝 で、 家 庭で 使 う
」ヽ物 、 箕 な どを作 ってい たoムラ ー ダ ー バー ドは開 け る以 前 は デ ィー ク
(Dikh)とい う名 の草 や 竹 の 密 生 して い る と ころだ ったoムラ ー ダ ーバー
ドは象 が 住 ん で い た カ ジ ャ リーの 密 林 の 一 部で あ つ たo
カ ジャ リ ー・ サ ラ ー イの この マ トは 古い寺 と して昔 か らあ った 。現 在 は再
建 され て ア ーデ ィ シ ャク テ ィや そ の他 の 多 くの 神 像 が安 置 され てい る。 マ ト
本 来 の 姿 は 隠 れ て し ま ったo人々 は 寺 に く るの と変 わ らぬ様 子で 参 詣 に来 る。
ジ ュワー ラー 。ジ ー とは シャ ー クタ派 に お け るア ー デ ィ シャク テ ィの三 つ
の 始 め の 姿、 即 ち ブ ラ フ マ~ニー (Brahm五,1),ヴァ イ シ ュナ ヴ ィー
(Vai,,avr)そし てパ ール ヴァ テ ィー が融 合 し た始 源 の 姿 ア グ ニの 名 前 で
あ る。 カ シ ミー ル地 方 の あ る 山 に ジ ュ ワー ラ ー女神 の本 来 の 住 まい が あ る 。
そ こ は山 の 頂上 か ら火 が 噴 き出 て い る。地 理学 上 、火 山 と言 われ る と こ ろで
あ る。昔 は カ シ ミール の よ うな遠 い 所 へ 誰 もが お 参 りに行 け る もの で は な か
っ た。 そ こで 、 そ の 山か ら火 を 取っ て きて 、火 壇 に ジ ュワー ラ ー・ ジー の
火 を置 い て絶 や さぬ よ うに燃 や し ておい たの で あ る。現 在 は 、 この火 壇 は常
に火 が燃 え て い る わ けで は ない 。
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この 寺 には よ く ア グ ニ 。ア カー ラ ー派 の 行者 た ちが きて泊 ま って い る 。 イ
ン ドの サ ー ドゥ (Sa―dhu)たちの 中 で は ナ ーガ ー派 の ガ ー ヤ トリー・ ア カ ー
ラー (Gttyatri Akh■1五 )とア グニ・ アカ ー ラー は特 に 重 要 で あ る 。 この
派 の 中 心 は ベ ナ レスに あ る 。
5)サテ ィヨ ー ン・ ケ ー ・マ ト(Satiytt ke Math);市の チ ャー フニ ー
地 区 の 南 方 、 ラ ーム ガ ンガ ー沿 い の バ ング ラー (Bahgia)村に サ テ ィー
(Sati)たちの 伸聖 な土 地 が あ る 。 こ こに は今 日ま で 、旧式 」ヽ形 レ ンガ造
りの 八 つ の マ トが よ く保 存 され て残 って い る 。人 の話 で は こ こに は 40のマ
トが あ る そ うで あ る 。 17だとい う人 もい る 。事 実 、今 か ら15年程 前 に は
お よ そ 15のマ トが あ っ た。 それ を こ この 住 民 た ち が 自分 の 住居 用 に マ トの
レ ンガを 使 った り、 ま た そ こ に住 みつ い た りした の だ った。 ィン ド史 にお け
る ラ ー ジ プ ー ト時 代 (8c～13c)は勇 敢 な貞 女 (サテ ィー )たちの 時代
で あ った 。 お そ らく 、 これ らの マ トも皆 、 何か の大 戦 争 の な ご りで あ ろ う。
記録 は 残 ってい な い もの の、 その 戦 いで ラ ー ジプ ー トの 女 性 た ちが き っと集
団 で殉 死 (」auhar)をし たの で あ ろ う。 イン ド史 上 、 最 初 の大 文字 マ ハ ー
バ ーラ タにつ い で 、北 イ ン ドの も う一 つ の 長編 文字 作 品 ア ー ルハ ー・ カ ン ド
(■lh=kha,4)139には ム ラー ダーバ ー ドが戦 場 に な った ラー ジプ ー トの 戦
い の 記 述 が 見 え る 。当 時 は、 こ こ は ラ ク ノ ー ル・ ガ ル (Lakhnaur GaFh)
と言 わ れ て いた 。 この戦 いの 中 に は ム ラー ダーバ ー ド市 の 王 ジ ャー ドー ン
(」五do )との戦 い に つ い て も言 及 され て い る。
これ らの マ トが どの 教 派 の所 属 か は は っ き りしない が 、 マ ー リー (Mごlr)
た ちが 管理 して い る。 そ して 、一 年 2回の ナ ヴ ァ ラー トリの 時 、 サ テ ィ ーた
ち の礼 拝 が 行 なわ れ る 。
ム ラ ー ダ ー バ ー ド市 の ラー ム ガ ン ガー川 岸 の ガ ー ト (Gh五1)
イ ン ドの 文化 で は 自然 は神 の 姿 の顕 れ と考え られ て きた 。 すべ て の現 象 は
ブ ラ フマの 姿をか い ま 見 せて い る。 中で もり||は特 に 重要 で あ る 。北 イ ン ドで
は 、 プ ラ フマプ トラ (Brahmap utra),ガンガ ー (Gaig五)そしてス ィ ン
ド ゥ (Sindh u)の三 川 が イ ン ド亜 大 陸 に お け る ヒマ ラ ヤの 境 界 を イ ン ドに
有 利 に 定 め て い る。 ガン ガ ー川 は ヒマ ラ ヤの 中 央 か ら流 れ 出 して い る。 これ
ら聖 な る三川 の 源流 は チ ベ ッ トの マーナ サ ロー ワル(MInasar owar)湖だ と
考 え られ て い る 。
ガ ン ガ ー とい う語 は イ ン ド文化 の 神 聖 さの代 名 詞 で あ る 。 イ ン ドに は ガ ン
ガー とい う名 の つ い た り||が多 く ある 。 パ ラ シ ュラ ーム (Para`urlm)。ガ ン
ガ ー ,パーナ (B=,a)・ガ ン ガー 、バ ヴ ァ (Bhava)。ガ ン ガ ー ,パー ギ ー
ラテ ィー (Bagrr athi)・ガ ンガ ー ,カ ウ シー ヶ ― ィ (Kaugikey)・ガ ン
ガ ーな どは 中で も重要 で あ る。 バ ーナ 。ガ ンガー とい う名 前の川 は イ ン ドに
た くさ んあ る 。 カ シ ミー ル の ジ ャン ム ー (」anmO)地方 ,ガル ワー ル
(GaFhwa l),ムラ ーダ ー バ ー ド ,ビハ ール そ して ア ッサ ム に もこの名 の
つ い たJIIがあ る。お そ らく弓 (B■a)を使 用 す る文 イヒの 名 残 りで あ ろ う。
カ ウ シケ ー イリ||もクマ ーユ ー ンと ビハ ール にあ る。 パ ラ シ ュラ ーム ガン ガー
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の現 在 の 名 前 が ラ ー ム ガ ン ガ ーで あ る。 これ は パ ール ミーキ 作 ラ ー マ ー ヤ ナ
中 、 ウ ッタ ラガ ー (Ut tarag■)とい う名 で 触 れ られ て い る 。源 は クマ ーユ
ー ンの 山 中で あ る。 ム ラ ーダ ーバ ー ドで デ ーラ ー (熟eli)とい う名 の も う
一 つの ク マ ーュ ー ンか ら流 れ て く るJIIと合 流 す る。
ラ ーム ガン ガ ー川 はパ ラ シュ ラー マの名 と関係 が あ る。 毎 年 、 パ ラ シ ュラ
~マ生 誕 祭ω が バ ラ モンた ちによ って行 なわ れ る。 ラ ーム ガ ンガ ーチ||への 讃
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とい う名 の ク シャ トリヤ に よ って地 上 に 招来 され た。 そ こで パ ラ シ ュ ラー マ
に とって は、 ク シ ャ ト リヤの 力 に よ って持 た らさす1た川 、即 ち 、 ガ ンガ ー川
で 沐 浴 す る こ とは 自分 の 誇 りが許 さな か った。 その ため 、 ラー ム ガ ン ガ ー と
い う名 の川 を代 わ りに選 んだ 。 こ の川 の岸 の 、 今の パ ル サ ー・ ケ ー ラー
1:l:l:1隊:5ド
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昔 の ブ リグ プルの地 で あ る ム ラー ダー バ ー ドに は ラー ム ガ ン ガ ー川 沿 い に
多 くの ガ ー トが あ る。結 婚式 の後 、新 郎 、 新婦 はガ ン ガ ー に 礼拝 す る た め に
や って く る。今 もラ ー ム ガ ンガ ーチ||の岸 に は 多 くの 宗 教 施 設 や ガー トが建 設
され て い る 。 リシ ク ラ ,ジャ ーマ ー・ マ ス ジ ド ,スン ダル (Sund ar),ガ
ー ト ,グル (Guru)・ガ ー ト ,ウダ ー ス ィー ン (Udtts i n)。ガ ー ト ,ラ
ー ニ ー・ キ シ ョー リー (RIni KiζOr■)の男 性用 そ して 女 性用 ガ ー ト ,ラ
ー ル・ パ ー グ の シ ュ リー・ ラー ム ガ ン ガ ー・ デ ー ヴ ィー の ガ ー ト ,カーニ ー
パ ー 。キ ー 。ガ テ ィ ヤ ー ,マッ ラー ハ (Mal ltth a)・ガ ー ト ,ダス ワー ン・
ガー トな どが |||の南 岸 に連 な ってい る。 重要 な ガー トの い くつ か を 次 に紹 介
す る。
1)カー ニ ー パ ー・ キ ー・ ガ テ ィヤ ー :市の最 も古 い ガー トで あ る。 ナ ー ト
派の 伝 統 を伝 え る場 所 で あ る。現 在 は 、カ ーニ ーパ ー・ キ ー ・ ガ テ ィャ ーの
ラ ーダ ー ク リシ ュナ 寺院の名で、あ る団 体 が 管 理 してい る 。 この土 地 に付 属 す
る家 作 や畑 とい つた形 の 財産 もあ る 。 ゴ ーパ ール・ ダ ー ス (GOpttl D3s)
マ ハ ン トの 死 後、 反社 会 的 分 子が犯 罪行 為 の ため に、 こ こ をの っ と った こ と
が あ ったが 、6,7年前 か ら、 団体 を通 じて市 の 社 会 活 動 家 ネ ー トル パ ール
(Netrp五1)氏、 青年 活動家 ラ メ ー シ ュ・ チ ャン ドラ (RameS Candra)
氏 の協 力 に よ って 正常 化 され た 。現 在 は毎 週火 曜 日に集 り (Sa tsalg)が
開 かれ て い る 。サ ン スク リッ ト学 校 と図 書館 が 開設 され る こ と も決 ま った 。
2)シュ リー・ ラー ム ガ ンガ ー・ デ ー ヴ ィ ー・ ガー ト:上記 の ガ テ ィヤ ーの
先 の ラ ール ・パ ー グに あ る レンガ造 りの ガ ー トであ る 。以前 は由来 の は っ き
りしない 井 戸 が 24～5程水 中 に あ った 。 危険防 止 の た め に 今 か ら30年程
前 に 丼 戸 の 上 に レ ンガで ガ ー トを建 て たの であ る 。ラ ー ム ガ ン ガ ー女 神 は七
人姉 妹 で あ っ た と伝 え られ てい る 。六 人 は結 婚 したが 、 ラー ムガ ン ガ ー は未
婚 の ま まで あ った 。 もし誰 か新 婚夫 婦 が互 ぃの 衣 服 の す そ を結 び合 った ま ま
ラ ー ム ガ ン ガ ー を渡 ろ うとす る と、 舟 が沈 ん で しま うとい う言 い伝 えが あ り、
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その た め 今 も夫 婦 でそ ろ っ てり||を渡 ろ う とは しな い 。 今で は この 迷 信 も次第
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には一 、二 件 の 犠 牲 者 は必 らず で るの で あ る。 ラ ー ム ガ ンガ ー女 神 を奉 るた
め に ガ ー トの建 設 と同 時に、 1950年もし くは 51年に ガ ー ト上 に シ ュ リ
ー・ ラ ーム ガ ンガ ー・ マ ンデ ィル が建 て られ た。
(3 )ラーニ ー 。キ シ ョー ル・ ケ~・ガート (Rttni Kiζor ke Gh百1 );これ
は 1857年の 後 、 ム ラ ーダ ー バ ー ドの ラ ー ジ ャ ー ・ グル・ サ ハ ー ィ (Rtt j五
Gur u Sahtty)の妻 のキ シ ョー リー・ デ ー ヴィーが 、 カ ビー ル (Ka bFr )寺
の外 に 男 性 用 と女 性用 とにそれ ぞれ 建 て た二 つ の ガ ー トで あ る 。礼 拝 の た め
の場所 は 何 もない 。
(4)ガン ガ ー・ マ ン デ ィル・ ガ ー ト ;グル・ ガ ー トと ス ン ダ ル ・ プ ジ ャ ー
リ ー (Pu jtt r■)の ガー トとは 互 い に くっ つい てい る 。そ こに ガ ンガ ー女
神 の寺 があ る 。 この ガ ー トは ウ ダー ス ィー ン・ マ ン デ ィルの ガ ー トの 近 くに
あ る。
Ⅷ ム ラ ー ダー バ ー ド市 の ジャイ ナ教 の宗 教施 設
① チ ャイ テ ィヤ ー ラ ヤ (Caity'laya)①
ム ラ ーダー バ ー ド市 に は ジ ャイ ナ教 の 伝 統 に従 って家 庭内 で礼拝 が定 期 的
に行 なわ れ て い る チ ャイ テ ィ ヤー ラ ヤが ニ ケ所 あ る。 一 つ は シ ヴ ィル・ ライ
ンズ に新 し く建 て られ た シュ リー・ スマ テ ィ・ ナ ート ・ ジ ャイ ナ 。シ ュヴ ェ
ー タ ー ン バラ 。マ ンデ ィル (後述 )の西 に、 か つて の 植 民 地 時 代 の大 地 主 か
つ豪 商 で あ っ た一 家 の家 に あ る 。 も う一つ は シヴ ィル・ ラィ ンズ の す ぐ近 く
の 植 民地 時代 か らの居 住 区 カ トラー ・ プ ー ラ ン 。ジ ャー ト(Katrtt Puran
Jat)のあ る富 豪 の 家 に あ る 。 これ らの チ ャイ テ ィヤー ラ ャで は家 族 、 ま た
客人 た ちに よ って ジ ャイナ教 の 信 仰 にの っ と って 礼拝 が で き るよ うな 設備 が
整 って い る。一 般 の人 たち が礼 拝 す る こ とはで き ない 。
チ ャ イテ ィ ヤ とい う言 葉 に は多 くの意 味 が あ る 。 メ ー ガ ドゥー タ
(Meghadut a)①の 詩 に もこの 言葉 が使 わ れ てい る。 い ろい ろな注 釈 家 が
い ろ い ろに 説 明 して い る 。 マ ッ リナ ー タ (Mallin=tha)(100)は街 路 樹 の意
に解 して い る 。 バ ッ ラ バ (Ballabha)はブ ッダ ー ラ ヤ (Buddh●laya)
即 ち仏 教 寺 院 と して い る。 何人 か の注 釈 家 は イ ン ド菩 提 樹 の よ うな樹 木 、 ま
た は寺 と解 釈 して い る。 もっ と も 、ジ ャ イナ数 、仏 教 共 に イ ン ドで は ヒ ン ド
ゥー教 ヴ ィ シ ュヌ派 の一 派 だ と考 え られ てい るが 。
チ ャ イ テ ィヤ は サ ン スク リッ ト語 の チ ター (Ci t百)もし く は チ テ ィ ヤ ー
(City=)が語 源 だ と言 われ て い る。意 味 は遺 体 を焼 く所 で あ る 。 古代 で は、
秀れ た 、 また年 老 い た 人 の 葬 儀 は り||のガ ー トか 道 の端 で 行 な わ れ てい た 。 そ
して そ こに イン ド菩 提 樹 か その 他 の 神 聖 な 樹 木 を植 え た oこれ らの語 源 に従
え ばチ ャイ テ ィヤの 意 味 は神 聖 な 宗教 的 樹 木 とい うこ とに な る。
チ ャ ィ テ ィャの 語 は 紀元 前 6世紀 、仏 教 、 ジ ャイ ナ教 が 誕生 した 時代 に特
に広 ま った。 仏 陀 もこ うした聖 樹 の 下で悟 りを得 た の で あ つた。 ジ ャ イナ教
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の 祖 師 (Tirth五五kara)たち も同 様の 本 の下 で 正覚 を 得 て きた ので あ る 。
両 派 の 間 で 、 この言葉 は定 着 し た 。一 部の 誤解 か ら仏教 徒 の 間 で はチ ャ イ テ
ィヤの代 わ りにバ ウ ッダ ー ラャ (Bauddhalaya=寺院 )また は ビハ ール と
い う語 が 使 わ れ る ように な った。 ジ ャ イォ教 徒 の間 で は 、 出 家 を もてな す た
め の場 所 をチ ャイ テ ィ ヤ ー ラャ とい うよ うに な っ た。 一 方 、正統 派 ヒ ン ドゥ
ー、殊 に ヴ ィシ ュヌ派 の 間で は 、 今 日 も ヴィ シ ュヌ 神 の足 跡 の あ る イン ド菩
提 樹の 下 に 壇 (Cabitar五)も し くは休 息 所 が しつ らえ られ て い る 。 こ う し
た とこ ろで 人 々 が揃 って御 先祖 を礼 拝 す る し きた りで あ る。
② ジ ャ イ ナ ・ マ ン デ ィル
市[害[装二 [菫彙 具(10T)]嵩1鮨層 晃 暴 経 力:ム:∫
マ ン デ ィル が あ る。
(1)シュ リー ・パ ール シ ュヴァ・ ナ ー ト・ デ ィガ ン バラ 。ジ ャィ ナ・ マ ン デ
′
ィル (Sri Pttr`va Nttth Digambara」aina Mandi );この 寺は市の
最 も古い地区 で あ るデー ンダール・ プラー (De n dttr Pur冨)の近 くの カ タ
ハ リヤ ・ーラー ジプ ー トたちの音の ローハ ール ガル (LOhttrga l)地区 ,現在
の ローハニガル (Lohaga=h)にあ る。市 に残 っている他 の像 と比較 して みて、
この寺 の像 が本市で最 古の もので あ る。八体 の石像が あ る。光 輪 (Pr abhi
Ma,431)が上 についてい る。白い石製 であ る。これ らの像 すべ てに関係 し
てい る祖 師の名 と製作年代 が刻 まれ てい る 。大 きい像 はアチ ャラ・ デーヴァ
・ チ ャン ドラ・ プラブ (Acala Deva Candra Prabhu)(102)のもので 、
単lll電I:liλ:LI曇:iじ賓:iF]写Lちl盤員Lvで1イa角え品FLT彙
の 像 は西 暦 1918年と1943年の もので あ る。
この ジ ャ イナ 寺院 には 四体 の金 製 の 像 が あ る。技 法 の点 か ら像 の 一つ は特
に 重要 で あ る。陰 彫 りの 技 法 に よ り、中空 の枠組 み だ け にな ってい る。 それ
以 外の像 は皆 、蓮 華座 像 で あ る。
寺 の本 堂 の まわ りの廻 廊 は 長 く、 内部 の 天丼 には 美 しい壁 画 が 描 かれ て い
る。 寺 の構 造 か ら見 て、 何度 か 改 築 され た形 跡 が あ る。 像 の足 元 の 基壇 の 部
分 に 祖 師 の 象 徴 で あ る獅 ■ 月、法 螺 員な どが 描 か れ てい る 。 寺 は東 面 してい
る。 毎 日、 参詣 に くる信者 た ちは 自 い ドー テ ィー (Dhoti=腰布 )とパ ッ タ
ー (Pa賊==肩掛 け )を身 に付 け て 、 八種 の 品で 礼拝 を す る。 八 種 の 品
(Apょa Dravya)とは 、井戸水 ,自檀 ,生花 ,食物 ,椰子,灯明 ,香そ
して果 物 の こ とで あ る。
(2)シュ リー・ スマ テ ィ・ ナ ー ト・ ジ ャイ ナ 。シ ュヴ ェ ー ター ン バラ 。マ ン
デ ィル (SrT Su口ati Nith Jaina Svetambara Mandir);近代 的建
築 の点 で は一 見の値 打 ちの あ る寺 で あ る 。伝 統 的 な ジ ャィ ナ様式 の 影響 が 明
白 で あ る。建 立 は 1977年。本 尊 は シ ュ リー・ スマ テ ィ・ ナ ー ト(104)の像
であ る。お よ そ 1メー トル程 の 高 さの銀 の 彫 刻 をほ ど こ した獅 子座が ぁる 。
寺 内 に は パ ー ル シ ュヴアナ ー ト(P=r`vani th)などの 像 もあ る 。市 の シ
ヴ ィル・ ラ イ ンズ に あ る この寺 は 自衣 派 の唯一 の 礼拝 所 で あ る。
(3)ディ ガン バ ラ 。ジ ヤ イ ナ・ マ ン デ ィル (Digambar8」ina Mandir)
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一― ジ ャーラ ール (」iy=lヨ1)地区 ;言い伝 えで は この ジャイ ナ 寺 は最 も
占い と言 わ れ て い る。 これ は市 の ラ ー ジプ ー ト時代 の マ ン デ ィー・ パー ス ス
ィンハ (L,1l BISusi■h)地区 にある。非常に美 しい金 と石の両方 の像
があ った そ うで あ るが、 数年 前に盗難に遭 い、寺は経済 的打撃 を受 けた。現
在、寺 は再興 され て、定例の集会や ヨーガ教 室が開 かれ てい る 。
(原著 者注 )本市に は二派 の ジャイナ教 徒がいる。本来 の ジ ャイナ教徒 が
その一 つで、一般 にはサ ラー ヴアギ ー (S arttvagl)と呼ばれ てい る。 この
語は シュラーヴ ァカ (Srivaka=出家 )の訛で あ る。 も う一 派 は、 自分 の
名前に ジ ャイナ とい う名 を付けてはい るが 、 ジャイナ教 とヒン ドゥー教 とを
区別 な く信 仰 してい る人 たちであ る。彼 らは ヒン ドゥー と同様 に バラモ ン ,
クシャ トリヤ ,ヴァイ シャ階級 に分 かれ ている。 こうし た ジャイナ教 徒の大
部分 は ヴァイ シャ階級 に属 してい る。
Ⅷ ムラ ーダーバ ー ド市 のサ ン ト派各派の伝統 とその宗教 施設
① カ ビール派
仏陀 の後、 イン ドにおいて彼 に匹敵す る全人格 を体現 したのは大聖 カ ビー
ルダー ス(Kabirdas∫106)でぁった。ヵビ_ルはベナレスのラハルター ラ
ー (La ha r tttr a)池の岸 で 私 生 児 として拾 われ た と伝 え られ てい る 。繊 工
(」u ltthl)の家 で養 育 され た た めに、 彼 も生 活 の た め に 同 じ く織 工 とな っ
た 。一 方 で 世を 超 越 した神の 力 の 名の も とに寺 や マ スジ ドで 人 を偽 る偽 善者
た ち をサ ン ト・ カ ビー ル ダー スは痛 烈 に非 難 した 。 仏陀 に続 い て 、歴 史上 、
で]T辱2挙F:li『j:允Tat君彿ド[81lET集慧だ薯念真曇ス[栞善
触 民 カ ー ス トの生 まれ で あ った 。 サ ハ ジ ャ乗 の 行 者 サ ラハパ ー ド (Sarah a―
p ttd)は言 った 。「 バ ラ モ ンは プラ フマ ー神 の 日か ら生 まれ た そ うだが 、 そ
うだ と して も既 に昔 の こ と。 今で は他 の 人 間 と同様 に して生 ま れ るか らに は、
バ ラモ ンの パ ラ モンた る所以 は 如 何 に」 と 。下 位 カ ー ス トに 生 ま れ 、他 人 に
軽 ん じ られ た こ とか ら、 カビ ー ル は 信 仰 を得 たので あ る 。人 生 の苦 しみ と劣
等 感 が 彼 を改 革 者 に したの で あ る 。 ム ラ ーダー バ ー ドには カ ビ ール派 (Ka―
bir Panth■)の寺 が二 つ あ る。
(1)カビ ール ・ マ ンデ ィル (KabTr Mandir)一一 パ トパ ル・ サ ラ ーイ
(Patpar sartty);寺は占い。伝統的ヒンドゥー社会の不可触思想の犠生
者 で あ る カ ッ ジ ャ ル ,ビア ール ,ジュ ラ ー ハ ー ,パル ブ ー ン ジ ャー (Bhar_
bhttj五)(108),ブルジー(Bhurj■)のような下位カーストの人たちの居
雰腎[多ζιl:こだ[.lFtiTどヤク(町いk)但")が彼らのいわば10をある。サ キーー (Stt kkl),サブ
ド(Sa bd)そして ラ マ イ ニ ー (R ttn i nl)の朗 唱 が この 寺 の 毎 日の 礼拝
で あ る。 不 可触 民 問 題 につ い て の集 会 が よ く開 かれ て い る 。
(2)カビール・ マ ンデ ィルーー カ ー ヌー ン ゴーヤ ー ン地 区 ;市に は 古 くか ら
の 左 道 シャ クテ ィ派の 一 派 が 住 ん で お り、人 々 は彼 らを アゴ Tリー (Agho―






「aラこ」nlF二]li Sa・Calan)(111｀そして、チャ)の行 法 を修 して い る 。人 々 は これ らを
ジ ャー ル・ プ ー ン ク (」h FI PhJk=呪い '呪術 )と言 ってお り、病 気 除 け
や悪 霊 払 い の行 法 に通 じ て い る こ の 派 の 人 々 を スィ ヤ ー ル (Siy■・ )と呼 ん
で ぃ る 。 この人 々 は 悪霊 の怒 りを 静 め る た め に ニー ムの 木 の枝 で お 払 い を し
た り、病 者 の 首 に パ ル チ ャー ィー (Parch五1)とい う名の 本 の葉 を結 ぶ た
め に や った りす る。 パ ル チ ャー イーの葉 を首 や 腕 に巻 い てお く と、災 い か ら
守 られ る 。最 近で は上 位 カー ス トの人 々 もこ う して も らっ てい る。
この 寺 の 吉い 建物 にあ る塔 か ら観 て 、 この 寺 が 左 道 シ ャ クテ ィ派 に よ る五
つ の マの 字 (PaTc amakttr a)の行 法 の場 所 であ っ た こ とは お そ らく間違 い
ない で あ ろ う。 寺の外 面 の彫 刻 は 愛欲 の場 面 の こ うし た野 卑 な 姿 を描 い て い
る。 広 い 境内 と一 つ の 庭 園 、 そ して ラーム ガ ンガ ーリ||の岸 に建 て られ た 女 性
用 、 男 性 用 の 古 い ガ ー トは 愛欲 の た め の場 所 を提供 して きてい る 。 この 寺の
所 有 に な る村 がい くつ か あ り、 そ こか らの 収 入 で 寺 は運 営 され て い る。信 者
は 誰 で もマ ハ ン トの 許 可 を得 れば 、 一 晩 泊 ま つて無 料 で 食事 を と ることが で
き る 。 しか し、 一 晩 以 上泊 ま る こ とは で きな い。 この よ うに 、 この場 所 も ヵ
ビー ルの 思 想 か ら遠 く離 れ て、個 人 の私 有 財産 の よ うにな って きて い る。
この カ ビ ー ル寺 の おか げで、 19世紀 か らカ ビー ル派 は 一種 の さ さやか な
が ら有 力 者 の 保 護 を受 け て きた。 1857年の 独 立 運動 の 際 、市 の 裁 判所 の
高官 で あ つた ク シ ャ トリヤ で ジ ャー ト(J=t)・カー ス ト(113)のグ ル・ サハ
ー イ (Guru Sah=y)とい う名の 人 物 が 、反 乱 軍 に対 抗 して イギ リ ス人 を助
け るた め に 、利 己 主義 者 で欲 に 目が 眩 ん だ連 申 を集 め て、 イギ リ ス軍 の指 導
の もと に市 の西 部 を征 圧 した 。 彼 は イギ リス人 に よ っ て 、 当時 こ う した 国 賊
に与 え られ た ラ ー ジ ャー とい う称 号 の 栄 誉 を得 た 。 グル・ サ ハ ー イの 妻 は キ
シ ョー リー (Kiζorr)と言 ったが 、夫 が ラ ー ジ ャー とな って、 ラー ニ…
(Rtt n i=妃)。 キ シ ョー リー・ デー ヴ ィー と呼 ば れ るよ うに な っ た 。 子供 が
い な か ったの で こ の 夫 婦 は 寺の管 理 に 興 味 を持 った。 彼 の 征 圧 した市 の地 域
の 境 が ち ようどカ ー ヌ ー ン ゴー ヤ ー ンの この 寺 までで あ った 。 そ うい うわけ
で カ ビ ール 派 の 礼拝 所 で あ っ たこ の 寺 が突 然 、有 力 な 保 護 を受 け るよ うに な
っ た。 当 時 の マハ ン トに帰依 してい た ため に、 キ シ ョー リー・ ラ ー ニ ー はマ
ハ ン トの死 後 、 赤 い 石造 りの 、 天蓋 の つ い た ラ ー ジプ ー ト風 の 一 部 屋 の建物
を建 て て 、ニ ルグ ン ・サ ン ト派 の 伝 統 に従 って マハ ン トの 下駄 を安 置 した 。
ラ ーニ ー・ キ シ ョー リー の庇 護 を受 けた場所 で あ る こ とか ら、 人 々 は この寺
を ラー ニ ー・ キ シ ョー リ ー・ カ ー・ マ ンデ ィル の 名 で 呼 んで い る。
寺 の 塔 の あ る部 分 の下 の 広 い 部 屋 に ビ ー ジ ャ ク・ グ ラ ン ト(Granth)が
師 の代 わ りに置か れ て い る。 サ ン ト派の 信 仰 に 従 って 信者 は頭 に ハ ン カチ な
どの何 か布 を巻 い て 師 で あ る書物 の前 に額 づ い てい る 。無 属 性 の プ ラフ マ に
対 す るカ ビ ール の 祈 りの 言葉 を詠 唱 しつ つ、 毎 日、 早 朝 と夕刻 に礼拝 と集 会
が開 か れ て い る 。毎 週 火曜 日、早 朝 か ら午 前 10時ま で は特別 の 集 会 が開 か
れ る 。
② ナ ーナ ク・ パ ン テ ィー (N=nak PanthT)・サ ン ト派
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カ ビ ール に続 い て イ ン ド文化 史 上 、 その 人 格 に よ って強 い 影響 を及ぼ した
の は グル・ ナ ーナ ク・ デ ー ブ ァ(H4)でぁ った。 彼 は北 イ ン ドの あ る クシャ ト
リヤ の家 庭 に 1469年、現 パ ー キ ス タ ー ンの タル バ ン デ ィー (Talba,11)
とい う村 に生 まれ た 。現 在 、 この 場 所 は ナ ナ カ ーナ ー ・サ ー ヒブ (N a n a kttn三
Stth i b)の名 で知 られ て い る。 カ ビ ール と同 様 に 、グ ル・ ナ ー ナ ク もム ス リ
ム ,ヒン ド ゥー 双方 に愛 され て い る 。 グ ル・ ナ ーナ クの サ ン トと して の理 想
的 姿 を土 台 にニ ルマル (Ni rmal)派が築 かれ た。 この 派 の 人 々 は在家 、出
家 にか かわ らず マハ ン トに な る こ とが で きる 。 グ ル ドゥワ ーラ ー (Gurud―
wa ra)の伝統 は この 派 の賜 物 で あ る。 ナ ー ナ クの 弟 子た ちが 唯 一 の プラ フ
マの 名 に お い てサ ン トの信 仰 を ひ ろめ た と ころ は、 すべ て グル ドゥワ ー ラー
と呼 ば れ た 。 ム ラー ダ ー バー ド市 に もこの 派 の礼 拝 所 が 一ケ所 あ り、 シ ュリ
ー・ ニ ル マ ル・ アー シ ュラ ム と呼 ば れ てい る。
1)グル ドゥワー ラ ー・ ニ ル マ ル ・ ア ー シ ュラム (Gu rudwttrtt Nirmal
■
`ram):こ
れ は カ トガ ルの グ ラ ープ 。バ ー リー (Gulttb Ba■T)とぃ ぅ名
前の 地 域 に あ る。 この ニ ル マ ル・ アー シュ ラム は 1930年に 修 行者 のサ ン
ト ・ シュリ  ー・ソーハン ・スィンハ( gri sohan Siih )氏が建てた。 彼
は パ ン ジャ ー ブの 人 で この アー シュ ラム内 に建 て られ た グ ル ドゥ ヮ ーラー の
マハ ン トで もあ った 。現 在 、 こ この マハ ン トの シュ リー 。バ ガ ト・ ス ィ ンハ
(`ri Bhagat Si■h)氏は妻帯 し てい る 。 この あ た りは昔 は寂 し い場 所 で
あ った が 、 今 は こ こ も都市 開 発 計 画 に よ っ て人 口が 増 えつ つ あ る 。市 の 鉄道
の支 駅 カ トガ ルの 近 くにあ る 。建物 は ヒ ン ドゥー寺 院 に 似 て塔 が中 心 に な っ
て い る 。現 在 は グ ル・ グラ ン ト・ サ ー ヒブ だ け が 奉 られ て い る 。その 中 に、
ナ ーナ ク ,カビ ー ル ,ライ ダー ス 等 すべ て の サ ン トた ちの 言葉 が お さめ られ
て い る 。 グ ル・ ゴ ー ヴ ィ ン ド・ ス ィ ンハ (Guru GOvind S itth)(115ぃス
ィク派 (Sikh Mat)の基 礎 を築 く以 前 は師の教 え と 伸の 名 を 唱 え て い た だ
け だ った が、 次第 に ス ィ ク派 と同 様 にサ ン トた ちの 詩 の詠 唱 が され るよ う に
な って き た。 今 も この派 で はグ ル ドゥワ ー ラ ーの 管 理 をす る人 をマ ハ ン トと
しか 呼 ば な い が 、 一方 ス ィク派 の グル ド ゥワ ーラ ーで は責 任 者 の こ と は グ ラ
ンテ ィー (Gr an thT)(116)と呼 ん で い る 。
こ こで は無 形 の ブ ラ フ マヘ の 礼 拝 が グル グラ ン ト・ サ ー ヒプ の 前 で 、早 朝
と夕 刻、 献灯 を して行 な われ る。現 在 は頭 に布 をか ぶ り、 額 づ く し きた りで
あ る 。 スィク派 と同様 に早 朝 ,夕刻 に グ ルグ ラ ン ト・ サ ー ヒブの 読 誦が 行 な
わ れ る 。
② ナ ー ナ ク・ パ ン テ ィ ー ・ ス ィク・ マ ト
ス ィ クとい う語 は シ ジュ ヤ (s iqya=弟子 )の訛 で あ る 。ナ ーナ ク・ デ ー
ヴ ァの 弟 子の 中 で ヴ ェ ーダ ン タを実 際 面 にお い て教 示 し たグ ル た ちは lo人
い る 。 これ らの グ ル た ちは 世俗 の執 着 を断 つ こ とを 説い たが、 それ は決 して
誰 か が教 団 を 弾圧 して も 目 をつ ぶ り不 正 を耐 え忍 べ とい うこ とで は な か っ
た。 最 高 の教 え で あ りなが ら、 ヴ ェー ダ ン タの伝統 に は この 忍耐 心 の 名 に お
い て過 去 幾 多 の 大 きな 誤 ち がな され て きた 。 その た め、 一 般 の人 々 に と って
ダル マは 遠い もの とな って きた。 この 誤 りの 反動 と匡 正 の た め に 、剣 を掲 げ
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た第 10代グル 、 シ ュ リー・ ゴ ー ヴ ィ ン ド・ スィンハ に よ って ス ィク教 の 土
台が築 か れ たの で あ る 。彼 よ り前 、 ナ ー ナ クの 信 徒 たちは 名 前の最 後 に ダ ー
スとか チ ャラ ン (Car an=足下 )とかい う言葉 をつ け て いた 。ゴ ー ヴ ィン ド
・ ス ィ ンハ は 自分 に対 す る誇 りを 持 つ よ うに と初 め て 名 前 の 後 に ス ィンハ
(獅子 )とい う語 を広 め た 。
彼 以 前 は ナ ー ナ クの教 え と師弟 の 伝統 を非 常 に 重 ん じたが 、 ゴー ヴ ィン ド
・ ス ィ ンハ は、 ナ ー ナ ク ,アン ガ ド・ サ ー ヒブ (Aigad Stthib=第二代 グ
ル ),アマ ル ダ ー ス (Am ardas=第二 代 グ ル ),ラー ム ダ ー ス (R mmis
=第四代 グル ),アルジ ュン・ サーヒブ (Arjin S■hib=第五代 グル ),
テーグ・ バハ ー ドゥル (Teg BahJdur=第九代 グル ),ナー ムデーヴァ
(N ttmd ev a )(116),ラヴ ィダー ス (Ravidls)




ダ ン ナ ー ジ ー
,パラ マ ー ナ ン ド
,そし て シ ェ ー ク
・ フ ァ リ ー  ド ( Sekh Farrd)ら、 多 くの サ ン トの言 葉 を集 成 して 神聖
な グ ル・ グ ラ ン ト・ サ ー ヒ ブを編 集 したo昇天す る前 に彼 は 師 弟の 伝統 を た
ち切 り、 シュ リー・ グ ラ ン ト・ サ ー ヒ プ を 自分 の後 継 者 と し て大 衆の 前 で遺
言 した 。 そ の 時 以 降 、 ス ィク教 徒 た ちの間 で は 、 師 の 代 わ りに グル グラ ン ト
・サ ー ヒプの あ る とこ ろ即 ち、 グル ドゥワ ー ラ ー とい うし きた りが 広 ま っ た。
スィ ク教 には い くつ か の 分 派 が で きた 。 ムラ ー ダ ー バー ドには そ の 内次 の
二 派 が あ る だけ であ る 。 アカ ー リ ー (Aktt l T)(117)とナ ー ム ダー リー
(N=md httr i)rl 18)でぁ る 。 しか し、 グル ドゥヮ ー ラ ー を 持 って い るの は ア
カー リー派 に よ って運 営 され てい る グル ・ ス ィ ンハ・ サ バ ー (Guru Simh
Sabha)とい う一つの団体 であ り、 それ が市 内 の二つ の グル ド ゥワー ラー を管
理 して い る 。一 つ は ハ イ レー ト・ ロー ド(Ⅱailet ROad)にあ るグ ル ドゥ
ヮ ー ラー ,シュ リー・ グ ル ・ ス ィ ンハ ・サ バ ー 。 も う一 つ はラ ー ル・ パ ー グ
の ラー ム ガ ンガ ー岸 に あ る グル ドゥワー ラ ーで あ る 。 この他 に も二 つ の グル
ド ゥヮー ラーが アー ダル シ ュ・ ナ ガ ル (■dar`Nagar)とハル タラ ー・ コ
ロニ ー (Harthaltt Colony)にあ る。
ア カ ー リー派 は第 5代の グル ,アル ジ ュ ン・ デ ー ヴ ァに よ って編 纂 され た
グル グ ラン ト・ サ ー ヒブ、 そ し て グル・ ゴ ー ヴ ィン ド・ ス ィンハ の他 に は 何
者 の 権 威 も認 め な い 。一 方 、ナ ー ム ダ ー リー派 で は グ ル・ グ ラ ン ト・ サ ー ヒ
ブ と と もに 、 人 間 と しての グル 、 グ ル・ ラ ー ム・ スィ ンハ た ちを も尊 ん でい
る 。ナ ー ム ダー リー派 の人 々 は 自い タ ー ′｀ ンを巻 き、 アカ ー リー派 は 青い タ
ーバ ン を巻 い て い る。
1)グル ド ゥワー ラ ーーー ラ ーム ガ ンガー川 岸 ;パー キ ス タ ー ン建 国の た め
避 難 して き た難民 た ちが ラー ム ガン ガ ーチ|1沿い に 居ついた、市の最 も古い シャ
クテ ィ寺 院 カ ー リー 。マ ン デ ィル の 正面 に 建 て られ た救 護所 内に、彼 らによ っ
て運 営 され 始 め た グル ドゥワー ラ ーで あ る 。 1950年に発 足 した この グル
ドゥワー ラ ー には何 の 建物 もそ の他 の 飾 りもつ くる こ とが で きなか った。
2)グル ド ゥワ ー ラ ー ,シュ リー・ ス ィ ンハ ・ サ バ ーーー ハ イレ ー ト・ ロー
ド:建物 と美 し さの 点 か ら、 この ス ィ クの ネし拝 所 は最 も優 れてい る。 ここで
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は一 般 の人 々 の ため 〔チ無 料 で 食 事 が供 され る 。 日の 出 と共 に 、llF番に シ ュ リ
ー・ ジャプ。ジT(Sri」ap Ji),スクマニ (Suk hma■i)°シヤブ ド
・ ハ ザ ーラ ー (Sabd Ⅱazttra),グル・ ゴ ー ヴ ィン ド・ ス ィンハ の詠 ん だ
ジ ャー プ ・サ ー ヒブ 、 そ し てチ ョー パ … イ ー (Ca upal)の詠 唱 が 、美 しい
声 とキ ー ル タン ;讃歌 )の音 楽 の 伴 奏 で され る 。夕 刻 に は シ ュ リ ー ・ラハ ラ
ー・ サ ー ヒブ (SrT Rahr,s tth i b)が歌 わ れ る 。夜 に は シュ リー・ スヘ
‐ル・ サ ー ヒブ (S■l Sohel stthib)のキ ール タ ンが歌 わ れ る 。建 立 は
1957年の 始 め で あ るが 、現 在 も建 築 作業 が続 い て い る 。
(3)グル ドゥ ワー ラ ー …一 ア ー ダル シュ 。ナガル (Adar6 Nagar);今か
らお よ そ 15年程 前 に 、 パ ー キ ス タ ー ン か らの 難 民 た ち に よ っ て 建 立
さ れ た 。 美 し い 礼 拝 所 で あ る 。
(4)グル ド ゥ ワ ー ラ ー ー ーハ ル タ ラ ー :市の 発 展 に つ れ て 、 ス ィ ク教
徒 た ち が 市 中 の あ ら ゅ る 地 区 に 住 む よ う に な っ た 。 こ の グ ル ド ゥ ヮ ー
ラ ー は ア ー デ ィ ワ ー ス ィ ー (Ådiwi sT=部族 民 )・ コ ロニーに 住 み つ い
た彼 らが お よ そ 15年前に建て たあ りふれ た グル ドゥワー ラ ーで あ る。
Ⅸ ム ラ ー ダー バ ー ド市の アー リヤ・ サ マ ー ジ寺 院
19世紀 まで 、 ム ラ ー ダー バ ー ドは タ ン トラ と タ ン トラの 行 者 で有 名 な町
で あ っ た。 ィ ン ドを遊 行 して い た一 人 の 修行 者 、 ダヤ ー ナ ン ド・ サ ラ スワ テ
ィー も クン ダ リー・ チ ャ クラ覚 醒 の昭 を聞 く と興 味 を覚 え て 、 ヴ ィク ラマ 暦
1912年、 西 暦 1856年に カ ー シ ープ ル ,ドロー ナ サ ー ガル ,ラー ム プ
ル を経 て、ム ラ ーダ ー バー ドにや っ て きた 。 ダヤ ー ナ ン ドは こ この アゴー リ
ー派 の も とで何 日か 過 した。 こ こか らサ ン バ ル ,ガル ム ク テ ー シュ ヮル に行
った 。 ガル ム クテ ー シ ュ ワルで 、 ク ン ダ リー・ チ ャク ラの 秘法 を理 解 で きな
か った彼 は、 それ ま で蒐 集 し た ハ タ・ ョー ガ に つ い ての 書物 をす べ て ガ ンガ
ー川 に投 げ込 ん だ 。 そ し て 1912年(ヴィクラマ暦 )の終 わ りに フ ァル ル カ
ー バー ドに行 った 。西 暦 1874年に 再 び ム ラ ー ダ ー バー ドに来 た時 、彼 は
新 しい教 え を説 く よ うに な ってい た 。今 回 は 彼 はラ ー ジ ャー 。ジ ャィ ク リシ
ュナ ダ ー ス (R=j tt」ay Kぃ,3 dtt S)の屋 敷 に滞 在 した 。 こ こ にい る 時、
ラ ー ジ ャ ーの 勧 め もあ って、 1冊の 本 を 書 く話 が持 ち上 が っ た。 後 に アー リ
ヤ・ サ マ ー ジに と って バ イブ ル と な っ たサ テ ィヤ ー ルタ・ プラ カ ー シャが そ
れ で あ る。
(1)最初 の ア ー リヤ ・サ マ ージ 。マ ンデ ィル ;1879年7月20日、上 記
ラ ー ジャ ーの屋 敷 内 に建 て られ た 。後 に 、商 人 の サ ー フー・ プ ラ ジラ トナ・
コ=ティー ワー ル (Stthu Brajretna Kolh iw互1)がアー リヤ・ サマ ージ
のため にマンデ ィー・ パー スに建物 を建てた。 この建物 は 現在 も3階建ての
形で 残 ってい る。 1979年に こ こで百年 記念 祭 が盛 大に祝 われた。宗教 会
議が開 かれ 、陛界中の アー リヤ・ サ マージの学 者 た ちが参加 して演説 を した。
こ こで は毎 週 日曜 日に早 朝 と夕刻、供犠等の礼拝 が行な わ れている。
(2)アーリヤ・ サ マ ージ ーー ガ ン ジ (G attj);政治家で あ り、社会活動家
であったパンディット・シャンカラダッタ。シャルマー(Pa,4it Saika_
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rada tta`arm五)氏が 1914に建 立 し た 。女 子イ ン タ ー・ カ レ ッ ジ も
付 属 し て い る。 財 産、土 地 な どを み る と、 これ は市 内で 最 も裕 福 な ア ー リ
ヤ・ サマ ー ジ寺 院 で あ る 。
3)アー リヤ・ サ マ ー ジーー ハ ルタ ラ ー ;この サ マ ー ジの 寺院 は市 の中央
部 ハ ル タ ラ ー に、 行 政 の 中 心 で あ るチ ャー ワ ニ ー地 区 等 主 要 な地 区 を考慮
に入 れ て独 立 後 1948年に建立 され た 。毎 週 日曜 日の 早 朝 、 礼 拝 が 行 な
わ れ る 。
4)アー リヤ・ サ マー ジー シヴ ィル ・ ラ イ ンズ ;ハル タラ ー地 区 の 寺が
か な り遠い た めに 、 シ ヴ ィ ル・ ラ イ ンズ地 区 の チ ャー ワ ニー の北 東 に
1979年3月29日に建 て られ た。 こ こで も毎 日曜 日 に礼 拝 が行 なわれ
る 。
X ム ラ ーダーバー ド市のィ スラ ム宗 教 施設
イン ドで は現 在 、 イ スラム そ して キ リ ス ト教 の二 つ の 外 来宗 教 が活 動 し
て い る。 ィ ス ラム は 10L紀に イ ン ドに 持 ち こ まれ た 。 ム ラ ーダ ー バー ド
に イ スラ ムが は い った の は 1632年頃 で あ るが、現 在 の地 域 区 分 か ら言
う とイ ス ラ ムの基 礎 は 1lL紀に す で に ム ラー ダー バー市 の 隣 の サ ンパ ル
郡 の大 部 分 に築 か れ て い た。
イ ス ラム に将 来 、生 まれ る と され た 73のセ ク トの うち、い くつ か の有
力 な 派 の 中 心 は 今 日イ ン ドにあ る。 中 で も重 要 な二派 は デ ーオ バ ン ド
(Deoband)派と バ レ ール ヴ ィ ー (Barelv■)(119)派で あ る。 パ レー
ル ヴ ィー派 の 中 心 はム ラ ー ダーバ ー ドに あ り、 デ ーオバ ン ド派 の 中心 はサ
ハ ーラ ン プル (S ahttr an Pur)県の デ ー ォ バ ン ドとい う場 所 で 活 動 して
い るデ ー オ バ ン ド・ マ ダル サ ー (Madars■)(120)でぁ る 。 パ レール ヴ ィ
ー派 の 教 育の 中 心 施設 はム ラ ーダー バー ドに あ る イス ラム大学 ジ ャー ミャ
ー・ ナ イー ミャ ー (」五mi ytt Naimi y=)であ る 。ス ンナ派 の パ レー ル ヴ
ィ ー派 の 勢 力 が 増 大 す るの を 見 て デ ーオ バ ン ド派 はL界中 の ィ ス ラム教 国
か ら自派 の協 力 者 を招 い て 、 ム ラ ーダ ー バー ド市 に新 しい 町 イ ス ラ ーム `
ガ ーハ を作 って、 三 日間 の 日程 で L界大 会 を開 催 した 。 この大 会 は 1978
年 7月30日か ら8月2日まで開 か れ 、L界中 か らの お よ そ 40万人 の 参
加者 を 前 に500人が 立 って演 説 を した 。 この歴 史 的 な大 会 にお い て は、
バレール ヴ ィ ー派 に対 す る反対 の 他 に、 物 質 的 な迷 妄 を捨 て て 神 に托 され
た tL事に没 頭 す る よ うに との 教 え が あ った 。 同 時 にデ ー オ バ ン ド派 の大学
を も う一 つ ム ラ ー ダ ー バ ー ドに開 校 す る決 議 が な され た 。 これ らの デ ー オ
バン ド派 を ワハ ー ビ ー 派 (Wahibl)(121)の人 々す べ てが 支持 してい
る 。 これ は デ ーォ バ ン ド派 に よ って イン ドで開 催 され た二 度 目の大 会 で あ
った。第 一 回 目 は グ ジ ャ ラー ト州 の ゴ ー ダラ ー (GOdhar■)とい う土 地
で 78年の 3月に開 かれ た。
ィ スラム は無形 の唯 一 神 を信 仰 す る一 神教 で あ る。一 日に五 度 の ネL拝
(ナマ ーズ )が決 め られ てい る。 ム ハ ン マ ドの 告 げ た 神聖 な 書 ク ラ ー ンを
信 じ る ことが 、 ム ハ ンマ ドの 信徒 、一 般 の 信徒 ム ス リム に と って 必須 の こ
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とで あ る 。 ムハ ンマ ドの 後 、 4人の イ マー ム (Imttm)(122がそ れ ぞれ の 信
仰 に従 って ム ス リム を導 い たoこれ らの イ ム ーム の教 え に よ ってム ス リム は
四 派 に 分類 す る ことが で きる 。ハ ナ フ ィー派 (Han afl ),マー リ ク派
(Malik■),シャー フィイー 派(6五fi. ),そしてハンバル派(Hanb31)
である。この他にもう一派あり、アハレー・ハディース(Ahal―e ttadi,
=ハデ ィー スの 徒 )(124)と呼 ばれ てい る 。ハ デ ィースの 徒 に と つて は イ マ ー
ム に対 して特 別 な 敬意 や 信 仰 は必 要 で は ない 。普 通 、 彼 らは イマー ム に 何 ら
信 頼 を抱 い てはい ない 。 た だ礼拝 の 仕方 に は 何 の違 い もない 。 そ もそ も、 ム
ニ|:illき)1『36了:FttligIF〔°シ
~ア派(ξT`8)(125)とスンナ
ーバ ー ドに は シー ア派 の 数 は 少な く、
ス ン ナ派 の 人 々 の 方が 多 い 。 イ マ~ムに敬 意 を 払わ なぃ ハデ ィー スの 徒 も当
市 に は か な り住 ん で い る 。神 と コー ラ ン につ い ては 同 じ信 仰 を 持 ってい な が
ら、 予言 者 の地位 とハ デ ィ ー スにつ い ての 違 い か らム ス リム間 に はか な り広
範 な考え 方 の違 い が あ る 。この 相 違 の た め に、 当市 に は四 つ の 異 な る考 え方
の 人 々 が 住 ん で い る 。 フハ ー ビ ー ,カー ダヤ ーニ ー (Q“ay=ni)(127)バレ
ー ル ヴィ ーそ し て デ ーオ バ ンデ ィーで あ る 。 イ スラ ム に 73派が生 ず る との
考 え は良 く知 られ て お り、す べ ての派 は ムハ ンマ ドに連 な る もの で は あ るが 、
彼 らの ハ デ ィー ス は少 しづ つ 異 な って い る。 コ ーラ ンにつ い て は完 全 に一 致
してい る が 。 ム ラ ーダ ーバ ー ド市 にはバ レール ヴィー派 の人 が 多 い 。 彼 らの
高等 教 育 機関 ジ ャー ミヤ ー・ ナ ィ… ミヤ ーは 当市 の 誇 りで あ る。宗教 的 に は
彼 らは持 に堅 固 な信 仰 を抱 い てい る。
デ ーオ バン ド派 は必 要 と状況 に 応 じて変化 す る こ とに長 け、礼 拝 を人 に 見
せ る もの で は な い と 考 えてい る 。 この人 た ち は ウル ス (Urs)(128)のよ うな
行 事 を信 じてい な い 。
当市 に は カ ー ダ ヤー ニ ー派 の 人 た ち もい るが 、デ ー オ バン ド派 に 比べ る と
少 な い 。 彼 らに よれ ば、預 言 者 ムハ ン マ ドの後 に も、別 の預 言者 が生 まれ る
こ とが で き、それ が グラー ム・ ムハ ンマ ド・ カー ダヤ ーニ ーで あ る とい う。
彼 らは その 使徒 を マ ス ィーハ ‐工 ~マウ ー ド(Masih―e Ma`ud)即ち帰 つ
って きた救 騰主 と呼 ん でい る 。 アザ ー ン (A ztt nメ129)の際 、 彼 らは ムハ ン
マ ドの 名 前 の次 に ハ ザ ラ ト・ グ ラ ー ム・ ムハ ンマ ドの 名 前 を付 け足 して礼 拝
す る。
当市 の 四 つ 目の派 は ワハー ビー派 で あ る 。 フ ハ ー ブは 伸 の名 で あ る。 ス ン
れ6)のぼ 島 碁 |;tt117今1候τ 晨[署辱 写 才「 8掌[Iリス 生 きFrλ
)
人 々 は 宗教 論 争 が 起 こ る とデー オ バ ン ド派 につ く 。彼 らは 少数 派 で あ る。 ワ
ハ ー ビ ー のイ マー ム の もとで は 、普 通 バ レ ール ヴィ ー派 は ナ マ ーズ に加 わ ら
な い が 、パ レー ル ヴ ィー派 の ィマ ー ム の もとで は、 ワハ ー ビ ー派 は礼 拝 に 参
加 す る と言 わ れ てい る 。
1 )イー ド・ ガ ーハ (ld G=h)(131):ムラーダーバー ド市 内に 1857年以
前 に イー ド・ ガーハ の よ うな場 所 の あ った 記録 は な い 。 シヤハ ル・ イマ ーム
(S ahar lmam )のカマ ー ル・ フ ァ ー ヒム (Kami l Ftthim)博士 に よれ ば、
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この場 所 が イー ドガー ハに 選ば れ た の は 、57年の独 立戦 争 以 後 の こ とで あ
る とい う。 この イ ー ドガ ーハの 礼拝 の中 心 とな る場 所 に は広 い 庭 が あ り、 そ
こで毎 年 お よ そ七 万人 もの信者 が イ ー ドの 祭 りの 際 礼 拝 に加 わ る 。旧式 」ヽ型
レン ガ造 りで あ るが 、増 築 の 時 に は新 しい 型 の レン ガが 使 わ れ てい る。
ィ ー ドガ ーハ の後 ろ に は 、原 形 の ま ま保 存 され た 考 古字 と建 築 の生 きた実
例 が 残 ってい る 。そ こで 人 々 は イ スラ ム の宣 教 と修 行 の ため に 、‐チ ッラ ー
(Cill=)(132を行 な って 超人 的能 力 を身 に付 け た ので あ る 。 この チ ッラー
は 4ケ月 ,6年もし く は 12年間 に亘 って一 人 き りで 行 な われ た。 その建 築
様 式 はイ ン ド風 で あ り、 屋根 か ら突 きで て い る樋 に豚 の顔 の形 を した管 がつ
い て い る 。 イ ス ラム で は どの よ うな動 物 の 顔 の 像 も宗教 施 設 に描 く こ とは禁
止 され てい る 。 これ は何 か特 別 な種 類 の土 で 作 られ て い る 。
イー ドガ ーハ とその後 ろの チ ッ ラ ーの た め の建 物 に は員 を粉末 に し た材料
が 使 わ れ てい る 。 この 材料 は イ ン ドで は 14世紀頃 ま で の建 築 に特 に よ く用
い られ た もので あ る 。 ム ガ ル 時代 に は この 代 わ りに 石灰 が 用 い られ た 。
ィー ドガ ーハ の 裏 の 少 し離 れ た所 に ダル ガ ーハ (Da rGtth)(133)が_っぁ
る。 これ は シ ャー ハ・ ム カ ッマ ル・ サ ー ハ ブ (Si h Muk alllllxla l S tth a b)の
廟 で あ る 。この人 物 は ア ラ ブ と イ ラ ンの 間の サ ハ ダ… ル ワー ス ト (Sahdl―
rw■st )とい う土 地 の人 と言 わ れ てい る 。彼 の死 後、 現 在 まで 6代の家 系
が 伝 わ って い る 。従 って こ のズ ィヤ ー ラ トはお よ そ 150年か ら200年前
畠 :7よ尋[il署[軍滅 】『 左 量99贄['3F警會11島『 bt五ζあ 雷
の 5,6,7日に祝 わ れ る。彼 か ら数 えて 6代目の リ ジ ワー ン・ ア リー は現
在 お よ そ 65歳で あ る 。
ィー ドガー ハ の 外 の大 通 りに も う一 つ Jヽ さな マ スジ ドが あ る 。 これ は エ ー
ク・ ラ ー ト 。キ ー・ マ ス ジ ド(Ek Rttt kl=一晩 の )と呼ば れ て い る 。
46年か、 48年の イン ド分離 独 立 の 時 、パ ン ジ ャー ブそ し て パ ーキ ス ター
ンか らの避 難 民が こ こに集 め られ た 。 そ の 頃 イー ドガ ーハ の周 囲 に はム ス リ
ム居 住 区 は なか った 。近 くの土 地 はあ る ヒ ン ドゥーの地 主 が所 有 し てい た。
人 家 もなか った 。 しか し 、 イー ドガ ーハの 近 くに ヒン ド ゥーが 住 み つ くの を
恐 れ て 、 ム ス リム た ちは ヒン ドゥーの土 地 に宗 派 的熱 情 に動 か され て一 晩 で
この 」ヽ さな マ ス ジ ドを建設 した 。 この時 、市 内 に大 規模 な宗 教 暴 動 が起 こ っ
た。
(2)ジャーマ ー・ マ スジ ド(」五m■ Masjid)(135);これ は昔 は別 の 名 前で




意 を こめ て、 サ ンバ ルの ス ーベ ー ダ ール (S i b edttr)(137)がヵ トハ ル の地
を 占領 した 際 に建 て た もの で あ る 。 カ ーフ ィ ル(=異教 徒 )であ る ヒン ドゥ
ーの 聖地 に この改 変 もし くは干 渉 が な され たの は 、 この地 に ヒ ン ドゥー以 外
の 誰 も足 を踏 み入 れ得 な か った時 の こ とだ っ た。 建立 され たの は 1632年
だ と言 われ てい る。
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始 め は わ ず か に三 門の マ スジ ドで あ った が 、 その 後 増築 され て 今 は 門
(D ar)が七 つ あ る 。 これ は ラ ー ムガ ンガ ー川 の南 岸 の カ トハ ルの キ ラー
(3illマ)ilt貧じ75,電2T([33)'ιヮル・サイヤド・モーラーナー
・ アー リム ・ ア リ ー ( Awwal Sayyid Maulana `Ålim rAll )は1857
年 の 独 立戦 争 の お よ そ20年前 に デ リーか らム ラ ー ダ ー バ ー ドに来 た 。反乱
後 、宗 教 を隠 れ蓑 に政 治的統 一 を 得 る ため に 、 この三 門 の Jヽさな ル ス タム カ
ー ニ ー (RustamLユユni)。マス ジ ドを ジ ャ ーマ ー 。マ スジ ドとし た。
こ こで は、毎 週 金 曜 日に集 団 礼 拝 が行 な わ れ る。元 来 はこ こは カ タ派
(Katha`akha)のパラモンたち(139)の聖地であつた。ラー ムガンガー 川
沿 いの 大 変 美 しい場 所 で あ る 。カ マ ー ル・ フ ァー ヒム 博士 に よれ ば、 ジ ャー
マ ー 。マ スジ ドの 収 入 は所 有 の 店舗 な ど か ら毎 月お よ そ 1500ルピー程 だ
そ うであ る。
(3)ルス タム カ ー ニ ー・ マ ス ジ ド;市内 に は この 名 前の場 所 が 2ケ所 あ った 。
一 つ は ジ ャ ーマ ー ・マ スジ ドに な った 。 もう一 つ は、 近代 的な ピー ル ガィ ブ
(Pirgaib)地区 の ま った くの ヒン ドゥー居 住 区の ま ん 中 にあ る。 これ は
一 風変 わ っ たマ スジ ドで あ る。大 変 に 」ヽ さ く、 イ ン ド風 建 築 様 式 の 建物 で 、
四 方 を ヒン ドゥー彫 刻 をほ ど こ した外壁 で 囲 まれ て い る 。頑 丈 な マ スジ ドで
あ る。市 が ム ガル帝 国 の 支配 下 に あ った頃 、サ ンバ ルの ス ー ベー ダー ルに し
て 皇帝 の将軍 ル ス タム カー ン 。ダ キ ニ ー (Rustamkhin Dakh ini)がこ こ
で ま ず 最初 に祈 りを捧 げ た と言 われ てい る 。 建立 、 もし くは改 築 の 時期 を刻
ん だ 石 碑 は な い 。 しか し、 この マ スジ ドに は ラヴ ィ・ マ ンデ ィル (Ravi
Mandir)と非 常 に近 い 時 期 の彫 刻が 残 され てい る 。様 式 か ら見 て 、これ は
ラ ー ジ プー ト時 代 の 建 物 で あ ろ う。
(4)シャ ー ヒー・ マ ス ジ ド(Stthi Ma siid);この マ スジ ドにつ い ての 古
い記録はない。しかし、名前から人々はパードシャーハ (B=dζ=h)(140)
時代 の もの と考 えて 、普 通バー ドシャー ヒー 。マ スジ ドと呼ん でいる。ム ラ
ーダー バー ドにおけ るパー ドシャーハ時代は 18腱紀の始 めには終 わ ってい
た。それが最後であったoムラーダーバードはローヒルカン ド(Roh ilkhaりo)
の 行 政 区 に含 まれ て い た 。ま た、 ア ワ ドの 太 守 の 治 政 下 に あ った 。その た め
この マ スジ ドは少 な くと も250年程 昔 の もの で あ ろ う。
この シ ャー ヒー・ マ ス ジ ドには 石 碑が あ り、 それ に よ る と 1878年の 建
立 で あ る 。(141)デ_ォバ ン ド派 の人 々 に よ り、 こ こに マ ダルサ ー 。ウル・ グ
ル バ ー・ 力Lスィム・ ウ ル・ ゥ ル ー ム (Ma dars二―ul ourbtt Qttsim―ul
`Ulim )とい う名 の孤 児 院 が 開 設 され た 。ム ラ ー ダー バ ー ド県 の 中 心 地 で
あ る当市 に お い て 、新思 想 と結 びつ い た活 動 の 中 心 とな った 。
マ ス ジ ドは 大 き く、 市 の ちよ うどま ん 中 の シ ャ ー ヒー・ ′｀ ― ザ ー ル
(Stthi B=z tt r)にあ る 。 この頃 は この 市場 を バ ル タ ン・ パ~ザ~ル
(Bartan Bttz]r)と呼 ん で い る。 ラ ー ジプ ー ト時 代 の 占い町 、 ロー ハ ー
ルガ ル (L ch■r gal)地区、 そ し てマ ンデ ィー・ バー スは この パー ザ ール と
接 してい る 。 建築 の 点 か らは 何 ら特 筆 す る と ころは な い。
(5)キレー 。ワー リー・ マ スジ ド(Kile WttlT Masjid);言い伝 え によ
る とルスタム カー ンが 当市 を占領 した後 、 ここがマ スジ ドに されたのだ そう
であ る。しか し、 調べ た ところに よる と、王立の字 間所の土 地の ことをキラ
ー (Kil五,Qi lt)とい うの だが 、こ の キラーは誰か ム フテ ィー・ ア ッ ミー
(MuftT Amml)とい う名の人物の土地 で あつたo1864年か ら65年に、
サ ィヤ ッ ド・ アフマ ド・ カーン (Sayyid A卜mad≦h ln,(142)が当市にサ
ダル・ アー ラー (Sadar r i電哺 級判 事 )としてや って きた時 、彼の尽力 に
よ リム フティー ・ア ッミーの未亡人 の ビル キー 不 。ジャハ ーン (Bilq■S
」a htt n)があ る大学 の ために土地 を全て寄 贈 (ワク フ )した もの らしい。お
そ らくこの マスジ ドはそのア ッミー家 の ものであ ったのだ ろ う。現在 もこの
マ スジ ドは ワクフの委員会が管理 してい る。委員会の責任者の アナワール ル
・ ハク・ ニヤ ー ジー氏に よる と、 マ スジ ドの収入 は月額 200ルピ‐ との こ
とで あ る。建物 は 古く、美 しい。近 くにダル ガーハがあ り、二 人の墓があ る。
最 も古いの は1850年頃 アフガ ンか らや つて きた学者 の グル・ ムハ ンマ ド
1:」とLl:葛魃攣フジiじi↑ζ£ムの)¬盆£l[昌J〔I:Fは人々が来
(6)マスジ ド・ ジ ャ ー ミヤ ー・ ナ イ ー ミヤ ー ;バレー ル ヴ ィー派 の ス ンナ派
信 徒 の モ ーラ ヴ ィ ー・ ナ イ ーム・ ウ ッデ ィ ー シ (Mau18VI Naim Uddin)
が 1909年、ィ スラム の信 仰 の た め に J｀ さな マ ス ジ ド,シー シ ュマ ハ ル
(ξTぎ 立ah al )に学 校 を開 い た 。 大学 レベ ルの宗 教 教 育 の ため に 活動 中 で
あ る 。 この マ スジ ドの 境 内 は現 在 、相 当 に 広 くな った 。建 築 は 平凡 なが ら、
ル ヘ… ル カ ン ドの 中 心 、 バ レ ー リ ーか ら生 ま れ た思 想 の 中 心地 と し て ム ラ ー
ダーパー ドが誇 りとす る とこ ろであ る 。こ の学 校で は次 の 九科 目が教 え られ て
い る。 コ ー ラ ン ,ハデ ィー ス ,キラ ー ト(Qirat コ ー ラ ン の正 しい朗 唱 )
フ ァルサ フ ァ ー (Falsaf a,哲学 ) ハイ ヤ ー ト (IIB iy at,天文 字 ),ア
ダブ(Adab,文字), ティブメlib,医字),マンタク(Man taq,
論理 学 )そし て シ ャ ー リー ア (S ttr T`a,fスラ ム法学 )であ る。
(7)マスジド・アリー・フサイン・シャーハ(Masjid`Ali ttuSain s=h)
;ラー ム ガ ン ガ ーリ||の南 岸 の、 ジ ャーマ ー ・ マ ス ジ ドか ら半 キ ロ メ ー ト
ル東 へ行 った とこ ろの 、 市の 古い 農村地 区 デ ーハ リー・ パ ーグ (Dehari
Ba g)にあ る 。 カ トガ ル 駅の東 で あ る。境 内 に は三 っ の 廟 が あ る。 一 つ は ア
リー・ フサ イ ン・ シャ ーハ の父 で、 ヒジ ュ ラ 暦 1216年に亡 くな った フ
ァキー ル・ シャ ーハ (Faqit SIh)のもの で あ る 。ハ ー フ ィズ・ ア リー ・
フサ イ ン・ シャ ーハ は 同 じ く1297年に亡 くな った。 1979年の イー ド
月の 11,12,13日に彼 の 102年目 の ウ ル スが祝 われ た 。 この 様 に彼
の 父 親 の墓 所 に、 今か らお よ そ 180年前 に この マ スジ ドは建 立 され た と思
わ れ る 。
収入 が多 く、裕 福 な マ スジ ドで あ る。 マ スジ ドの土 地 で商 売 を して い る店
の 家 賃 が入 る 。 ウル スの 時 には お よ そ 400oルピー 程の 支 出 が 毎 年 あ る。
ウル スは 三 日間 で あ る。 ウル スに来 た 参拝 者 の ための 集 会 場 もあ る。 毎 週、
100ルピー 程 の賽 銭 、 お供 えの布 、 掛布 な どが年 間 に お よ そ 8000ルピ
57
―程 に な る 。
ハ ー フ ィ ズ は ラ ー ム プ ル の ル ヘ ー ラ ー族 の 出 身 で 、 彼 らの 一 族 は ム ラ ー ダ
ー バ ー ドの デ ィ ー ワ ー ン・ カ ー ・ パ ー ザ ー ル (DIwln ktt Bttz■r)に昔 か
らの屋敷に住んでいる。ルヘーラーの太守 ドゥーンデー・カーン(phこ4he
Khtt n)の6代目の 子孫 で あ った。 ド ゥー ンデ ー・ カ ー ンは ム ラ ーダ ーバ ー
ドそ して ビソ ー リー (Bisauli)の支配 者で あ った。
ア リ ー 。フサ イ ン・ シャーハ は ラー ム プ ルで亡 くな っ た 。 彼の 遺体 を ム ラ
ーダ ー バ ー ドに運 ぶ た め に、 ラ ー ム ガ ンガ ー川 を舟 で 渡 ろ う とした と ころ、
舟頭 た ちが断 わ っ たo構わず 遺 体 を 舟 に 横 た え る と、船 は 自然 に現 在 墓 地の
あ る所 に 着 い た 。 そ こに彼 の廟 が 作 られ た 。
8)マスジ ド ●シ ョー カ ト・ ア リー (Masjid Saukat `Alr);植民地 時
代 、 カ ー ズ ィ ー 。 (Qttz r)ショー ヵ 卜・ ア リーは亡 くな る ま で ヒン ドゥー
とム ス リム の 融 和 の た め に努 力 を した唯一 の ム ス リムで あ った 。彼 の一 族 の
人 々 は 今 日 もヒ ン ドゥーの 祭 りに ヒ ン ド ゥーに混 って参加 して い る 。連 合 州
の政 治団 体 主 催で バ ー バー ・ バ グ ワー ン・ ダ ー ス (BttbI Bhagwin DIs)
の指 導 の もとに 1920年10月9日か ら11日まで ム ラー ダ ー バ ー ドで 政
治集 会が 開 か れ た 時 、 ガ ー ンデ ィ ー 。ジ ーそ してネ ル ーの よ うな家 柄 の 人 々
も彼 の 広い 屋敷 に泊 ま らぎ る を得 な か った。 イ ン ド中か らや って きた藩 王 、
領 主 た ち も皆 そ こに滞 在 し た 。サ ル・ サ イ ヤ ッ ド ,マダ ン・ モ ーハ ン 。マ ー
ラヴィ ー ヤ (Madan Mohan Mttlaviya),ジャ イヌ ル・ アー ヴェ ーデ ィ
ー ン (」ainul ivedin)他の 人 々 もそ う した もの だ っ た 。 カ ー ズ ィー は ア
ラブ 出 身 の 一族 の 出 で あ った 。 1870年頃 に広 い敷 地 (Bag)に自分 の 屋
敷 と ともに来 客 に応 接 す るため の 広 間 (Diwttn KLin五)とマ ス ジ ドを建 て
た 。 この 広 間 に は イ ン ドの多 くの 偉 人 の 肖像 画 が 今 も掛 ってい る 。
シ ョー カ ト・ バ ーグ は 占い 場 所 で あ る 。反乱 の時 の犠 生 者 の墓 が い くつ か
あ る 。そ の 内 の二 つ は特 に 触れ てお く価値 が あ る 。一 つ はサ ル・ サ イ ヤ ッ ド・
・ カ ー ンの 妻 の 墓 、 も う一 つ は ジャ イヌル・ アーヴ ェー ディ■ンの 妻 の墓 で あ
る 。 この 庭 園 を 広 げ、 か つ 安 全 の た め に 1903年に 門 を建 て て周 囲 を限 っ
た。 この シ ョーカ ト・ バ ー グ の 大 き な庭 園 に は北 側 に 」｀ さな 門が 一 つ あ った。
現 在 も門 は北 に 向か つ て 作 られ て い る。 1857年以 前 の建 物 が一 つ あ り、
その 塔 の 彫 刻 は 非 常 に 繊細 で 美 しい 。
ム ラ ー ダ ーバ ー ドは ウ ル ド ゥー語 の ガザ ル詩 の 名 手 、 ジガル (」igar)
(144)の名 と も結 びつ きが深 い 。 この シ ョー カ ト・ パ ー グ もわ が 国の 偉大 な
指 導 者 ばか りで は な く 、 ジガ ル・ ム ラ ーダ ー バ ーデ ィ ーを憶 ばせ る思 い 出が
多く残っている。詩人がムラーダーバードを捨ててゴーンダー(GO,4a)
に行 か ねば な らな くな っ た時 、 彼 は この 門 を通 って庭 園 か ら外 へ 出 て この 有
名 な ガザ ル を詠 ん だ 。一 一 重立 つ酒 場 の 客 の一人 に私 を数 え て 、い つ ま で も
思 い 出 して は泣 い て くれ る だ ろ う 、盃 よ 。
9)マスジ ド・ アハ レ ・ー ハ ディ ー ス ;アハ レー・ ハ デ ィ ー ス もイ スラ ムの
一 派 で あ る 。 当市 の この 派 の マ ス ジ ドは マ ンデ ィー・ バー ス地 区 にあ る 。 こ
の マ スジ ドは 三 階 建 で あ る 。現 在 は二 階 部分 だ け が礼 拝 に 使 わ れ てい る 。
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1328年(ヒ ジ ュ ラ暦 )の建 立 で あ る。 マ ス ジ ド内 に 、 イ マ ー ムが 礼拝 す
る た め の ミフ ラ ー ブ (Mihr lb)(145)がない 。 しか し、 イマ ー ム は五 つ あ る
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イ マー ムを一 人 も承 認 して いな い 。
110)マス ジ ド・ ′ヾ ニ ラ ー (Masjid Bttr五);これ は市 内 の 欄密 な ム ス リ
ム居 住 区 で あ る アサ ー ラ ト・ プ ラ ー (As513t Pur■)にあ る。 建 立 は ヒ ジ
ュラ暦 1332年で あ る 。普通 はエ ー ク ・ ミー ナ ー ル・ ワー リー ・マ スジ ド
(Ek Minar wJli Masjid=塔が一 基 の マ スジ ド )とか 、 ク ライ ンュ・ マ
ス ジ ド(Qu raiぎMasjid)と呼 ば れ てい る 。当市 で は ク ラ イ シ ュ とい うの
は 屠 殺 業 者 の こ とで あ る 。
この マ スジ ドに は 、 マ ー ン・ カ リー フ ァ ー (Man≦上al Tf=)とい う名 の
彫 刻家 が 彫 った 扉 が 四つ あ る 。そ の内 の三 つ ま で は、 非 常 に美 し い 彫 刻 が 施
され てい るが 、四 つ 目の 扉 は、 誰 か腕 に 覚 えの あ る者 は 同 じ く彫 つてみ よ と
い ぅわ け で 、無 地 の ま まに残 され て い る。 彼 は 世界 中の 芸術 家 に挑戦 したわ
けで あ る。 ム ラ ー ダ ー バ ー ドの資 産家 で 信 仰 心 の篤 い ム ス リム が遠 方か ら彫
刻 家 を呼 び寄 せ た けれ ど も、誰 も敢 え て引 き受 け よ うとす る者 はい な か った 。
マ スジ ドは大 き く、美 し さの 点 か ら も無 比 で あ る。
11)スンハ リー ・ マ ス ジ ド(SunharT Masjid=金の マス ジ ド);アワ
ドの 太 守 が 1858年に建 立 し た マ スジ ドで あ る。太 守 は晩年 に よ くム ラ ー
ダー バ ー ドに来 た 。 彼 は この マ ス ジ ドを庇 護 した と言 われ てい る。 しか し、
そ れ を 示 す 記録 は 残 っ てい な い。昔 は金 の 装 飾 が施 され てい た と言 われ てい
るが 、現 在 で は そ の痕 跡 は 見 られ ない 。
(12)モー テ ィー・ マ ス ジ ド(Moti Mabjid=真珠 の マ ス ジ ド);これ は
サ ン バ リー・ ダ ル ワ ーザ ー (Sambh ali Dar wttz五)の近 くに あ る。建 立 時
期 は不 明 で あ る。 もっ と も、 モー テ ィー・ マ スジ ドとい う名 前 は 、 こ の マ ス
ジ ドが ム ガル 時 代 の もので あ るこ とを示 し てい る 。 しか し、建 立者 の 名 はム
ハンマド・フサイン・シャーハ(Mu3ヽ1111ullad Ⅱu s a i n S=h)で19L紀の
独立 戦 争 前に 建・て られた と言 わ れ てい る。 反乱 時 、イギ リ ス人 は この マ スジ
ドを破壊 した 。現 在 、 マ スジ ドに は 木 の外 壁 に ムハ ンマ ドとい う名 を花 の形
にあ し らった図案 が わず か に二 つ 残 っ てい る だ け で あ る 。この 図案 は ど こか
ら読 ん で もムハ ン マ ドと読 め るよ うに な ってい る。
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(13)パッキー・ サ ラーイ 。キー・ マスジ ド(Pakki sar=y kr Masjid);
これ は大 きい マス ジ ドで、音酪駐 の車 で旅 をした人 た ちが夜休息の ために こ
こに立 ち寄 った もの であった。お よそ百年前 に建 て られ た ものであ る。小 さ
な池 に色 と りど りの魚 が飼 われ てい る。 この マス ジ ドは ガラー シャヒー ド
(Galiζahid)にある四つの門のついた大きな建物であるが、現在は不法
に孤 児 た ちが 住 み つ い てい る。 また 、 マ ス ジ ドの保 護 を受 け て住 ん で い る人
た ち もい る。 ム ス リムの 多 い居 住 区 に あ る。賂 駐 に 車 を挽 か せ る御 車 た ちの
た め の マ ス ジ ドが も う一 つ マ チ ュア ー (Machu5)・プ ラー地 区 に もあ る。
(14)ハリ ・ー チ ュゴーン・ キー・マスジド(Hari cugO ki Masjid);昔、
こ こに広 い牧 場 が あ ったの で 、 この 地 域 は ハ リー・ チ ュ ゴー ン (青草 を食 む
もの とい う程 の 意 味 )と言 われ 、 や が て 人 が 住 む よ うに な る と、 地 区 も同 じ
名 で 呼 ば れ る よ うに な った。 昔 は こ こは羊・ 山羊 を飼 う人 々が 住 ん で い た 。
彼 らの 子 孫 は今 も住 ん で い て パ ー ス ィー (PIsr)と呼 ば れ て い る。 この地
区 に は も う一 つ の 同様 の集 団 が 住 ん で い て 、 自 らム ラー オ (Mur5o)と称
して い る 。彼 らは チ ャ ン ドラ 。グ プ タ・ マ ウ リヤ (Candra Gupta Maur‐
ya)(147)の子 孫 と 自称 して い る。 この人 た ちは羊・ 山羊 を飼 う他 に 、森 で狩
りもす る。 猪 を狩 るの が 得 意 で毎 年 、集 団 で 狩 りに今 も出 か け て行 く。 彼 ら
は今 も ヒン ドゥー で ハ リー・ チ ュ ゴー ンの マ ス ジ ドの 近 くの サ ンバ リー・ ゲ
ー トまた ブー ラー 地 区 の 間 に住 ん で い る。 18世紀 の終 わ りに 、 ム ス リムの
住 民 の数 が この 地 域 で 増 えた時 、彼 らは こ こに小 さい 礼 拝 所 を一 つ と屠 殺場
を一 つ 建 て た。 お よ そ 15年程 前 に屠 殺 場 は な くな った が 、 礼 拝 所 は大 き く
な っ てマ ス ジ ドに な った。
(15)ジャ ップー・ ケ ー・ ナ ー レー・ キ ー・ マ ス ジ ド(」habbこke Nale
ki Masjid);当市 に は 次 の 三 つ の カー ス ト集 団 が 昔 か ら住 ん で い る。 ム
ラ,オ、 バ バ リヤ ー (Babariy五)、 そ して バ ル バ ー ル (Barb五1)であ る。
この 三 つ の 内 の どれ か 一 つ の集 団 の 誰 か 勇敢 な人 物 が 、 チ ャー ワニー 地 区 に
大 きい牧 場 と畑 を作 った。 彼 の 本 当の 名 前 は ジ ャ ッバ ー (Jhabb=)であ っ
た が 、通 称 ジ ャ ップー とな った。 彼 は 自分 の カー ス ト集 団 の 住 地 と ラー ム ガ
ンガ ー川 を一 本 の大 きい運 河 で結 ん で 、 自分 の 領 地 の 様 に境 界 を定 め た 。 ム
ス リム時 代 に ム ラー ダー パ ー ドが 支 配 され た時 、彼 の一 族 は彼 の 遺 志 を継 ぐ
こ とが で きず 、 わ ず か に ジ ャ ップ ー とい う名 前 が残 るの み とな った 。 運 河 は
広 々 と した と ころ に あ り、大 きい 。 この 運 河 の 岸 沿 いの ジ ャ ップー地 区 に こ
の マ ス ジ ドは あ る。 お よ そ 150年程 前 の もの と言 わ れ て い る。
(16)ラッジ ャル・ ワー リー・ マ ス ジ ド(Rajjhar W51T Masjid);先
に述 べ た カ ー ニ ー パ ー地 区 は ス ィ ッ ダ派 の 信 徒 が分 裂 した た め に 、 三 つ の 地
区 に分 か れ た 。 中 心 地 は カー ニ ーパ ー 。キ ー・ ガテ ィヤ ー と呼 ばれ 、 ス ィ ッ
ダた ちの 道 場 の 部 分 は ガ リー (Ga:hi)と言 われ て い る。 そ して 、 この 場
所 に ジ ャー ル ヴ ィール (」harvir)とい う名 の サ ン トの 古 い 廟 が あ る。 毎
年、ラクシャー バンダンの祭りの頃に、ここでスィッダの集会(Chariジ五)
が開 か れ る。 二 番 目 の場 所 は この 両 者 の 中 間 に あ り、 ラ ッ ジ ャル とい う名 の
サ ン トの 名 前 が つい て い る。 これ ら三 者 と も現 在 の ナ ワー プ・ プ ラー・ プー
ル ビー (Nawib Pur=Pirbi)地区の ラー ム ガ ンガ ー川 沿 い にあ る。 この ス
ィッ ダゆか りの 土 地 に 昔 か ら住 ん で い るの は 、 マ ッラーハ (Ma115h=漁師 )、
クム ハ ール 、 カハ ール 、 ゴー ス ィー (GhOsi)(148)、そ し て デ ィ_マル (Dhi
mar)(149)たちで ぁ る。 ゴー ス ィー た ちは ム ス リム で あ る。 そ こで 、彼 らの
居 住 区 を ゴー ス ィヨー ン oキー・ ア ー バ ー デ ィー (Abldi)、そ して ラ ッ ジ
ャル・ ワー リー・ マ ス ジ ドを ゴー ス ィ ヨー ン・ キ ー・ マス ジ ドと も言 う。 ラ
ッ ジ ャルの 公 園 (Btt g)に彼 らが 住 み つ い た た め に 、 マ ス ジ ドを ラ ッ ジ ャル
の マ ス ジ ドと言 うよ うに な った 。 お よ そ 125年前 の 建 立 で あ る。 ラ ッ ジ ャ
ル は たぶ ん ニル グ ン派 の サ ン トで あ ったの だ ろ う。
17)バーバ リー・ ワー リー・ マス ジ ド(B]bari W51■Masjid)一―
カルバ ラー (Karbal五)の近 く ;当市の イー ドガーハの近 くに市の 境 界 を
流れ てい る カル ー ラー (Karl15)とい うメ||のこち ら岸に ラー ジプー ト時代
の井戸 が一つあ る。 この井戸 には水面 に まで降 りるための階段が造 られ てい
る。 こうした井戸 の ことをバーバ リー と言 う。独立後、 ム ス リムた ちが この
井戸の ところに マス ジ ドを建 てた。彼 らは これ よ り100ガズ (約91m)
程先に、毎年モハッラム(MOharramゞ150)の祭りのためにやってくる。
カル ー ラー とい う語 は カル バ ラー (Karball')に似 て い る。 そ こで彼 らは
こ こを カル バ ラー と呼 び慣 わ して い る。 こ こに小 さな墓 地 もあ る。
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以 上 に 多 い の が タ キ ヤ ー (Takiy■)のマ ス ジ ドと云 われ て い る もの で あ る。
つ ま リタキ ヤー即 ち墓 地 の付 属 して い る マ ス ジ ドで あ る。 グル ガー ハ 、 ジ ャ
ー ラ トもタキ ヤー の マ ス ジ ドで あ る。 モ,ティー・ バ ー グ (MotT B5g)の
ドゥー ン デ ー・ カー ン・ ナ ワー プの マ ス ジ ド、 そ して ラー ル・ パ ー グの厩 の
あ る大 きい マ ス ジ ドも同様 で あ る。 この 二 つ の マ ス ジ ドは装 飾 と建 築 の 点 か
ら古 い もの で あ ろ う。
さて 、 これ は 当 市 で 最 も古 い ダル ガ ー ハ で あ る。 ス ン ナ派 ワ ク フ 。ボ ー ド・
ラ ク ノー ( Sunni Saigathan S、qf Board Lakhnau )の監 督 の もとに
市 内の ワ ク フ委 員 会 が 管 理 して い る。 この ダル ガーハ は エ ー クチ ャク ラ ー
(Ekcakrl)、 アル ガ ワー ン プル (Argawlnpuうの チ ャ ッカル・
カー 。マ イ ダー ン (Cakkar ktt Maidttn)とい う名 の 地 区 に あ る。 ラー ム
ガ ン ガー川 岸 の広 い地 区 で あ る。 昔 か らの 言 い 伝 えで よ く知 られ て い る二人
の サ ン ト、 シ ュ リー・ ミシ ュ リー・ ギ リ 。ジー とハ ザ ラ ト・ シ ャーハ 。ブ ラ
ー キ ー・ サ ー ハ ブ と は、 今 日 も ヒン ドゥー・ ム ス リム融和 が 話題 に な る時 に
は その 名 が 思 い 起 こ され る。 シ ャー ハ・ サ ー ハ プは 250年程 前 に 当市 で 亡
くな っ た。 彼 の 二 人 の 妻 に は九 人 の 子供 が あ つたo子供 た ちは み な神 童 と言
わ れ た。 シ ャー ハ・ サ ー ハ プの廟 に は彼 の上 の 二 人 の 息 子 の墓 が あ る。 彼 の
も う一 人 の 息 子 の 基 は 本 県 の ター クル ドゥワ ー ラー (Thttkur Dwttrl)と
い う所 の 、 シ ャー ハ・ サ ー ハ プの 師 の廟 の近 くに 、 カ イ ヤ ー ン・ ヮ ー リー・
ミラ ク (Kaiy五V｀ttli Milak)地区 に あ る。 さ らに 別 の 息子 と妻 の 一 人 の
墓 は ム ラ ー ダー パ ー ドの北 の 境 に あ る ビ ジ ュ ノール (BijnOr)県の シ ヴ ァ
ハ ラー (Sivahar五)とい う土 地 に あ る。 も う一 人 の 妻 と二 人 の 娘 の 墓 は 当
市 の ダル ガ ー ハの 近 くの 墓 地 に あ る。 一 人 の息 子 の 墓 は イギ リス統 治 時 代 の
流 刑 地 ア ン ダマ ン島の ニ コバ ー ル の ど こか に あ る。 二人 目の 妻 につ い て は何
もわ か らない 。
市 内 の数 あ る ダル ガー ハや ジ ャー ラ トの 中 で 収 支 が は っ き りして い るの は
この ダル ガー ハ だ けで あ る。 毎 年 イ ス ラ ム暦 2月、 サ フ ァル (Safar)月
の 25日か ら28日までの 4日間 、 この ダル ガー ハで 盛 大 な ウル スが 祝 わ れ
る。 1979年は 252年目の ウル スで あ った。 この 四 日間 、 ダル ガー ハの
境 内 で 市 が 立 ち、 その 席 料 が お よ そ 10,000ルピーで あ る。 毎 週 25ルピ
ー、 従 って年 間 1,500ルピー程 が お賽 銭 や お供 えの形 で は い る。 この 他 に
バ ター サ ー (Ba ttts五=砂糖 菓 子 の一 種 )や掛 布 とい った供 物 が 別 に あ る。
ダル ガ ーハ 内の 部 屋 の 家 賃 が 毎 年 約1,000ルピ ー。 これ らの 収 入 は ダル
ガー ハのムタワッリー (Mutawalll S152)でぁるイシュテイヤー ク・フサ
イン(I`tiyaq ttuSain)氏によって管理上の必要に応じて支出される。
供 物 の 掛 布 や その他 は ダル ガ ーハ に参 詣 に来 る信 者 た ちに 配 られ る。 遠 方 か
ら願 掛 け に きて 、授 った子 供 た ちの 長 寿 を祈 って人 々は これ らの掛 布 を子 供
に着 せ る。 この ダル ガー ハ 内 に は プ ラーキ ー・ サ ー ハ プの 時 代 の 古 い マ ス ジ
ドが あ って時 々建 増 され て い る。
(19)ダル ガ ーハ・ ハ ー フ ィズ 。マ ジ ャル ッ ラー・ シ ャー ハ・ シ ャ フ ィー・
チ シ ュテ ィー・ ニ ザ ー ミー (Dargah Httfiz Majarulll Slh Safi
Cigti Nizttml); この ジ ャー ラ トは お よ そ42年前 、 ヒ ジ ュ ラ暦 1358
年 に建 て られ た 。 ハ ー フ ィズ は イ ラー ハ ー バ ー ドの人 で あ った 。 ア ッ ワル・
ジ ャマー デ ィー月 (Avval Jamttdi=イス ラム暦 5月)のウス マー ニ ー
(U s mttnT)に毎 年 、 イ ラ ー ハ ー パ ー ド、 バ ー ガル プル 、 ムル ター ン、
そ して パーキスターンの カ ラチで ウル スが祝 わ れ る。 彼 の 信 者 は パ ン ジ ャー ブ
の 人 た ちが 多 い 。彼 らは魚 、牛 、水 牛 の 力 そ して大蒜 をハ ー フ ィズ が禁 じ ら
れ た と して食 べ ない 。鹿 、 山羊 、鶏 等 の 向 は食べ て もよ い。 ハ ー フ ィズ は第
一 次 世 界 大 戦 の 時 、 バ ル ー チ ー の 部 隊 で 軍 曹 で あ った。 パ ター ン人 で あ った。
(20)ジャー ラ ト・ シ ャーハ・ サ フ ァー・ ミヤー ン (Zyarat Stth Saf五
Mi ytt n);この廟 (Bl:=)はシ ャー ハ・ サ フ ァー地 区 に あ る。彼 は デ カ ン
の ハ イ ダ ラー バ ー ドの人 と言 わ れ て い る。 イ ギ リス統 治 時 代 に政 府 の仕 事 で
ム ラー ダー バ ー ドに来 た 。 当地 の サ ン トた ちの 影 響 を受 け て行 者 とな った。
75歳で歿 した ら しい 。
(21)ニー ム・ ワー リー・ ジ ャー ラ ト(NIm W51l zylrat);プリス :ラ
ィ ン ズの バ ン グ ラー・ ガ ー ンオ地 区 の 近 く、チヤー フ ニー 地 区 に あ る ハ ザ ラ ト・
ア ー リム・ シ ャーハ (Ⅱ3Zarat ttn im stth)のこの 廟 は一 本 の ニ ー ムの 木
(イ ン ド栴 檀 の木 )の下 に あ るた め上 記 の名 で呼 ばれ て い る。 彼 は ハ ザ ラ ト・
プ ラ ー キ ー・ シ ャー ハの 母親 の一 族 出 身 と言 われ て い る。 彼 は高 名 な行 者 で
あ った。 毎 週 木 曜 日に人 々は お供 え を し にや って来 る。
(22)ジャー リー・ ワー レー・ サ イ ヤ ド・ ミヤー ン oキー・ ジ ヤー ラ ト
(」httII Wttle Sayyid Miyttn ki zyrrat);1945年に鉄 道 省 の 役
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人 と して赴 任 して きた チ ョー テ ー・ ミヤ ー ン・ カー ダ リー (Chote Miyttn
Qadari)は3年後 、 あ る尊 い 行 者 の 墓 が 茨 の 藪 (」haFi)に覆 われ て い る
とい う夢 の お告 げ を受 け た。 た だ ちに 、 カー ダ リー氏 は 藪 を切 り払 い 、 サ イ
ヤ ド・ ミヤ ー ンの廟 を建 て た 。氏 に よれ ば 、 この ジ ャー ラ トは とて も古 い も
の だ そ うで あ る。 彼 は 自 ら最 初 の ム タ ワ ッ リーに もな った 。鉄 道 の仕 事 の 傍
ら、 毎 週 木 曜 日に氏 は こ こに来 て 、願 掛 け に お参 りに来 る人 々 に結 ん だ青 い
紐 と ジ ャー ラ トの 土 の 包 を授 け て い る。 人 々は パ ター サ ー 、 お金 、 そ して 掛
布 等 を供 え る。筆 者 が この ジ ャー ラ トで 見 か け た の は若 い娘 や 婦 人 ばか りで
あ った。 男 性 は見 か け なか った 。 お そ ら くあ ま り来 ない の で あ ろ う。 カー ダ
リー氏 に よれ ば 、 サ イ ヤ ド・ ミヤ ー ンは二 人 兄 弟 で あ ったo他の 二 人 の 基 は
市 内の カ ンパ ニ ー・ バ ー グ (cOmpany B'g)地区 に あ り、 そ この ム タ ワ ッ
リー も氏 が つ とめ てい る。
23)アジ ャマ ト・ ウ ッ ラー 。カー ン 。キ ー 。ジ ャー ラ ト(Ajamat UH=
Kh●n kr zyarat); この 人 物 は イ ス ラム統 治 の 最 後 の ころの ム ラー ダー
バ ー ドの総 督 で あ った 。 彼 を記 念 して地 区全 体 をバ ー ラハ ダ リー (Btt r a h
Dari｀153)と呼 ん で い る。 この ジ ャー ラ トは古 く、天 丼 の な い バ ー ラ ハ ダ
リー に墓 が あ る。 しか し、 信 頼 で きる記 録 は残 って い な い 。
ム ラー ダー バ ー ド市 の キ リス ト教 会
1802年、借 金 の か た に ィ ギ リスが ア フ ド王 国の 支 配 権 を奪 った時 か ら、
ム ラー ダー バ ー ドに キ リス ト教 が 正 式 に普 及 し始 め た 。 ム ラー ダー バ ー ドは
当時 、 デ リーの ム ガル帝 国領 と端 を接 し、 ア ワ ドの太 守 領 で あ った ル ヘ ール
カ ン ドに あ った 。 続 い て デ リー の 支 配 権 が イギ リスに 移 る と、 当市 の チ ャー
ヮニー (駐屯 地 )はさ らに 大 規 模 な もの に な つた 。 1857年の反 乱 時 に は 、
当市 にお い て も激 しい戦 闘 が あ った 。 1861年に現 在 の プ リス・ ラ イ ンズ
と シ ヴ ィル・ ラ イ ンズ地 区に キ リス ト教 徒 た ちの非 常 に広 い居 住 区が 発 展 し
た。 イギ リス統 治 時代 の 当市 は、 キ リス ト教 徒 の 居 住 区の 四 方 を警 察 と軍 隊
が 囲 ん で い る よ うな格 好 で あ った。 イ ン ド人居 住 区 と イギ リス人 居 住 区 の 間
に 、 カ ンパ ニ ー・ ガー デ ンが あ って 、 イギ リス人 た ちが 家族 連 れ で散 歩 を し
た りしてい た 。 イ ン ド人 は公 園 の 外 に立 って 、 自人 の高 官 の 子 供 の お守 りを
した り、彼 らに雇 わ れ た りして い る 自分 の 縁 者 た ち を見物 す るた め にや つて
きた もの だ った 。 こ う した折 りに 、 イ ン ド人 と イ ギ リス人 官 吏 の家 族 同志 が
会 うよ うな こ と もあ った 。 カ ンパ ニ ー・ ガー デ ン と市 街 地 の 間 に刑 務 所 と売
春 宿 が あ ったoチャー ワニ ーに は外 国人 専 用 の 酒 保 が あ り、品 物 が 安 く買 え
た 。
1857年の 反 乱 の 際 に、祖 国 に背 い て イギ リス人 に協 力 した人 々は ラー
イバ ハ ー ド ゥル (R=y Bahttdur)とか ラー ジ ャー とい つた称 号 を イギ リス
人 か ら授 け られ た 。 ム ラー ダー バ ー ドの 住 民 た ちが 利 己 心 故 に 、愛 国心 を ど
れ 程 失 な って し ま つて い たか は 、 当時 サ ーの称 号 を持 ってい た イ ン ド人 が 同
時 に 、五 人 もい た こ とで 良 くわ か るだ ろ う。 連 合州 の 知 事 で あ った サ ー 。モ
ー ラ ヴ ィー・ ム ハ ン マ ド・ ヤー ク ブ (Sir MaulavT Mu、 II・lad Y=qub)、
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そ して イ ギ リス総 督 参 事 会 (British GOvernors Counsil)の最 初 の イ
ン ド人 参 事 会 員 、 サ ー・ ジ ャ ガデ ィー シ ュ・ プ ラサ ー ド(Sir」agadi ζ
Prasid)もム ラー ダー バ ー ドの 人 で あ った。 サ ーの 称 号 を得 た 残 りの 二 人




(Sir Mahmud■1■)でぁ る。 57年の 反 乱 で は メ ー ラ ト、 ム ラー ダー バ
ー ドの人 々が 指導 的 立 場 に あ った一 方 で 、 ラー ジ ャー、 サ ー 、 ラー イ バ ハ ー
ドゥル とい った称 号 を得 た イギ リス統 治 の 支 持 者 、祖 国 に対 す る裏 切 り者 の
数 もまた 少 な くは なか った とい うこ とが わ か る。 こ うして 、 イ ギ リスの 支 配
下 、 自分 の 勢 力 を伸 ば そ う との 意 図 か らキ リス ト教 徒 の数 が 増 え てい った 。
彼 らは イ ギ リスの保 護 を受 けつ つ 教 会 を建 立 した。
当市 の キ リス ト教 会 は ロー マ 。カ トリ ック教 会 と プ ロテ ス タ ン ト教 会 の 二
つ に大 別 す る こ とが で き る。 1904～05年の セ ンサ ス に は 調 査 を した L.
F.パー ク レー (Barkley)自身 が ク リス チ ャンで あ りな が ら、 キ リス ト
教 会 に 関 す る何 の 記 録 もな いの は ま こ とに 不思 議 と しか 言 い よ うが な い 。 も
しか す る と彼 は ロー マ・ カ トリ ック信 者 で あ ったの か もしれ ない 。 とい うの
は 当時 ム ラー ダー バ ー ドに は カ ト リック教 会 は一 つ もな か った か らで あ る。
① ロー マ・ カ トリ ック教 会
(1)聖ア ン トニ ー教 会 (Saint AnthOny Church)
これ は ロー マ・ カ トリックの 唯 一 の教 会 で 、 シ ヴ ィル・ ラ イ ンズの マ ノー ラ
ン ジ ャ ン・ サ ダ ン (Manorゴnjan sadan)の近 くに あ る。 この教 会 の基 礎
は 1911年、 デ リー・ グル バ ー ル (Dilli Darbttr)(154)の時 に築 か れ
た と言 わ れ てい る。 現 在 の神 父 は これ に 関 して何 も知 らない と言 う。 訊 ね て
み る と、 お よそ 75年程 前 に建 て られ た もの で は ない か との 返 事 で あ る。 神
父 は この教 会 に赴 任 して きた ば か りで あ る。 神父 に よ る と教 会 に は何 の 由来
も刻 まれ て い な い との こ とで あ る。教 会 は平 凡 な建物 で あ るが 、正 面 の 庭 に
聖 母 マ リヤの美 しい石 像 が あ る。
② プ ロテ ス タ ン ト教 会
(1)聖ポ ー ル 教 会 (Saint Paul Church); プ リス・ ラ イ ンズ に あ る。
建 立 に つ い て記 した石 碑 は ない 。 当市 の 最 も古 い教 会 で あ る。牧 師 (PIdari)
に よ る とお よそ 1840年頃 に 建 て られ 、 1857年か らこの 教 会 に つ い て
の 記 述 が公 文 書 に 見 え る とい う。 これ は北 イ ン ド教 会 (Church of NOrth
l ndia)によ って管 理 され てい る。
③ メ ソ ジ ス ト教 会 (Methodist Church)
市 に メ ソ ジス ト教 会 が なか った 頃 は メ ソ ジス ト大 学 内 の 付 属 教 会 堂 が礼 拝
の た め に用 い られ て い た。 後 に二 つ の メ ソ ジス ト教 会 が llB次建 て られ た 。
(1)セン トラル・ メ ソ ジス ト教 会 (Central MethOdist Church);こ
れ は古 い 建 物 で あ る。 1885年に サ ー・ ジ ョン・ ク レー ク ラー フ ト・ ウィ
ル ソ ン (Sir John Krekrift?WilsOn)c.B`155)、K.c.s.I≦156)
県 行 政 長 官 (Magistrate),徴税 官 判 事 を記念 して、 この 教 会 が 建 て られ た 。
これ は タ ウ ン・ ホ ール の近 くに あ る。 現 在 は お よ そ 20年前 程 か ら、 この 教
会 で は礼 拝 は ま っ た く行 な われ て い ない 。 人 々 は この教 会 を ガ ン ター・ ガル
(Ghan!]Ghar=鐘楼 )と呼 ん で い る。 4階建 で あ る。 四 階 の 塔 は 77年
に崩 壊 した。 25年前 か ら4個の 鐘 も取 りは ず され た ま ま に な って い る。
(2)ダー ン グ oメソ ジス ト教 会 (Dig Methodist Church);これ は裁
判 所 の近 くの ダー ン グ居 住 区 に あ る。 大 部 分 が ヒン ドゥー不 可 触 民 か らの 改
宗 者 が 日曜 日の 礼 拝 に や って来 る 。 この教 会 は独 立 運 動 が盛 ん な 頃 の 1942
年 に キ リス ト教 徒 が 安 全 に礼 拝 で き る よ うにす るた めに 建 て られ た 。
(3)フイ リ ップ oメモ リアル・ メ ソ ジス ト教 会 (Philip Memorial MethO―
dist Church);これ は市 の最 大 の教 会 で 1966～7年に建 て られ た 。
建 築 の 点 か らみ て 、現 代 の そ して現 世 代 の もっ と も美 しい 建物 で あ る。 この
教 会 は ミッ シ ョン・ ガ ール ズ・ カ レ ッ ジ (MissiOn Giris'College)の
敷 地 に続 い て い る。 当市 の改 宗 キ リス ト教 徒 の 大 部 分 は ヒン ドゥーの 元 シ ュ
ー ドラの 人 々で あ り、 その 内 の大 部 分 が メ ソ ジス ト派 に属 して い る。 従 って
ダー ン グ・ メ ソ ジス ト教 会 の礼 拝 者 は下 位 カー ス トか らの 改宗 者 が 多 く、 そ
の他 の キ リス ト教 徒 に比 べ て 、 その生 活 水 準 は相 当 に低 い 。 その ため生 活 水
準 の 高 い 人 々の た め に この 教 会 が 建 て られ た 。
③ セ ヴ ン ス・ デ イズ・ ア ドヴ ェ ンテ ィス ト 教 会 (Seventh Days Adven―
tist Church);市の 最 も新 しい キ リス ト教 の 一 派 で あ る。 まず 1965
年 に この 派 の 大 学 が 開校 され 、 後 に小 さな教 会 に な った 。 1975年に 増 築
され た。
④ ペ ン テ コス タル 教 会 (PentecOstal Church);1950年の 建 立 で あ
る。 この 派 (ペンテ コス タル派 で は父 、 子 、精 霊 の 三 位 一 体 が 礼 拝 の 対 象 と
な って い る 一 原 註 )の基 礎 が 築 か れ た につ い て は一 つ の 神 秘 的 な言 い伝 え
が あ る。 ヨハ ン・ カー ネ リウス 、 そ して T.V.リッダル に夢 で お告 げ が あ
った 。 即 ち霊 感 を感 じた 。 そ こで 彼 らは つ き動 か され た 。 カ ン ジ ャ リー・ サ
ラァ イ地 区の 一 軒 の 借 家 に この 派 の 礼拝 所 を開 い た。 今 日 もその 礼 拝 所 は そ
の ま ま続 い て い る。 現 在 、 管理 して い るの は退 職 した子 供 の い な い女 性 教 師
で あ る。 後 継 者 は誰 もい ない の で 、 この 派 の 将 来 は 明 るい とは言 えな い 。 キ
リス ト教 の慣 習 に従 って マザー と呼 ばれ てい る彼 女 は、 先 の こと を案 じて お
り、 自分 が 老 齢 に あ る こ とを考 え て 同 じ派 の 他 の 教 会 と手 紙 をや りと りして
い る。 この 派 の 人 々 は十 字架 に か け られ た後 、五 日 目に イエ スが天 の 神 の 御
元 に着 い た と信 じて い る。 また 三 位 一体 の 創造 を信 じて い る。
⑤ サ ル ベ ー シ ョン・ ア ー ミー教 会 (Sarvation Army Church);この 教
会 は コ ー ト・ ロー ド(Court ROad)のガー ン デ ィー・ ア ー シ ュ ラム (G五―
dhi A6ram)の近 くの 第 25大隊 駐 屯 地 の前 に あ る。 1930年に建 て ら
れ た 。 チ ャー フニ ーの 南 、 シ ヴ ィル・ ラ イ ンズ に あ る。 この 派 の 人 々は イー
ス ター の 祭 りを もっ と も熱 心 に祝 う。 本 部 は カル カ ッタに あ る。救 世 軍 の将
軍 が か つ て この教 会 を訪 れ た こ とが あ る。 しか し、 訊 ね て み て もそれ が い つ
の ことで あ った の か 不 明 で あ る。 この派 に は軍 隊 式 に 一 つ の 旗 の 下 を く ぐ っ
て入 場 す る慣 習 が あ り、 それ が バ プ テ ィス マ と同様 の もの とな って い る。
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1979年2月12日、 ナ ワー ブ プ ラー 、 ム ラー ダー バ ー ドに て記 す 。
プ シ ュペ ー ン ドラoヴァル ナ ワー ル 。
註
(1)(700-750)。不 二 一 元 論 を説 き、 イ ン ド最 大 の 哲 学 者 と称 され
る 。 ケ ー ラ ラ州 の カー ラデ ィー (Kttl adi)で生 まれ 、 諸 国 を遊 説 し た後 、
ヒマー ラ ヤ地 方 の ケ ー ダー ル ナ ー ト (Ke dtt r ntt t h)で歿 した 。
(2)Saikara シ ヴ ァ神 の 別 名 。 恵 を与 え る者 の 意。 シ ヴ ァの 光 明 面 を表
現 す る名 前 。
(3)Thl n 本 来 は単 に場 所 を表 わ す 語 だ が 、 特 に神 、女 神 の 住 い 所 を意 味
す る場 合 が あ る (<S.s t htt n a)
(4)イン ド暦 12月。 太 陽 暦 で は 2～3月頃 に あ た る。
(5)自檀 ま た は サ フ ラ ンで 染 め た米 。 神 像 を新 た に安 置 す る時 、 また結 婚 式
の 時 な どに それ ぞれ 像 、新 郎 、 新 婦 の額 につ け た りす る。
(6)ホー リー の 八 日の 意 。 パ ー ル グ ン月 の 自半 の 八 日か ら満 月 まで の 八 日間 。
この 間 は旅 行 、結 婚 等 の祝 い事 は避 け るの が普 通 で あ る。
(7)イン ド暦 1月。
(8)僧院 、学 院 。 一 人 の マ ハ ン ト(僧院 長 )を中 心 に修行 僧 た ちが生 活 し な
が ら教 学 と修 行 をす る場 所 で 、 マ ンデ ィル とは元 来 性 格 を異 にす る。
(9)最初 の 主 の 意 で シ ヴ ァ神 の 別 名 。特 に ナー ト派 の伝 説 上 の 創 始 者 と して
この 名 で 呼 ばれ る 。
(10)サンス ク リ ッ ト語 で は マ ナ ス ィ (manasi)はマ ナ ス (manas=心)
の 単 数 処 格 形 で「 心 の 中 に 」「 心 に お い て」 程 の 意 味 とな る。
(11)普通 に は 、 中 世 北 イ ン ドで 唯 一 、無 属 性 (Nirgu■ )  ヽ遍 在 す る神
へ の 信 仰 を唱 え、 偶 像 崇 拝 を始 め とす る既 成 宗 派 の偽 善 を攻 撃 した一 群 の 聖
者 (Sant)たちを指 す 。 中 で も後述 され る カ ビー ル 、 ナ ー ナ クは代 表 的 な
サ ン トで あ る。
(12)一説 で は ヴ ァイ シ ャ階級 。 ヴ ィ シ ュ ノー イーの 名 は ヴ ィ シ ュヌヘ の信
仰 か らつ い た 名 で あ る。
(13)グプ タ朝 を亡 ば した フー ナ族 (自匈 奴 )の王 。 (在位 510-528)。
仏 教 徒 を残 酷 に 弾 圧 した こ とで 知 られ る。
(14)10世紀 ごろか らア ッサ ム、 ベ ンガル、 ネパ ー ル 、 次 い で 北 イ ン ドー
帯 に広 ま った ヒン ドゥー教 の 一 派 。 タ ン トラ教 の 影 響 が 強 く、仏 教 の 金 剛乗 、
シ ャ クテ ィ派 、 ア ゴー ル派 と もつ なが りを持 ち、 ハ タ・ ヨー ガに よ って 肉体
の 鍛 練 を重 視 す る。 ス ィ ッダ とは修 行 を完 成 した 者 を言 い、 84名を数 え る。
(15)ハタ 。ヨー ガの修 行 者 の 意 で 、 上 記 ナー ト派 とほ ぼ 同義 で使 わ れ て い
る。 ハ タ・ ヨー ガ は荒 行 ヨー ガ と も肉体 の ヨー ガ と も言 わ れ 、 ヨー ガの 思 弁
的 一 面 を離 れ て ひ た す ら苦 痛 を伴 う坐 法 を修 し、 超 人 的 な力 を得 よ うとす る
もの で あ る。
(16)シヴ ァ神 の妃 ドゥル ガ ー、 また は カー リー の 神 聖 な活 動 力 (性力 )を
崇 拝 す る タン トラ教 の 一 派 。
(17)84人の ス ィ ッダの 内の 一 人 。 カ ー ンハ パ ー (K三,hap五)とも言 う。
ゴー ラ クナ ー トの 弟 子 で あ つた と言 われ て い る。
(18)集団 で 輪 座 して 酒 (Madya)、肉 (五isa)、魚 (M atsya)、炒
った穀 物 (Mudr五、 ま た は印契 )を食 し、交 接 (Maithuna)に耽 る修 行
法 。 いず れ もマの 字 の 頭 文 字 を持 つ ことか らか く言 う。
(19)イン ド暦 5月。 雨 期 に 当た る。
(20)一名 シ ヴ ァラ ー トリ。 本 来 は黒 半 の 14日だ が 、一般 に は シ ヴ ァテ ー
ラス (ξivateras)と呼 び 13日に祝 う。 この 夜 、精 進 潔 斎 し夜 を徹 し シ
ヴ ァに祈 る と、 シ ヴ ァに合 一 し輸 廻 を断 ち切 る こ とが で き る と言 う。
(21)シヴ ァ・ リン ガの丁 度 上 に く る よ うに 、 三 脚 台 に水 の はい った水 瓶 を
載 せ 、底 に 空 け た 小 さい 穴 か らゆ っ く りと滴 が リン ガに重 れ る よ うに して す
る灌 頂 法 。
(22)世界 の 創造 主 ブ ラ フ マ ン (Brahman)を信 じ、 プ ラ フマ ン との 合 一
に よ って解 脱 を図 ろ うとす る者 。
(23)別名 ル ドリー (RudII)。ヤ ジ ュル ヴ ェー ダ (Yajurveda)のル ド
ラ、 そ して ヴ ィ シ ュ ヌに 関 す る マ ン トラ を八 章 に編 集 した もの 。 シ ヴ ァラー
トリの 祭 の 日に夜 通 し読 誦 され る。
(24)ムリ トゥユンジャヤとは死 に勝 つ 者 の意 。 また シ ヴ ァ神 自身 の 別名 で も
あ る。
(25)種子 真 言 。 マ ン トラの 本 質 、 また マ ン トラを唱 え る対 象 とな る神 格 の
名 な どを簡 潔 に表 現 す る た め に神 秘 的 な短 い音 を重 ね た もの で 、普 通 マ ン ト
ラの最 初 に唱 え られ る。
(26)ヴィ シ ュ ヴ ァカル マ ン (Viζvakarman)。 リグ・ ヴ ェー ダの 神 格 で 、
「 一 切 物 の 創 造 者 」 の 意 。天 地 創 造 の 力 を神格 化 した もの で あ り、 最 高 の創
造 者 で あ る と と もに 宇 宙 的 な知 識 と知慧 をあ らわ してい る 。 (菅沼晃 編 、「 イ
ン ド神 話 伝 説 辞 典 」 )
(27)ダク シ ャは ブ ラ フマー神 の息 子 で アー デ ィテ ィヤ神 群 の 一人 。人 類 を
生 み だ した 10人の 聖 者 、 プ ラ ジ ャーパ テ ィ (創造 物 の 主 )の一 人 。 (同上 )
(28)「顎 骨 を持 つ 者 」 の 意 味 で ラー マ を助 け て ラ ン カーの 羅 刹 王 ラー ヴ ァ
ナか ら シー ター を救 出 す るの に 協 力 した猿 の 勇 士 。 (同上 )
(29)(Kama■131)行者 た ちの携 行 す る飲 み 水 を入 れ た容 器 。 金 属 、 土、
瓢箪 、 海椰 子 で 作 った ものな どが あ る。
(30)普通 は米 粉 、麦 粉 な どを まぜ て作 った顔 料 を用 いて 、 女 性 が 家 の 戸 口 、
壁 面 な どに吉 祥 の 印 と して 描 く文 様 状 の絵 を指 す 。
(31)Ⅲ― (3)を参 照 。
(32)「近 づ き難 い 女 神 」 の意 で 、 シヴ ァの 神 妃 。 カ ー リー と と もに シ ヴ ァ
の 暗 黒 面 を あ らわ して い る。 (菅沼 、前 掲 書 )
(33)「恐 ろ しい 者 」 とい う意 味 で 、 シ ヴ ァ神 の 別 名 。 (同上 )また、 シヴ
ァの 巻 族 の 一 人 で シ ヴ ァ自身 の 化 身 と も言 わ れ る。 バ イ ロー ン (Bhairo)o
(34)元来 は小 さい マ トを表 わ す 。 また 、 ナ ー ト派 の 行 者 の 墓 が あ り、 そ こ
に行 者 た ちが住 ん で い る よ うな場 所 の こ と も言 う。
(35)シュ ラー ブ ナ月 の 5日。 ナ ー ガ とは 蛇 、殊 に コ ブ ラ を指 す 。 この 日、
主 と して女 性 は ヴ ラ タの誓 戒 を立 て 、蛇 穴 に牛 亭し、乳 粥 、蓮 華 な ど を供 え る。
こ うす る と一 年 間 、 家族 と もど も蛇 の 害 か ら守 られ る と信 じ られ て い る。
(36)シュ ラー ブ ァナ月 の満 月 の 日。 この 日、女 性 た ちは 男 兄 弟 の 無 病 息 災
を願 つて 、 また バ ラモ ン僧 は 自分 の 施 与 者 た ち を祝 福 して 、 それ ぞれ 彼 らの
右 手 首 に ラーキ ー と呼 ばれ る木 綿 また は羊 毛 の紐 を結 ぶ 。 本 文 に あ る よ うに
ジ ャ ライー (」aral)と呼 ば れ る稲 また は大 麦 の 苗 を結 ぶ こ と もあ る。
(37)バー ドラパ ダ (Bhttdrapada)月(イ ン ド暦 6月、雨 期 に あ た る )の
黒 半 の八 日。 ク リシ ュナ神の 生 誕 祭 。
(38)バル トリハ リ(BhartFhari)。ウ ツ ジ ャイニ ー の 王 ヴ ィクラマーデ
ィテ ィヤの 弟 と言 わ れ る高 名 な詩 人.妻の 不 貞 を知 って 出 家 し ヨー ギ ー と な
った 。 13世紀 頃 に実 在 した ナー ト派 の 行 者 と も言 わ れ る。
(39)前記 バ ル トリハ リの 姉 妹 マ イ ナ ー ヴ ァテ ィー の 息 子 と言 わ れ て い る。
ナ ー ト派 の 行 者 で 、 ス ィ ッダの 一 人 で あ った、 ベ ン ガル の ゴー ブ ィン ドチ ャ
ン ドと同定 され る こ とが あ る。
(40)12世紀 の ナ ー ト派 の 行 者 で 、 マ ツ ェン ドラ ナ ー ト(Matsyendra―
ntt t h)の弟 子 。 ゴー ラ ク ナー ト派 の 創 始 者 。 この 派 の行 者 は 水 晶 、 木 、 石
等でできたイヤリングのために耳を穿つことからカンパター(Kanphat三)
と も呼 ばれ る。
(41)代表 的 な弦 楽 器 の一 種 。 ナ ー ト派 の行 者 た ちは 有 名 な ス ィ ッダた ちの
生 涯 や讃 歌 を この 楽 器 の 伴 奏 で 語 りな が ら、 布 施 を半 ば強 要 して 歩 く。
(42)「山の 娘 」 の 意 。 シヴ ァの 神 妃 で あ るが 、 ドゥル ガー ま た は カー リー
とは違 い 、美 し く貞 節 な性 格 で ガ ネ ー シ ャと ス カ ン ダの 母 で あ る。
(43)モス ク、学 校 、 病 院 等 の公 共 施 設 、 ま たは福 祉 施 設 の た め に土 地 な ど
を寄 進 す る こ と。 また は その 土 地 を指 す 。
(44)ムガル 第 6代皇 帝 。 在 位 1658-1707年。
(45)バー ドラパ ダ月 の 白半 の 3日。 ハ リター リカー (Ha r i ttt li kl)また
は単 に テ ィー ジ と も言 う。 この 日、 女 性 た ちは新 しい服 に着 更 え ヴ ラ タ を行
ない 、特 に シ ヴ ァ・ パ ー ル ヴ ァテ ィー を礼 拝 す る。
(46)ジェー シ ュ タ月 の 白半 の 10日。 ガ ン ガー・ ダ シ ャハ ラー (Gaig五
Dasahar三)と も言 う。 ガ ン ガー川 が 地 上 に降 下 され た 日 と され 、 この 日、
ガ ン ガー川 で沐 浴 をす る と 10の罪 が清 め られ る とい う。
(47)真輸 の盆 に精 製 パ ター (ギー )また は樟 脳 を燈 した灯 明 を載 せ 、 神 像
の 足 元 で 4回、膀 の前 で 2回、 顔 の 前 で 1回そ して全 身 の 前 で 7回、 廻 らす 。
花 婿 、 また は パ ラモ ンに対 して行 うこ と もあ る。
(48)ラー マ ー ナ ン ダ (Rtt mtt n a n d a,c.1360-c.1470)の創 始 した
ヴィシュヌ派 の 一 派 。 ラー マー ヌ ジ ャ派 か ら分 か れ た 。 大衆 に向 って易 しい
言 葉 で 、 ラー マヘ の 信 愛 を説 き カ ー ス トの 別 を重 視 しな か つた。 カ ビー ル の
師 と も言 わ れ る。
(49)女性 の 子 宮 を象 った部 屋 で普 通 寺 院 の 中央 部 に あ り本 尊 が 安 置 され る。
内 陣 。
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(50)繁栄 、栄 誉 、 幸 運 の 女 神 。吉 祥 天 女 。 古 くは ラ ク シ ュ ミー と と もに 太
陽 神 アー デ ィテ ィヤの 二 人 の 妻 と され た が 、 後世 、 この 二 人 の 女 神 は 同一 の
女 神 と され る よ うに な った 。 (菅沼 、 前 掲 書 )
(51)ブラ フ マー神 の 妻 で幸 運 と美 の 女 神 で あ った が 、後 に ヴ ィ シ ュ ヌ神 の
神 妃 と され る よ うに な った。 シ ュ リー と同 じ女 神 と され る。
(52)叙事 詩 ラー マ ー ヤ ナの 主 人 公 ラー マ王 子 の 妃 。 ヴ ィデ ー ハ王 ジ ャナ カ
の 娘 。夫 ラー マ に対 す る貞節 か ら後 世 婦 人 の鑑 と敬 愛 され る よ うに な った 。
(53)金、銀 、 銅 、 錫 、 亜鉛 、鉛 、鉄 、 水銀 の 八 種 。
(54)ヴリン ダー ヴ ァナの牛 飼 い ア ヤ ナ ゴー シ ャの 妻:クリシ ュナの 愛 人 。
二 人 の 恋 愛 は イ ン ド文 学 の最 も重 要 な主 題 の一 つ で あ る。
(55)ヴィ シ ュ ヌ神 の 化 身 と考 え られ て い る黒 色 菊 石 (アンモ ナ イ ト )。 ヴ
ィシ ュ ヌ派 信徒 は この石 に花 、香 、果物 等 を供 え、 礼 拝 す る。 ヒマ ラ ヤで 産
す る。
(56)チョウ ラー ハ ー は 四 ツ辻 の 意 。 道 、殊 に 四 ツ辻 に は 様 々の鬼 霊 が 住 み 、
人 間 に種 々の 影 響 を及 ぼす との 民 間 信 仰 は イン ドばか りで は な く世 界 中 に み
られ る と ころ で あ る。 こ こで い う四 ツ辻 の 女 神 もその 一 種 か 。
(57)今日の標 準 ヒンデ ィー語 の 母 体 と な った言 語 で デ リー 、 メー ラ ト近 辺
で 話 され て い る。 ム ラー ダー バ ー ドもそ こに含 まれ る。
(58)プラー ク リ ッ ト語 の 一 種 。
(59)北部 州 の ラー ム プル で話 され て い る クマー ユ ー ニ ー方 言 の一 派 。
(60)西部 ヒンデ ィーの 代 表 的 言 語 。 ア グ ラ、 マ トゥラー地 方 を中 心 に話 さ
れ て い る。文 学 用 語 と して は ク リシ ュナ信 仰 に まつ わ る詩 作 品 その 他 に 用 い
られ 、 中 で もス ール ダー ス (Si FdiS)作ス ー ル サー ガル (Sこrsigar)が
名 高 い。
(61)東部 ヒンデ ィー を代表 す る言 語 。 ア ワ ド地 方 そ して ラ ク ノー 、 イ ラ ー
ハ ー バ ー ドな ど都 市部 で も用 い られ る。 文学 作 品 と して は トウルス ィーダース
の ラーム・チャリ ト・ マ ー ナ スが最 も重 要 で あ る。
(62)別名カテーリヤー(Katheriy五)o ラージプートの一族。
(63)トゥル ス ィー ダー ス、 (c.1527-c:1623)。ラー マ ー ナ ン ダ
か ら数 え て七 代 目の 弟 子 。 ラー マ ー ヤナ を ア ワデ ィー語 に 翻 案 したラーム・チ
ャ リ ト・ マ_ナス (ラー マ王 子 の 行 ない の 湖 )によ って 不 朽 の名 声 を得 た。
(64)ヒン ドゥー の 七 大 聖 都 の 一 つ で 、古 代 の サ ラユ ー川 の 岸 に、現在 の フ
ァイザ ー バ ー ドか ら4マイルの 所 に あ る。 日種 族 の 王 城 の 地 。 ラー マ王 子 は
この tlLで成長 した 。
(65)北部 州 西部 、 デ リー近 辺 、 そ して ラー ジ プ ター ナー 地 方 に居 住 す るバ
ラモ ン・ カー ス トの一 種 。
(66)マダルサ ー 、 また は マ ドラサ (Madrassa)。イ ス ラムの 宗 教 学 校 。
授 業 は普 通 モ ス ク内 の 礼 拝 所 で行 なわ れ るが 、 別 に独 立 した施 設 を もつ こ と
もあ る。 多 くは モ ス クに付 属 して い る。
(67)皮革 製 造 業 に従 事 す る ヒ ン ドゥーの 不 可 触 カー ス トの 一 。 現 在 は 多 く
農 業 労 働 者 と して 働 い て い る。
(68)ラー マ ー ナ ン ダの弟 子 で高 名 な サ ン トの一 人 。 15世紀 の人 。 チ ャマ
ール の 出身 で あ るが 高 位 カー ス トの 者 も含 め て大 勢 の 弟 子 を持 ち、有 名 な女
流 詩 人 、 サ ン トの ミー ラー・ パ ー イー (Mirtt B五1)もその 内の 一 人 。
(69)「供 犠 の施 設 」 の意 。 ヴ ェー ダの 祭 式 。聖 火 の 祭 壇 に米 や その他 の 穀
物 、牛 乳 、 ギ ー 、 また時 に は 肉 の 犠 生 を投 げ こみ ヴ ェー ダマ ン トラ を唱 えつ
つ神 々の 助 力 を得 ん とす る。
(70)シヴ ァの 別 名 。
(71)両月 の最 初 の 九 日間 に わ た って祝 わ れ る。 春 と秋 の それ ぞれ 収 穫 祭 の
性 格 を持 つ。 ドゥル ガー女 神 を九 つ の 姿 の 礼 拝 が な され 、九 日 目に各 家 庭 で
簡 単 に護 摩 を焚 く場 合 が あ る。
(72)ディー ワー リー (DTwl11)ともい う。 カー ル テ ィカ月 (Kttr t i ka,
イ ン ド暦 八 月 )の新 月 の 日の 夕 刻 か ら、 家 の 内外 に灯 明 を一 列 に並 べ 燈 して
ラ ク シ ュ ミー女 神 を礼 拝 す る。 美 しい 祭 りで あ る。
(73)タン トラ教 ま た民 間信 仰 に お け る鬼 女 。 羅 刹 女 。 人 肉 を喰 らい 、 カ ー
リー女 神 の巻 族 と も言 わ れ る。
(74)ピシ ャー チ ャの女 性 形 。 墓 場 に住 み 薄 暮 に 人 中 に 出没 し、思 うま ま に
姿 を変 え人 の 目 に は見 えない とい う。 もし見 た者 は九 ケ月 以 内 に 死 ぬ と も言
う。 羅 刹 女 。
(75)左道 シ ャ ク テ ィ派 の 中 で も最 も過 激 な行 法 を修 す る一 派 。 酒 肉 の 他 に
糞 尿 、死 体 まで も殊 更 に喰 い 、 見 るか らに 不 潔 な身形 で徘 徊 す る。
(76)「大 性 力 」 の 意 で カー リー女 神 の 別 名 。
(77)チャ ンデ ィー は ドゥル ガー女 神 の 別 名 。 ドゥル ガー が 様 々の魔 物 を滅
ぼす物 語 。
(78)小麦 粉 を精製 パ ター で炒 め て シ ャル バ トもし くは砂 糖 水 で 煮 つ め た甘
い料 理 また は菓 子 。
(79)方形 に高 くな った、 聖 樹 トゥルス ィー(神目等 、 シソ科 の 一 年 草 )の花
壇 。 ヴ ィ シ ュ ヌ神 との 結 びつ きが強 く、 信 者 は毎 朝 水 と牛 糞 で根 元 を清 め 、
夜 は木 の 前 に ラ ン プ を燈 す 。
(80)クリシ ュナの父 親 で 、 マ トゥラーの 王 カ ンサ の大 臣 。
(81)ティー ラー は普 通 、 地 面 が盛 り上 が った所 、 丘 程 の 意 味 で使 わ れ る 。
(82)1875年ダ ヤー ナ ン ダが創 設 した 団体 。 当時 、 キ リス ト教 な どか ら
攻 撃 を受 け てい た ヒン ドゥー教 の 改 革 を図 り、 偶 像 崇 拝 、多 神 教 等 を批・半」し
た 。 北 イ ン ド、 特 に パ ン ジ ャー ブ地 方 で 勢 力 を今 日 も保 ってい る。
(83)(1824-83)ヴェー ダ学 者 。社 会 改 革 家 。 グ ジ ャ ラー トの サ ー
ラス ヴ ァタ 。バ ラモ ンの 裕 福 な一 家 に生 まれ 、 22歳で 苦 行 者 と な った 。諸
国 を遊 説 行 脚 し、 75年に ア ー リヤ・ サ マ ー ジを創 設 した。
(84)ダヤーナ ンダの主著 (1874年)。「 真理の意味 の光 明」彼の思想
の集大成 であ るばか りでな く、 カ リー・ ボー リー・ ヒンデ ィー語 の初期 の文
章語 の例 として も貴重 な もので あ る。
(85)シヴ ァ派の一 派で、 この派の人 々は以前 は全裸で身 に一物 も着 けない




どに宗 派 の 印 と して描 く模 様 。
87)スィ ッ ダ、 ナ ー ト派 の コー ギ ー た ちが 人 々 の無 病 息 災 を祈 願 す るた め
に孔 雀 の 大 は 、火 箸 な どを持 ち、集 ま る一 日の祭 り。 1-(6)参照 。 別 の
訳 出 しな か った箇 所 で もジ ャナ マ ー シ ュ タ ミーの 日に行 な われ る とあ るが 、
X―(16)では ラ ク シ ャーバ ン ダ ンの 祭 の 頃 とあ る。
88)底部 が 広 い 管 状 に な った 土製 の煙 草 皿 。 管 の部 分 を手 に持 った り、水
煙 管 に 載 せ た りして煙 草 あ るい は大麻 を吸 うの に用 い られ る。
89)中世 の ヒ ン ドゥー の 勇 者 ア ール ハ ー と ウー ダ ラ (Udala)を主 人 公
に した勇 壮 な歌 物 語 。 北 イ ン ドの 村 々で 好 ん で 雨期 に歌 わ れ る。
90)パラ シ ュ ラ ー マ 。ジ ャヤ ンテ ィー (Paragurttma Jayanti)ヴァィ
シ ャー カ (Vaiζlkha=イン ド暦 2月 )月の 自半 の 三 日。現 在 で は殆 ん ど祝
わ れ る こ との な くな った祭 で あ る。
91)また は バ ギ ー ラ タ (Bhagiratha)。ア ヨ■ デ ィヤの 日種 族 の 王 。厳
しい苦 行 の か い あ って ガ ン ガー川 を地 上 に将 来 した と言 う。
92)マハ ー バ ー ラ タに おい て カ ウ ラ ヴ ァとパ ー ン ダ ヴ ァ両族 の 勇 士 に 弓術
を教 え た バ ラ モ ン。彼 自身 はパ ラ シ ュラー マか ら弓術 を教 わ った と され る。
93)パンチ ャー ラ国 の 王 。上 記 ドロー ナの 竹 馬 の 友 で あ つた が 、 や が て大
戦 争 に おい て彼 に殺 され た 。パー ン ダヴァの 五 王 子 の妻 ドローパ デ ィを娘 に持
94)マハ ー バ ー ラ タの中 心 的 人 物 像 の 一 人 。 シ ャー ン タヌ王 と ガ ン ガー
女 神 の 第 八 子 。生 涯 独 身 の誓 い を立 て 、 ビー シ ュマの 名 (厳格 な、厳 しい と
い う程 の 意 味 )もそ こに 由来 す る。大 戦 争 に おい て 戦 死 す る。
95)シャー ン タ ヌ王 の 養 子 。 ドロー ナ と同 じ くカ ウ ラ ヴ ァ、 パ ー ン ダ ヴ ァ
の若者の弓術の師範となった。彼の姉妹のクリノドー (K=p五)はドローナの
妻 で もあ る。
96)註(46)参照 。
97)カー ル テ ィカ月 (K]rtika=イン ド暦 八 月 )の満 月 の 日。 この 日ガ
ン ガー川 を始 め とす る聖 河 で沐 浴 す る と罪 業 を滅 し、 多 くの 功 徳 を積 む こと
の で きる神 聖 な 日 と され る。 有 名 な聖 地 、聖 河 の近 くには イ ン ド全 土 に大 小
の 市 が立 ち賑 わ う。
98)仏教 建 築 で は普 通 、塔 院 と訳 され 、 内 陣 の 奥 に ス トゥーパ を安置 した
礼 拝 供 養 の た め の 場 所 と され てい る。
99)詩聖 カー リダー サ (K=l idtt sa)作の 叙 情 詩 。「 雲 の 使 者 」 。
100)マッ リナ ー タ・ スー リ(M311inこtha Siri)14～5世紀 の サ
ンス ク リ ッ ト・ カー ヴ ィヤの 有 名 な註 釈 家 。
101)(Svetlmbara)と(Digambara)、自衣 派 は僧 尼 の 着 衣 を容 認
す るに 対 し、裸 行 派 は無 所 有の 教 え に反 す る と して 裸 行 の遵 守 を主 張 す る こ
と、 また 裸 行 派 は裸 行 の 実 践 の 不 可 能 な女 性 の 解 脱 を認 め ない こ とな ど、概





守 的 グル ー プ とい え る。 (早島鏡 正  「 仏 教 。イ ン ド思 想 辞 典 」 )
102)ジャイ ナ教 第 八 代 の 祖 師 。
103)(c。前599～C.467、生 没 年 に つい て は その 他 諸 説 あ り )。 ジャ
イナ教 の 開 祖 。苦 行 の 末 、 ニ ル ヴ ァー ナ を得 て ジナ (勝利 者 )ともマハ ー ヴ
ィー ラ (大勇者 )とも称 され た。
104)始祖 リシャバ(■6abha)より数えて第五代目の祖師。
105)ジャイナ教 第 23代の 祖 師 。前 8～9世紀 の人 。 ベ ナ レスの 王 家 の
生 まれ で あ ったが 30歳で 出家 した。 マ ハ ー ヴ ィー ラの 両 親 は彼 の 信 者 で あ
った 。 ジ ャイ ナ教 の 実 際 の 創 始 者 と言 われ る こ と もあ る。
106)(1440-1518)ベナ レスの 貧 しい ム ス リムの 職 工 の 子 。 一
説 で は バ ラ モ ンの 寡 婦 の 私生 児 と され る。 ラーマ ー ナ ン ダの弟 子 の 一 人 で 、
ブ ィ シ ュ ヌ派 の 改 革 者 。 偶 像 崇 拝 と様 々 な偽 善 を攻 撃 し、 唯 一 至 高 の 神 へ の
信 愛 を大 衆 の 言 葉 で 説 い た 。 ヒン ドゥー 、 ム ス リム 両教 徒 の 信 者 を多 く得 た。
現 在 カ ビー ル パ ンテ ィー (Kabi I Panthi)と呼 ばれ る彼 の 信 徒 は約 50
万人 程 で 北 部 州 に 多 く住 ん で い るが 、偶 像 崇 拝 に 回帰 す るな ど師 の 教 え とは
多 くの 点 で くい違 って い る。
107)サハ ジ ャ乗 。 左 道 密教 の 変形 。 サ ハ ジ ャ とは「 生 来 」「 生 まれ つ き」
とい う意 味 で 、 さ と りは本 来 そ なわ って い る もの で あ るか ら、人 間 の 性 情 を
肯 定 す る こ と を説 く。 この サハ ジ ャ乗 で は美 しい 娘 に対 す る愛 情 が 解 脱 へ の
道 で あ るな ど と説 く。 (中村 元  「 イ ン ド思 想史 」 )。
108)パー ル (Bh●:)と呼 ばれ る煉 瓦造 りの か ま どで 穀 物 を炒 る こ とを
本 業 とす る ヒン ドゥーの カ ー ス トの 一 種 。次 の プル ジー も同 じ。
109)カビールの 宗 教 詩 の集 成 。 カ ビー ル派 の 聖 典.サー キ ー (警句 )と
ラマ イ ニ ー (ドー ハ ー 、 そ してチ ヨーパ ー イ詩型 に よ る教 義 、思 想 詩 )を収
めて い る。
110)シク教 の根 本 聖典 。 第 五 代 グル・ アル ジ ュン (Arjun)(在位 1581
-1606)が、歴 代 の グル と カ ビール らサ ン トの 宗 教 詩 を編 纂 した もの 。
グル・ ゴー ヴ ィン ド・ ス ィンハ の 遺 言 に よ り、 以 後 この 書 物 自体 が グル と見
な され る よ うに な つた 。
111)クン ダ リー は、 ク ン ダ リニ ー (Ku■131 ili)とも言 い 、 ハ タ・ ヨ
ー ガ に於 て体 内下 部 に 三 回半 の と ぐろ (Kundalini)を巻 い て 眠 る蛇 と し
て 、 人 間 の神 秘 力 を象 徴 してい る。 ヨー ガの 行 法 を通 じて この 眠れ る蛇 を覚
醒 させ 、体 内の チ ャク ラ と呼 ばれ る関門 を次 々に 通 過 し、 や が て頭 頂 部 の 最
後 の チ ャ ク ラに 至 る時 、人 は解 脱 を得 る と され る。
112)瞑想 と行 法 に よ り体 内 の 六 つ の チ ャ クラ を認識 す る こ とに よ って 、
体 内 の 神 秘 的 な感 覚 とエ ネル ギ ー を解 き放 と うとす る行 。
113)パン ジ ャー ブ、 ス ィ ン ド、 ラー ジ プ ター ナ ー 、 そ して 北 部 州 の 地 域
に住 む有 カ カー ス ト。 自 らラー ジプ ー ト族 の 末裔 と称 す が 、確 か で は な い 。
勇 敢 、勤 勉 な こ とで 知 られ 、 多 くは農 業 に従 事 して い る。 ヒン ドゥー と ム ス
リム そ して シク教 徒 もい る。
114)(1469-1538)シク教 の 開 祖 。初 代 グル.カビー ル の影 響
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を受 け、 ヒン ドゥー教 とイ ス ラム を批 判 的 に統 合 させ た 。外 面 的 な ヒン ドゥ
ー、 イ ス ラム 両教 の 礼 拝 方法 を批 判 し、 カー ス ト制 度 を否 定 、 ヴ ェー ダの 権
威 も認 め なか った 。 人 格 の 高 潔 さ と優 し さか ら今 も宗 派 に 関 わ らず 多 くの 人
々 に敬 愛 され て い る。
115)(1666-1708)第十代 の 、 そ して人 間 と して は最 後 の グル
とな った 。 ム ガル 帝 国 の 弾 圧 に抵 抗 し、 シ ク教 団 を カ ー ル サ ー と呼 ばれ る疑
似 軍 隊 組 織 に改 め 、携 帯 す べ き五 ツの シ ン ボル を定 め た 。 彼 は殉 教 す る際 、
グル・ グ ラ ン ト・ サ ー ヒプ を後継 グル に遺 言 した。
115)給与 を もらつて経 典 を読 み 、礼 拝 式 を司 り、 結 婚 式 など の 儀 式 を と
り行 な つて い るが 、 その 役 目は あ くまで 礼 典 係 にす ぎない し、終 身 とは限 ら
ない 。 (コー ル &サン ビー 、「 シ ク教 」 )。
116)(c.1270-c.1350)マハ ー ラー シ ュ トラの ヴ ィシ ュ ヌ派
サ ン ト。 仕 立 屋 カー ス ト出身 で 、 彼 の 60篇の 詩 が グル・ グ ラ ン ト・ サ ー ヒ
ブに 、 シク教 徒 以 外 の サ ン トの 詩 、 パ ガ ト・ パ ー ニー (Bhagat BInl)と
して収 め られ てい る。以下、 ラヴィダース 〔ライ ダースに 同 レ 註(68)参
照 〕が 41篇、 ラー ジャス ターン出身の ダンナー ジーが 四篇、 シン ド出身の
サ ドナー ジーが一篇箸 々、いずれ もわずかづつではあるが収 め られ てい る。
シェー ク 。ファ リー ドは イス ラム神秘主義者の スー フ ィーであ つた。彼 の作
品は 134篇と比較的 多数が収 め られてい る。
117)20世紀 始め、非 シク教 徒の マハ ン トの所有 に な つてい た グル ドゥ
ワーラー を シク教徒 の手 に取 り戻 そ うとい う運動の中心に な った団体。 ニハ
ング(Nihaig)と呼 ばれ る、青 い制服 に銃 、長 剣で武装 した人 々 もこの派
に所属 してい る。
118)19世紀 に生 まれた改革派 。バーバー・ ラーム・ シンハ (BIb五
Ram Si■h)の指導 の もとに シク教か ら非 シク教 的習慣 を一掃 しよ うとし
た。
119)Mawl五I A,mad Ril五塾 五n(b・1855)に率 い られた厳格
な イス ラム復古主義者の一派 で、特 に連合州 、パ ンジャー プ州 のム ス リム大
衆 に強 い影響 を与 えた。
120)1867年に ムハ ン マ ド・ カー シム (Mutt allI・Ilad Q五
`im)に
よ っ
て設 立 され た イス ラム学 院 。 イギ リス支 配 下 の イ ン ドで イ ス ラム法 を護 持 す
る 目的 を掲 げ 、政 治 的 に は イス ラ ム宗教 指 導 者 に よ る イ ン ド民 族 運 動 の 中 心
と な った。 今 日で もイ ス ラム圏 の代 表 的 神 学 校 に数 え られ て い る。 (平凡 社 、
「 イ ス ラム事 典 」 )
121)18世紀 半 ば ア ラ ビア半 島 に起 った イ ス ラム改 革 運 動 。復 古 主 義 的
立 場 で イ ス ラムの 純 化 を 目指 した一 派 で 、 その強 い影 響 は 一 時 、 イ ン ドに ま
で波 及 した 。
122)マホ メ ッ トの 死 後 、 相 次 い で カ リフの 位 に つ い た 四人 の 指 導 者 。 い
わ ゆ る正 統 カ リフ と呼 ば れ る人 々 。
123)アプー・ ハ ニ ー フ ア(Abtt Hanifa)の名 に よ って 名 づ け られ た
ス ン ナ派 イ ス ラムの 法 学 派 。 ム ガ ル帝 国 で は最 も権 威 あ る法学 派 とみ な され
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た。 以下 いず れ もス ンナ派 法 学 者 の名 を と った代 表 的 な公 認 され た法 学 派 名 。
(124)ハデ ィー ス は マ ホ メ ッ トの言 行 に 関 す る伝 承 。極 端 な イ ス ラム復 古
主 義 者 で 、 ハ デ ィー ス と コー ラ ン以 外 に何 者 の 権 威 も認 め な い 。
(125)ムハ ン マ ドの従 兄 弟 で女 婿 で もあ る ア リー を正 統 な後 継 者 とす る イ
ス ラム諸 分 派 の 総 称 。
(126)シーア派 と と もに イ ス ラム を 2分す る一 派 。 イ ス ラム共 同体 内 で 圧
倒 的 多数 を 占め るた め 、 しば しば正 統 派 と呼 ばれ る。 イ ン ドに お い て もム ガ
ル 帝 国 は ス ンナ派 で あ り、 多数 派 で あ る。
(127)Mirztt Ghulttm Ahmad(1839-1908)の創 唱 した一 派 。
ア フ マ デ ィー教 団 。 彼 は 自 らを救 世 主 の 再 来 と宣 言 した。 現 在 も世 界 中 で積
極 的 に布 教 活 動 を続 け て い る。
(128)聖者 、殊 に スー フ ィー の 聖 者 の命 日の祭 り。 この 日を は さん で 数 日
聖 者 廟 の 回 りに は 市 が 立 ち、 参 詣 者 で賑 わ う。
(129)礼拝 の 時 刻 を告 げ るた め の 、 ミー ナ ール (塔)からの 肉 声 に よ る ア
ラ ビ ア語 の 呼 び掛 け。
(130)イス ラムの 聖 廟 。聖 者 の 墓 で 霊 験 が あ る とい う評 判 が 立 つ と善 男 、
善 女 が集 ま り聖 廟 と な る。廟 内 で は毎 週 木 曜 の 夕 方 に 宗教 行 事 が開 か れ る。
(平凡 社 、前 掲 書 )
(131)ラマ ダー ン月 の 断 食 が終 わ った 翌 日か ら三 日間 、 イー ドの 祭 りが盛
大 に祝 わ れ る。 この 日、 ム ス リム は イー ドガ ーハ と呼 ばれ る ミフ ラー プ壁 の
設 け られ た広 場 に赴 き集 団 で礼 拝 す る。
(132)ペル シ ァ語 の チ ハル (40)から出 た語 で、 40日間 一 人 で坐 し断
食 を しつ つ神 に祈 る行 。
(133)ペル シ ァ語 で は王 宮 を指 す が 、 イ ン ドで は特 に聖 者 廟 を言 う。 前 記
マ ザ ール また ズ ィヤー ラ トと言 わ れ る もの と同 じ。 有 名 な ダル ガー ハ に は イ
ン ド全 土 か ら巡 礼 者 が 来 る もの もあ る。
(134)イス ラム暦 7月。
(135)各都 市 の 中 心 的 な モ ス クで 、 正 式 に は マ ス ジ ド・ アル ジ ャー ミー
(Masjjd al―jlmi`)と言 う。 毎 週 金 曜 日正 午 に集 団 礼 拝 が行 なわ れ る。
(136)ムガル 第 五 代 皇 帝 。 在 位 1628-57。デ リーの ラー ル・ キ ラー
(Lttl Qill)及び ジ ャー マ・ マ ス ジ ドを建 造 した の もこの 皇 帝 で あ る。
(137)スーバ は ム ガル 帝 国 の地 方 単 位 の 一 つ で州 に あ た る。 スー ベ・ ダー
ル は州 長 官 の 意 で 、地 税 徴 収 以 外 の 権 限 の 多 くを皇 帝 か ら委 任 され て、 地 方
統 治 を代 行 した 。
(138)この場 合 の イ マー ム とは 各 モ ス クの 専 属 の 集 団礼 拝 の 指 導 者 。 正 し
い 礼 拝 の 方 法 を心 得 て い れ ば 、特 別 の 資 格 を要 せ ず 、聖 職 者 で もない 。 (平
凡 社 、前 掲 書 )
(139)「ム ラー ダー バ ー ド市 の 教 育 機 関 」 参 照 。
(140)ムガル 第 七代 皇 帝 。 在 位 1707-12年。
(141)あるい は 1787年の 誤 りか 。
(142)(1817-1897)1857年の大 反 乱 後 、 イ ン ドに お け る ム
ス リムの 地位 向上 、教 育 の 発 展 に 努 力 した。 ア リー ガル に 1875年ム ハ メ
ダン・ ア ン グ ロ 。オ リエ ン タル・ カ レ ッジ (現ア リー ガル 大 学 の 前 身 )を開
きム ス リム知 識 人 、 官 更 の 養 成 を図 った。
(143)部屋 一 般 を指 す が 、特 に神 に祈 る た めの 小 部 屋 を指 す こと もあ る。
(144)(b.1890)ムラー ダー バ ー ド生 まれ 。 酒 豪 詩 人 。
(145)モス クの 礼 拝 室 の 四壁 の 中 で 、 と くに聖 地 メ ッカ に面 す る側 の 内壁
中 央 に もうけ られ る アー チ形 の 壁 金 。 メ ッカの 方 角 を示 す た め に 重 要 で あ る。
(146)金曜 日の 正 午 の 集 団礼 拝 や 二 大 祭 (イー ド)の礼 拝 の 祭 に 、 礼 拝 に
先 立 って な され る説教 。 (平凡 社 、前 掲 書 )
(147)(前324-297頃)マウ リヤ王 朝 の 創 始 者 。
(148)ムス リムの 牛 飼 、 また牛 乳 を販 売 す る カー ス ト.
(149)また は デ ィー ワル (Dhiwar)漁師 カー ス ト。 この カー ス トの 人 た
ちの 触 れ た水 は上 位 カー ス トの 人 た ち も飲 ん で よ い と され る。
(150)殉教 祭 。 ム ハ ッラム月 (ヒジ ュラ暦 1月)の10日。 シー ア派 は、
3代ロ イ マ ーム、 フサ イ ンが この 日に カル バ ラー で ウ マ イ ヤ朝 軍 に よ って虐
殺 され た の を記 念 して 、盛 大 な哀 悼 祭 を行 う。 (平凡 社 、 前 掲 書 )。
(151)パラー ヴは旅 の 途 中 で 休 息 す る場 所 の 意 。 著 者 に よれ ば、 ム ス リム
が 村 か ら町 に来 て一 ケ月 以 上 滞 在 す る時 、 その地 で 礼 拝 を繰 り返 す こ とに よ
って そ こが 礼 拝 地 とな りや が て そ こに建 設 され る よ うに な った マ ス ジ ドをパ
ラー プの マ ス ジ ドと呼 ぶ と言 う。 なお 、 この 一 節 は 便 宜 上 、 ここに挿 入 した o
(152)マス ジ ド等 の 宗 教 施 設 の 管 理 責 任 者 を言 う。
(153)「十 二 門 の 建物 」 の 意 。普 通 、庭 国 内 に設 け られ た、 四方 に開 けて
風 通 しの 良 い 、 柱 だ け で 壁 の ない夏 向 きの部 屋 の こ と。
(154)当時 の イギ リス新 国 王 ジ ョー ジ五 世 の イ ン ド訪 間 を記 念 して 開 か れ
た接 見 式典 。 イ ン ド全 土 か ら大 小 の 藩 王 、貴 族 、高 官 た ちが 参 加 した 。
(155)(Companion of the Bath)バス勲位 爵 士 。
(156)(Knight Commander Of the Star Of lndia)イン ド星 上
級 勲 爵 士 。
解 題
こ こに訳 出 した レポー トは印 度 民 族 研究 第 4号に掲 載 され た 、 同 じ著 者 に よ
る「 ム ラー ダー バ ー ド市 の教 育 機 関 」 の姉 妹 篇 と も言 うべ き もの で あ る。 しか
し、何 分 に も長 大 な た め 、 直接 宗教 施 設 に言 及 しない 部 分 を中心 に 、全体 の 四
分 の一 程 を残 念 な が ら割 愛 せ ぎ る を得 な か った。 その 中 に は ム ラー ダー バ ー ド
市 の略 史 、執 筆 当時 の ヒン ドゥー・ ム ス リムの コ ミュナ ル な対 立 に つ い て な ど、
興 味 深 い部 分 も少 な くない 。 幸 い、 略 史 に つい て は第 4号掲 載 の レポ ー トに訳
出 され てい る もの が あ るの で 、 そ ち らを参 照 され た い 。
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(訳、 註 、高 橋 明 )
